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安を上のご注意/使用上のご注意 




ま全上のご注意 

この取扱説明書では、誤った取り扱いによる事故を未然に 
防ぐためのを意事項を、マークを付けて表示しています。 
マークの意はは次の通りです。 


A この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使 
用ちび死 t または重傷を負ラ可能性が想定される 
内容を示しています。 

A この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使 
_用ちが傷害を負ラ可能性、または物的損害のみの 
胃発生が想定される内容を示しています。 


- H 4 の上に、□ウソクなど乂気のあるわのを置か 
ないでください。乂災の原因となることびありま 
す。 

A • H 4 は精密機器ですので、スイッチ類には無理な 
力を加えないよラにしてください。必要じ(上に力 
を 意 を加えたり、落としたりぶつけるなどの衝撃は故 
障の原因となります。 

. H 4 に異物（硬貨や針金など）または液体（水、 
ジュース や アルコール など） を 入れないよラにご 
を 意ください。 

接続ケーブルと入出カジャックについて 

A ケーブルを接続する際は、各機器の電源スイッチを 
4^必ずオフにしてから行なってください。本製品を移 
3' 日動するとさは、必ずすベての接続ケーブルと AC ア 
ダプターを抜いてから行なってください。 


本製品をま全にご使用いただくために、次の事項にごを意 

ください。 

電源について 

A 本製品は、消費電流び大さいため、 AC アダプター 

0 ^ のご使用をお薦めしますび、電池でお使いになる場 

胃°合は、アルカ U 電池をご使用ください。 

AC アダプターによる 駆動 

- AC アダプターは、必ず DC 9 V センターマイナス 
300 mA (ズーム AD -0006) をご使用 <ださし、 
指定外の AC アダプターをお使いになりますと、 
故障や誤動作の原因となり危険です。 

- AC アダプターの定格入力 AC 電圧と接続するコン 
セントの AC 電圧は必ず一致させてください。 

• AC アダプターをコンセントから抜く時は、必ず 
AC アダプター本体を持って行って < ださい。 

-長期間ご使用にならない場合や雷び鳴っている場 
合は、 AC アダプターをコンセントから抜いてくだ 
さい。 

乾電池に よる 駆動 

-市販の].已 V 単兰乾電池 X 2 をお使い<ださい。 

- H 4 は充電機能を持っていません。乾電池のを意 
表示をよ<見てご使用<ださい。 

-長期間ご使用にならない場合は、乾電池を H 4 か 
ら取り出してください。 

-万一、乾電池の液われび発生した場合は、電池 
ケース内や電池端テに付いた液をよく拭さ取って 
<ださい。 

-ご使用の際は、必ず電池カバーを閉めてください。 

使用環境について 

A H 4 を次のよラな場所でご使用になりますと、故障 

^の原因となりますのでお避け<ださい。 

胃° •温度び極端に高くなるところやおくなるところ 
• 暖房器具など熱源の近< 

• 湿度び極端に高いところや、水滴のかかるところ 
参砂やほこりの多いところ 
参振動の多いところ 

取り扱いについて 

A - H 4 の上に、花瓶など液体の入ったわのを置かな 
いでください。感電などの原因となることびあり 
言古ます。 


改造について 

ケースを開けたり、改造を加えることは、故障の原 
因となりますので絶対におやめ<ださい。改造び原 
因で故障び発生しても当社では責任を負いかねます 
のでご了承ください。 


金 


音量について 

H 4 を大音量で長時間使用しないでください。難聴 
の原因となることびあります。 


会 


使用上のごを意 

他の電気機器への影響について 

H 4 は、安全性を考慮して本体からの電波放出およびが部 
からの電波干渉を極力抑えております。しかし、電波干渉 
を非常に受けやすい機器や極端に強い電波を放出する機器 
の周囲に設置すると影響び出る場合びあります。そのよう 
な場合は、 H 4 と影響する機器とを十分に距離を置いて設 
置してください。 

デジタル制御の電子機器では、 H 4 わ含めて、電波障害に 
よる誤動作やデータの破損、消失など思わめ事故び発生し 
かねません。ごを意ください。 

お手入れについて 

パネルび巧れたときは、柔らかい布で乾拭きしてください。 
それでも巧れび落ちない場合は、湿らせた布をよくしぼつ 
て拭いてください。クレンヴー、ワックスおよびアルコー 
ル、ベンジン、シンナーなどの溶剤は絶対に使用しないで 
<ださい。 


故障について 

故障したり異常び発生した場合は、すぐに AC アダプター 
を抜いて電源を切り、他の接続ケーブ J レ類ちはずしてくだ 
さい。 

「製品の型番」「製造番号」「故障、異常の具体的な症状」「お 
客様のお名前、ご住所、お電話番号」をお買い上げの販売 
店または ズームサービスまで ご連絡<ださい。 

このマニュアルは将来必要となることがありますので必ず 
参照しやすいところに保管してください。 
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はじめに 




このたびは、 ZOOM ハンディレコータ’ 一H4 (似下 "H4" と呼びます）をお買い上げいたださまして、 
ありびとラございます。 H 4 は、次のよラな特長を備えた製品です。 

参 才ール インワンのハンディ レコーター 

わずか 19 日旨のコンパク 卜なサイズに、高性能なステレオコンデンサーマイク、 SD カードレコーダー、 
ミキサー、エフェクター、メト□ノームなどの機能を凝縮。いつでをどこでも録音や音楽制作び楽し 
めます。 


♦ フィールドレコーディングか5マルチトラック録音まで対応 

レコーダーの動作モードは、いつでをステレオ録音び行える"ステレオモード’’と、4トラック同時 
再生/2トラック同時録音び可能な "4 トラックモード’’を選択可能。思いついたメ□ディやバンド 
演奏を記録したり効果音を集音するフィールドレコーダーとして、あるいは楽器やボーカルを重ねて 
作品を作るマルチトラックレコーダーとして利用でさます。 

♦ バウンス機能を搭載 

録音済みの4トラックをステレオまたはモノラルファイルに書き出すバウンス機能を装備しています。 
書さ出したファイルをレコーダーのトラックに割り当てれば、残りのトラックに別の楽器やボーカル 
をさらに重ねることび可能。また、書さ出したファイルをパソコンに取り込んで加工したり、オーディ 
才 CD に焼いたりでさます。 


♦ 2種類のエフェクトを内蔵 

ギターアンプ、ベースアンプ、マイクプ U アンプの特性をシミュレートする PREAMP モジュールと、 
コーラスなどの変調系エフェクトやディレイなどの空間系エフェクトを含む EFX モジュールの2種類 
のエフェクトを内蔵。エフェクト通過後の信号をレコーダーに"かけ録り’’できます。ギター/ベー 
スを直に接続するだけで、クオ U ティの高い録音び行えます。 

♦ パソコンのオーディオインターフ王ース /SD カードリーダーとしても使用可能 

パソコンと直結可能な US 目端テを装備。エフェクト内蔵のオーディオインターフェースとして利用 
でさます（ただし、エフェクトを利用でさるのは、サンプ U ングレートび44.] kHz のとさに限りま 
す）。また、 H 4 をパソコン用の SD カード U — ダーとして使用することも可能。録音済みのファイル 
をパソコンに取り込んでオーディオ CD や DAW ソフトの素材として利用でさます。 

♦ チューナ ー/ メト□ノーム機能を内蔵 

標準的なク□マチックチューニング iU 外に、7弦ギター/己弦ベースや変則チューニングにを対応す 
るチューナー機能と、練習やマルチトラック録音に便利なメト□ノーム機能を装備。練習用マシンと 
してを活用でさます。 

H 4 の機能を十分に理解し、末永くご愛用頂くために、このマニュアルをよくお読みください。また、 
一通り読み終わった後ち、このマニュアルは保証書ととちに保管してください。 
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H 4 のご紹か 




ここでは、 H 4 の主要な機能について説明します。 


ステレオモードと4トラック 
モ-ド 


H 4 の動作モードを大さく分けると、"ステレオ 
モード"と"4トラックモード"の2種類びあり、 
どちらか一方のモードを選んで使用します。 
ステレオモードは、内蔵ステレオマイクまたは 
[ INPUT 1 ]/[INPUT 2] 端子から入力される2 
系統の信号を SD カード上にステレオ録音し、ス 
テレオファイルを作成するモードです。本格的 
なフィールドレコーディングやバンドの一発録 
音はをちろん、思いついたメ□デイや用件など 
を素早く録音するボイスレコーダーとしてを使 
用でさます。 


4トラックモードとは、 H 4 を4トラックのマル 
チトラックレコーダーとして使用するためのモー 
ドです。このモードでは、2トラック同時録音/ 
4トラック同時再生び可能です。例えば、ドラム 
マシンやベースなどを使ったバッキングを作成 
しておさ、スタジオでギターやボーカルを重ね 
る、といった使いちびでさます。 

4トラックすべてに録音した後は、トラックごと 
に音量やパン（左ちの定位）を設定して再生し 
たり、 SD カード上にステレオまたはモノラルの 
ファイルとして書さ出したりでさます。さらに、 
書さ出したファイルをいずれかのトラックに割 
り当てることで、残りのトラックに別の楽器や 
ボーカルなどを重ねることびでさます。 


ステレオモード 



y ホたドスニ^ つノノッ I 

内蔵 [ INPUT 1] 端モ 

ステレオ [INPUT 2] 端モ 
マイク 


レコーダー 
テレオトラック LI 

テレオトラック RI 


4トラックモード 


レコーダ— 




[INPUT 2] 端モ 


録音時のフオーマツトは WAV と MP 3 び選択可 
能で、必要に応じてサンプ U ングレート/ビツ 
トレートを変更できます。録音したステレオファ 
イルは、ステレオモード専用のフオルダ（階層） 
に保存されます。これらのファイルは、 US 目端 
子経由でノ くソコンに取り込んで CD - R / RW ディ 
スクに焼いたり、 DAW ソフトウエアの素材とし 
て利用したりでさます。 


ステレオモードで 
録音する場合の 
録音ファイルの保存先 



SD 力ード 

ステレオモード 
専用フオルダ 



録音時のフオー マッ トは WAV (サンプ U ングレー 
トニ44.1 kHz / ビットレートニ] 6ビット）に固 
定されています。なお、4トラックモードで録音 
した個々のファイルは、 SD カード上で楽曲（プ 
□ジェクト）ごとのフオルダに収録されます。 


SD 力ード\ 

プ□ジェク M のフォルダ 



4トラックモードで 
プ□ジェクト2に 
録音する場合の 
録音ファイルの保存先 


プ□ジエクト2のフオルダ 

プ□ジェクト3のフオルダ 
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H 4 のご紹介 


5キサー機能 


H 4 び4トラックモードのとさ、インプットミキ 
サーとトラックミキサーという2種類のミキサー 
機能び利用でさます。 


H 4 のエフェクトは、コンプレッサー、プ U アン 
プなど、複数の単体エフェクト（エフェクトモ 
ジュール）から構成されています。動作モード 
に応じて、使用でさるエフェクトモジュールの 
構成や、入出力の仕様び変化します。 


インプット！ 


インプット2 



一 

1トラック1卜 

インプット 

一 

1トラック2卜 

S キサー 

一 

1トラック3卜 


一 

1トラック4卜 


レコーダー 

トラック ミキサー 
(音量とパンの調節） 


LINE OUTPUT 

[LINE OUTPUT ] 端モ喊） 



インプットミキサーは、内蔵ステレオマイクま 
たは [ INPUT 1 ]/ [INPUT 2] 端子から入力され 
る最大2系統の信号をミックスして、あるいは独 
立して レコーダーの トラックに送ります。 
トラックミキサーは、4本のトラックに録音され 
た信号の音量やパン/バランスを調節し、ステ 
レオにミックスして出力します。 


ステレオモードでは、 M に MODEL 、 COMP / 
LIN / HT の2つのエフェクトモジュールび使用でさ 
ます （ M に MODEL モジュールを使用でさるの 
は、入カソースとして内蔵ステレオマイクび選 
ばれているとさに限られます)。このモードでは、 
エフェクトの入出力はステレオ入力/ステレオ 
出力となります。 


ステレオモードのモジュール構成 

(ステレオ入カーステレオ出力） 



4トラックモードでは、 PREAMP と EFX の2つ 
のエフェクトモジュールび使用でさます。この 
モードでは、エフェクトの入出力はモノラル入 
力/ステレオ出力となります（ただし、録音先 
として]トラックのみび選ばれているとさは、エ 
フエクト通過後にモノラルにまとめられます)。 


エフェクト 


H 4 には、インプットの直後に挿入可能なエフエ 
クトび内蔵されており、入力信号を加工してレ 
コーダーのトラックに録音できます。 


4トラックモードのモジュール構成 

(モノラル入力^ステレオ出力） 



ステレオモ-ドの場合 レコ_ダ_ 
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各部のち赖 


左サイド/け、ル トップ/け、ル 



[LINE OUTPUT ] 
端テ 

[ PHONES ] 
端テ 

[PHONES LEVEL ] 
ノブ 


[POWE 刊 
スイッチ 

[ USB ] 端テ 



内蔵ステレオ 
7イク 


[ REC ^- 

ディスプレイ 


TRACK 
川〜 [4] キー 


[ MENU ] キー 



[ MODE ] 

インジケーター 

[ ACCESS ] 
インジケーター 



リアパネル 
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各部の名称 


①人差しネ旨で I 詞をスライド②□ックを外したまま、親指と ③カバーを前方へ倒し 
させて□ックを外します。 中指でつまんでカノ（一を引 て開さます。 

を上げます。 



ちサイドパネル 


フ□ントパネル 
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H 4 の出力をステレオの才 
ーデイオシステムでモニタ 
一したいとさは 、 [LINE 
OUTPUT ] 端子に Y 字ケー 
ブルを接続します。 


H 4 を AC アダプターでご使用になる 
とさは、尼、ず付属の AC アダプター 
(ZOOM AD -0006) をご使用くだ 
さい。これじ(がの AC アダプターをご 
使用になりますと、故障の原因となる 
ことがあります。 


H 4 左サイドパネル 


H 4 リアパネル 




H 4 の出力をヘッドフオンでモニターし 
たいとさは、ヘッドフオンを [ PHONES ] 
端子に接続し 、 [PHONES LEVEL ] ノ 
ブで音量を調節します。この端子からは、 
[ LINE 日 UTPUT ] 端子と同じ信号が出 
力されます。 


-0 


ヘッドフオン 
コンピューター 





H 4 の [ USB ] 端子をコンピューターと接 
続すれば、 H 4 をコンピューターのオー 
デイオインターフェースとして利用したり、 
H 4 内部の SD カードに録音されたオー 
デイオフアイルをパソコンに転送したり 
でさます。 



~ 

= C C = 1 圓 吕 S 吕吕 

1111 〇 S S S S = S S 1 
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^—ル—。 


ベース ギター 


外付けマイク、およびギター、ベース、キーボードなどの楽器類は 
[INPUT 1 ]/[INPUT 2] 端子に接続します。 


r 


SD カードについて 




H 4 を使用するには、記録用メディアとして SD 
カードび必要です。 H 4 の電源を入れる前に、次 
の図のようにに〇 CARD ] ス□ットに SD 力ード 
を挿入してください。カードを挿入するときは、 
ス□ットの奥までしっかりと巧し込んでくださ 
い。カードを取り出すとさは、一度カードをス□ッ 


73〇7£ 

-挿入方向や SD カードの表裏を間違えると、奥ま 
で挿入でさません。 

-電源を入れたまま、 SD カードの巧さ差しをする 
ことはお止めください。データが破損する恐れが 
あります。 



卜の奥に押し込んで 
から取り出してくだ 
さい。 


•市販の SD カードは、 16 M 目〜 2 G 目のちのが使 
用でさます。 

-コンピューターやデジタルカメラなどの外部機 
器で初期化された SD カードをご使用になる場合 
は、必ず H 4 で初期化してからご使用ください卜 
P 84)。 


SD 力ードが挿入されていないときに、 SD 力ード 
が么、要な操作を行ラと "No Card " と表示されま 
す。 
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電池で ffi う 






H 4 は乾電池で駆動することを可能です。次の手順に従って別売の電池を挿入してください。 


7. 9ぺージを参考にして、電池カバーを開 
けて< ださい。 

2 . 電池ケースに単3乾電池（アルカリ電池 
をご使用ください） X2 本を装着してく 
ださい。 

3. 電池カバーを閉めてください。 


NOTE 

•本機を乾電池でご使用になる場合、乾電池が消 
耗するとディスプレイに " Low 目 attery !" と表 
示されます。この表示が出たらすぐに電源を 
切って、新しい乾電池に交換してください。 

•乾電池でご使用になる場合、電源が入った状態 
で電池カバーを開ける事はおやめください。電 
源がオフになり、データが破損するおそれがあ 
ります。 



i 原のオン/オフ 




H 4 の電源のオン/オフを切り督えるには、次の手順で操作します。 


電源を入れる 


7. H4 と周辺機器の電源びオフになってい 
ることを5崔認してください。 

このとさ、接続されている楽器、 H 4、 モニター 
システムのボ U ュームは絞っておいてください。 

2. [SD CARD] ス□ットに SD 力ードを挿 
入してください卜 P 10)。 

3. H4 の [POWE 刊スイッチをオンにして 
<ださい。 

NOTE 

•起動時に "No Card " と表示される場合は 、 SD 
カードを検出できていません。 SD カードが正し 
く挿入されているかご確認ください。 

•起動時に "Format Card ?" と表示される場合 
は、 H 4 で初期化していないカードが挿入されて 
います。初期化を実行するには、日 K ボタンに 
カーソルを合わせ、ジョグダイアルを押し込ん 
で < ださい。 

4. 接続されている楽器、モニターシステム 
の順に電源を入れてください。 


電源を切る 


7. モニターシステム、接続されている楽器 
の順に電源を切ってください。 

2. H4 の [POWER] スイッチをオフにして 
<ださい。 

ディスプレイに " Good 目 ye See You !" と表示 
され、 H 4 の電源びオフになります。このとさ、 
操作中の各種情報び自動的に SD カードに保をさ 
れます。 

NOTE 

-必ず [ POWE 刊スイッチを使って電源のオン/ 
オフを切り督えてください。 

-電源が入ったまま AC アダプターを抜さ差しす 
ることは絶対にお止めください。データが破損 
することがあります。 

-特に [ ACCESS ] インジケーターが点灯中の AC 
アダプターの抜さ差しは絶対にお止めくださ 
し、。データが破損する恐れがあります。 
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録音してみよ 



ここでは、 H 4 を使ってすぐに録音してみたいというちのために、内蔵ステレオマイクを使ったステレ 
オモードの録音ち法について説明します。 


設置方法 


オンマイクで録音する場合は、音源から3日〜 
已日 cm 程度離れた位置に H 4 を設置します。 



オフマイクで録音する場合は、録音したい音源 
び、2本の内蔵ステレオマイクび交差する範囲に 
含まれるような位置に、 H 4 を設置します。 



なお、床の上に H 4 をじか置さすると、足踏みや 


ドラムなどの振動をマイクび拾ってしまいます。 
テーブルや椅子などの上に置くか、付属のアダ 
プターを使って H 4 を兰脚に取り付けてください。 


録音方法 


7. H4 の電源をオンにしてください。 

2. [MODE] インジケーターび点なし、 H4 
がステレオモードに設定されていること 
を確認してください。 

ステレオモード 

I MODE 

和点口 

み 

STEREO 

参 

"RACK 

[ MODE ] インジケーターび消なしているときは、 
H 4 び4トラックモードに設定されています。ス 
テレオモードに切り替えてください（一 P 3 日）。 

3. ディスプレイに次の画面び表示されてい 
ることを5崔認してください。 


□ 0 : 00 = 00:000 BSTOP 


I file IKTE-0 日日 ■ …リ 



IH-H-El 


この画面は、ステレオモードのトップ画面です。 
別の画面び表示されているときは、 [ MENU ] キー 
の中央を繰り返し押して上記の画面を表示させ 
て < ださい。 
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録音してみよラ 


4. TRACK [1] 〜 [4] キーを巧して、録音 

フオーマツトを選んでください。 

それぞれのキーは次の録音フ オーマツ トに対応 
しています。上のキーほど高い音質び得られま 
すび、ファイルの容量を大さくなります。 



♦ [M に GAIN] スイッチの入力感度 


96kHz 

感 

48kHz 

嫁 

44.1kHi 

感 

慰 


TRACK [1 ]キー 

WAV (96 kHz ) 

TRACK [2 ] キー 

WAV (48 kHz ) 

TRACK [3 ] キー 

WAV (44.1 kHz ) 

TRACK [4 ] キー 

MP 3 (44.1 kHz ) 


キーを巧して点好させると、そのキーに対応す 
るフ オーマツ ト/サンプ IJ ング レー トび選ばれ 
ます。 [ MENU ] キーの中央を繰り返し巧してス 
テレオモードのトツプ画面に戻ってください。 


HINT 

お、要ならば、録音フォーマットのビットレート 
(解像度）を変更することち巧能です。 

5. [REC] キーを巧してください。 

[ REC ] キーび点滅し、 H 4 び録音待機状態になり 
ます。ディスプレイには、内蔵ステレオマイク 
からの入カレベルびメーター表示されます。ま 
た 、 [LINE OUTPUT ] 端テや [ PHONES ] 端テか 
ら入力信号をモニターでさます。 



□0:00:00:000 "REC 
■auaKTE- 日日 1 ■ uay 


■ 己 H -IS - 

IH-H-EJ 


入カレベル 


&最大音量で音を鳴5したとをに、ディス 
プレイ上のメーターび0に到達しないよ 
うに、 [MIC GAIN] スイッチを適切な位 
置に合わせてください。 


設定 

用途 

L 

楽器をオンマイクで録音したり、バンドの演 
奏を一発録音したいとさなどに利用します。 

M 

アコースティックギターなど音量のルさい楽 
器を録音するとさに利用します。 

H 

オフマイク用の設定です。主にフィールドレ 
コーディングに利用します。 


HINT 

お、要ならば、録音レベルを手動または自動で微 
調節することち可能です（一 P31 ， 33 )。 


NOTE 

上記の画面で、内蔵ステレオマイクに向かって 
音を鳴らしてちメーターが全く振れない場合は、 
入カソースとして [INPUT 1]/ [INPUT 2] 端子 
が選ばれている可能性びあります。入カソース 
を内蔵ステレオマイクに切り督えてくださぃ(^ 
P31)o 


7. [円£ロキーをもぅ1回巧してください。 

[ REC ] キーび点好し、録音び始まります。 


包録音を停止するには、 [REC] キーを}甲ず 
か、 [MENU] キーを上 (Ml) に巧してく 
ださい。 

g •録音内容を確認するには、 [MENU] キー 
を上 (Ml) に}甲してください。 



[ LINE 日 UTPUT ] 端子や [ PH 日 NES ] 端テから録 
音した内容び再生されます。 
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クイ^ツクガイ^ド 1 ステレオモードの基本操作 




ここでは、内蔵ステレオマイクを使ってバンドの一発録音を行う場合を例に挙げて、ステレオモードの 
基本操作について説明します。 


録音前の準備 


H 4 を起動する 

7. モニターシステムを H4 に接続し、 H4 一 
モニターシステムの順に電源を入れてく 
ださい。 

2 . [MODE] インジケーターび点なしている 
ことを確認してください。 

[mode 

和点口 

み 

STEREO 

参 

"RACK 

[ MODE ] インジケーターび消好しているときは、 
H 4 び4トラックモードに設定されています。ス 
テレオモードに切り替えてください （^ P 30)。 

田0:00:00:000 BSTOP 


I FILE IKTE- 日日日.…リ 



IH-H-El 


ディスプレイにはステレオモードのトップ画面 
び表示されます。 

それ似外の画面び表示されているときは、 
[ MENU ] キーの中央を繰り返し巧して上記の画 
面を表示させてください。 


入力感度/録音レベルを調節する 

入力信号を適切なレベルでレコーダーに録音す 
るには、入力感度と録音レベルを正しく調節す 
る必要びあります。 

♦ 入力感度の調節 

入力感度の調節とは、内蔵ステレオマイクや 
[INPUT 1 ]/[INPUT 2] 端テから入力される信 
号を、適切なレベルで H 4 に取り込めるように、 
アナ□グ部分の入カレベルを設定する操作です。 

7. ちサイドパネルの [M に GAIN] スイッチ 
を使って、内蔵ステレオマイクの入力感 
度を設定してください（一 P13)。 

♦録音 レベルの 調節 

録音レベルの調節は、レコーダーに録音される 
信号のゲイン（増幅量)、つまりデジタル部分の 
入カレベルを設定する操作です。ここでは、入 
力信号のレベルを検出して自動的に調節するオー 
トゲイン機能を使用してみましよう。 

2 , ステレオモードのトップ画面で、 

[MENU] キーを下に巧してください。 

[ MENU ] キーは、 H 4 の設定を行う各種のメニュー 
画面を呼び出 したり、レコーダーの トランス ポー 
卜操作を行うためのキーです。上下左ち方向に 
押したとさと、中央を押したとさは、それぞれ 
機能び異なります（次ページ上図参照)。 

ステレオモードのトップ画面で [ MENU ] キーを 
下方向 (INPUT MENU ) に押すと、次の INPUT 
メニューび表示されます。 
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クイックガイド！ステレオモードの基本操作 


ステレオモードの [MENU] キーの動作 




この画面では、入カソースの選択や入カレベル 
の微調節を行います。画面内の"卜"のマークは 
"カーソル’’と呼び、現在操作の対象として選ば 
れている項目を示しています。 

3. ジョグダイアルを上下操作してカーソル 
を "AUTO GAIN" の項目に合わせ、続 
いて内部に巧し込んでください。 

ちサイドパネルのジョグダイアルの操作には、次 
の2種類びあります。 


左記の画面でジョグダイアルを上下操作してカー 
ソルを " AUT 日 GAIN " に合わせると、操作する 
項目として AUTO GAIN (オートゲイン機能）び 
選ばれます。さらにジョグダイアルを押し込む 
と、オートゲイン機能のオン/オフを切り替え 
可能な状態になります。 


□0:00:00:000 ■STOP 


INPUT MENU 



4. ジョグダイアルを上下操作して "ON" と 
表示させ、ジョグダイアルを巧し込んで 
<ださい。 

オートゲイン機能びオンになります。 


♦ 上下に操作ずる Y 

画面内の"カーソル’’を 上下に 

移動させたり、設定値を 操作 
変更します。 


♦ 内部に押し込む 

選択した項目や変更した 
設定値を確定します。 


巧し込む 


HINT 

•その他、録音レベルを手動で設定することち巧 
能です OP 31)。 

-オー ト ゲイン機能が自動的に調節するレベルは 
デジタル部分の入カレベルです。この機能を使 
用しても適切な入カレベルにならない場合は、 
入力感度（アナ□グ入カレベル）を調節してく 
ださい卜 P 13)。 


ZOOM H4 
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クイックガイド！ステレオモードの基本操作 


5. [ MENU ] キーの中央を}甲して、ステレオ 
モードのトップ画面に戻ってください。 

6 . ステレオモードのトップ画面で [ REC ] 
キーを巧して <ださい。 

[ REC ] キーび 点滅し、 レコーダーび 録音待機状 
態になります。 

オートゲイン機能びオンのとさに録音待機状態 
に切り替えると、ディスプレイに "REC LEVEL 
SCANNING ..." と表示されます。 


える方法を説明します。 


HINT 

マイクモデリング系エフェクトは、入カソース 
として内蔵ステレオマイクが選ばれているとさ 
にのみ使用でさます。 

7. ステレオモードのトップ画面で、 

[ MENU ] キーを下に巧してください。 

入力の各種設定を行ラ INPUT メニューび表示さ 
れます。 


スマイクに向かって、最大音量で演奏して 
<ださい。 

現在選択されている入カソースのレベルを検出 
して、録音レベルび最適な値に設定されます。バ 
ンドの一発録音を行ラとさは、この状態で最大 
音量で演奏しておくと、歪ませずに録音び行え 
ふ 9 〇 


田0:00= 00: 000 IIREC 
REC し EUE し SCAHHIH 白 ... 



現在の入カソース自動的に設定された録音レベルの値 

8 . 録音待機状態を解除ずるには、 [ MENU ] 
キーを左 （ W )、 ち （ W )、 上 ( Ml ) のい 
ずれかの方向に}甲してください。 


エフェクトをかける 


□0:00=00:000 BSTOP 
INPUT MENU 



2 , 力ーソルを " COMP / LIMir の項目に合 
わせ、ジョグダイアルを巧し込んでくだ 
さい。 

COMP / LIMIT モジユール（コンプレッサー / U 
ミッター系エフェクト）の操作び可能になります。 


□0:00=00:000 BSTOP 
INPUT -MENU 


6 か UTD す 


OFF 


麵ミお 

OFF BiiaJ 


3. ジョグダイアルを上下操作して、 

COMP / LIMIT モジュールの設定を次の 
中か5選んでください。 


ステレオモードでは、小さな音でを適切なレべ 
ルで入力でさるよラにしたり、急激に大さな音 
び入力されたとさに信号び歪むのを防いだりす 
るコンプレッサー/ U ミッター系 エフ ェクトと、 
内蔵ステレオマイクの音質を変えるマイクモデ 
U ング系 エフ ェクトび使用できます。ここでは、 
それぞれの エフ ェクトを使って入力信号レベル 
を調節したり、内蔵ステレオマイクの特性を変 


OFF (初期設定） 

COMP / LIMIT モジュールをオフにします。 

COMP 

高いレベルの信号を圧縮し、レベルの底上げ 
を行ラコンプレッサーび有効となります。 

LIMIT 

入力信号び一定レベルを越えたとさに圧縮す 
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クイックガイド！ステレオモードの基本操作 


る U ミッターび有効となります。 


HINT 

エフェクトのかかり具合を確かめたいときは、 
[ REC ] キーを巧して H 4 を録音待機状態にして楽 
器を演奏し、 [ LINE 日 UTPUT ] 端子/ [ PHONES ] 
端子から信号をモニターしてください。 

4. COMP/LIMIT モジュールの設定を確定 
するには、ジョグダイアルを}甲し込んで 
<ださい。 

5. 力ーソルを "M に MODEL" の項目に合 
わせ、ジョグダイアルを巧し込んでくだ 
さい。 

入カソースとして内蔵ステレオマイクを選んで 
いる場合は、 COMP / LIMIT モジュールのほかに 
M に MODEL モジュールを利用でさます。この 
モジュールでは、内蔵ステレオマイクを使って、 
著名なマイクの特性をシミュレートでさます。 



6 . ジョグダイアルを上下操作して、 M に 
MODEL モジュールの設定を変更してく 
ださい。 

ここでは、シミュレートするマイクの種類を次 
の中から選びます。 

- OFF 

M に MODEL モジュールをオフにします。 

- SM 已7、 MD 421、 US 7、 C 414 

M に MODEL モジュールびオンになり、選択 
したマイクの特性びシミュレートされます(各 
マイクの詳細は 一 P 9 己)。 


/• IVNC MODEL モジュールの設定を確定ず 
るには、ジョグダイアルを巧し込んでく 
ださい。 

8 . ステレオモードのトップ画面に戻るには、 
[MENU] キーの中央を押してください。 

HINT 

•ステレオモードのエフェクトは、エフェクトの 
タイプを選ぶだけで利用でさます。細かいパラ 
メーターを設定する么 1要はありません。 

-ステレオモードで利用可能なエフェクトについ 
ての詳細は、巻末の資料をご参照ください。 
•エフェクトのオン/オフを切り曾えたとさや、 
エフェクトの設定を変更したときは、録音レべ 
ルを調節し直してください。 

•文中のメーカー名、製品名は各社の商標または 
登録商標です。これらの名称は、音色の傾向を 
説明する目的で使われているちので、株式会社 
ズームとは無関係です。 


録音 


ステレオモードで録音するには、次のように操 
作します。 

7. ステレオ モー ドのトップ画面で TRACK 
[1] 〜 [4] キー を}甲して、録音 フォーマッ 
卜を選んでください卜 P13)。 

2 . [REC：] キーを巧してください。 

[ REC ] キーび点滅し、レコーダーび録音待機状 
態になります。 

このとさ、画面上のレベルメーターで入力信号 
のレベル（録音レベル）を確認でさます。また、 
[ LINE 日 UTPUT ] 端テ/ [ PH 日 NES ] 端テから入 
力信号をモニターでさます。 

HINT 

•モニター機能（一 P 3 目）をオンに設定すれば、 
レコーダーを録音待機状態にしなくてち、常に 
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クイックガイド！ステレオモードの基本操作 


[LINE 日 UTPUT ] 端子/ [ PHONES ] 端子からモ 
ニターでさます。 

-才ートゲイン機能がオンのときは、 H 4 を録音待 
機状態にすると、入力信号の検出が始まります。 

な録音を開始するには、 [REC] キーをもう 
1回}甲して< ださい。 

必要ならば、メト□ノームを聴きなびら録音す 
ることを可能です（一 P 77)。 

4•録音を停止するには、 [REC] キーを}甲す 
か、 [MENU] キーを上 (Ml) に巧してく 
ださい。 

カウンターびゼ□に戻ります。この状態で 
[ MENU ] キーを上 0/11) に押せば、先頭から再 
生び始まります。 

また、をラ]回 [ REC ] キーを押すと録音待機状態 
になり、新しいステレオファイルへの録音び可 
能になります。 


NOTE 

ステレオモードでは、毎回先頭位置から新規の 
ステレオファイルに録音されます。既存のステ 
レオファイルに上書さ録音したり、任意の位置 
から録音をやり直したりすることはできません 
(不要なステレオファイルを削除する方法は一 
P 73)。 


ファイルを選んで再生する 

ステレオモードでは、1回の録音操作につさ1つ 
のステレオファイル （ WAV または MP 3) び作成 
されます。これらのファイルは、 SD カード上に 
あるステレオモード専用の " STEREO " フオル 
ダにまとめて保をされます。 

ここでは、イ呆をされたステレオファイルの中か 
ら任意のファイルを選んで再生する方法を説明 
します。 

7. ディスプレイにステレオモードのトップ 
画面び表示されていることを確認してく 
ださい。 


現在選択されているファイル名 
田 0:00=00:0001— BSTOP 

I FILE I KTE- 日日日 . uay 


IH-H-El 


HINT 

-ステレオモードで録音されたファイルには、 
" STE - xxx.wav ( mp 3)" という名前が自動のに 
付けられます（ XXX は000〜999までのま号が 
入ります)。 

-ファイル名は後から変更することち可能です 
(一 P 72)。 

2 . ジョグダイアルを上下操作してカーソル 
をファイル名に合わせ、ジョグダイアル 
を巧し込んでください。 

ファイルの選択び可能になります。 

3. ジョグダイアルを上下操作して、ファイ 
ルを還んでください。 

ステレオモードで録音されたすベてのファイル 

び順番に表示されます。 

4. 選択したファイルを確定するには、ジョ 
グダイアルを巧し込んでください。 

5. 新しく選んだファイルを再生ずるには、 
[MENU] キーを上 (Ml) に巧してくださ 
い。 

手順3で選んだファイルび再生されます。 

6 . 再生を停止するには、もう 1@[MENU] 
キーを上 （Nil) に巧してください。 
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クイックガイド 2 4 トラックモードの基本操作 




4トラックモードは、 H 4 を4トラックのマルチレコーダーとして使用するモードです。ここでは、楽 
器やボーカルを]トラックずつ録音していき、最終ミックスを作る場合を例に挙げて、4トラックモー 
ドの基本操作について説明します。 

なお、ここでは録音モードとして上書さ録音モード（録音をやり直すと、前回録音したファイルに上書 
き録音するモード）を使用します（録音モードに応じて、録音の手順び変わりますのでご注意くださ 
い。詳しくは一 P 41)。 

ここで説明する操作は、似下の4つのステップに分かれています。 


♦ステップ1:録音前の準備 

モードの切り替えやプ□ジェクトの作成など、録音に必要な準備を行います。 

参ステップ2 :最初のトラックの録音 

入力信号にエフェクトをかけて、最初のトラックに録音します。 

参ステップ3 :重ね録音 

録音済みのトラックを聞きなびら、2番目 iU 降のトラックに重ね録音します。 

参ステップ4:ミキシング/バウンス 

録音された4トラックのレベル、パンを設定し、ステレオにミックスします。 

また、最終のステレオミックスをステレオファイルに書き出し（バウンス）します。 


ステップ！：録音前の準備 


4トラックモードに切り替える 

H 4 び初期状態のときは、ステレオモードに設定 
されています（フ□ントパネルの [ MODE ] イン 
ジケーターび点打します)。 H 4 を4トラックモー 
ドに切り替えるには、次のように操作します。 

7. ステレオモードのトップ画面で、 

[MENU] キーの中央を}甲してください。 

H 4 の各種設定を行うメインメニューび表示され 
ふ!^ 〇 


□ 0 ： 00 ： 00:000 

MENU 

■STOP 

►FILE 

A 

1 

MODE 

■ 

RECORDING FORMAT U 

METRONOME 

T 


2 . ジョグダイアルを上下操作してカーソル 
を "MODE" に合わせ、ジョグダイアル 
を巧し込んでください。 

モードを選択する MODE SELECT 画面び表示さ 
れます。 


MODE SELECT 


間點目點張驟 


3. ジョグダイアルを上下操作して、カーソ 

J レを ‘‘4TRACK RECORDER" に合ねせ 
て < ださい。 

4. ジョグダイアルを巧し込んでください。 

H 4 び4トラックモードに切り替わり、 [ MODE ] 
インジケーターび消好します。ディスプレイは 
自動的に4トラックモードのトップ画面に移行 
します。 
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クイックガイド 2 4トラックモードの基本操作 


□0:00=00:000 BSTOP 
I 1 I け RK1- 日日 ■uay 

Q I . I . I . I . I . I . I . I . I 

-HH.-SH …二だ二- 

|miker| ih-puheh] [eduheei IR-H-eI 


HINT 

4 トラックモードからステレオモードに戻すに 
は、4トラックモードのトップ画面から同じよう 
に操作して 、 "STEREO RECORDER " を選んで 
からジヨグダイアルを巧し込みます。 


新規プ□ジェクトを作る 


PROJECT に力ーソルを合わせ、ジョグ 
ダイアルを}甲し込んでください。 

プ□ジェクトの初期設定の名前び表示されます。 


作成される 
プ□ジェクトの 
名前 


田 MHfflHO . 曰曰曰 PRJ 白白白 
HEU PROJECT 

- ►► PRJ 001 

[dk] IHHHCELI 


HINT 

必要ならば、ここでプ□ジェクトに名前を付け 
ることができます（一 P 己己)。また、後から名前 
を変更することち可能です（一 P 已6)。 


H 4 の4トラックモードでは、作成した楽曲を"プ 
□ジェクト"といラ単位で管理します。新しい 
録音を始めるときは、しソ下の方法で新規プ□ジェ 
クトを作成します。 

7. 4トラックモードのトップ画面で 

[MENU] キーの中央を巧してください。 

H 4 の各種設定を行うメインメニューび表示され 
ます。 


4. 新規プ□ジェクトの作成を実行するには、 
ジョグダイアルを上下操作してカーソル 
を OK ボタンに台わせ、ジョグダイアルを 
巧し込んでください。 

作成したプ□ジェクトび自動的に読み込まれ、4 
トラックモードのトップ画面び表示されます。 
日 K ボタンの代わりに CANCEL ボタンを使った 
場合は、操作を取り消して PR 日 JECT メニュー 
に戻ります。 


をジョグダイアルを上下操作してカーソル 


を "PROJECT" に合わせ、ジョグダイ 
アルを巧し込んでください。 

プ□ジェクトの操作項目を選ぶ PR 日 JECT メ 
ニューび表示されます。 


iMmmuHO . 日日日 PRJ 曰曰白 

PROJECT MEHU 

►HEW PROJECT 
SELECT 
RENAME 
COPV 


HINT 

PR 日 JECT メニューを表示させると、それまで 
操作していたプ□ジェクトが保存されます。 


メト□ノームを設定する 


H 4 には、練習やマルチトラック録音に便利なメ 
卜□ノーム機能び内蔵されています。メト□ノー 
ムを聞さなびら各トラックに楽器の演奏や歌を 
録音していけば、正確なテンポで録音び行えま 
す（メト□ノーム音はトフックには録音されま 
せん)。 

ここでは、メト□ノームのテンポや音量を設定 
する方法について説明します。 


7. 4トラックモードのトップ画面で 

[MENU] キーの中央を}甲してください。 

メインメニュー画面び表示されます。 


2 . ジョグダイアルを上下操作して 

をジョグダイアルを上下操作して NEW "METRONOME" に力ーソルを台わせ、 
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クイックガイド 2 4トラックモードの基本操作 


ジョグダイアルを内部に巧し込んでくだ 
さい。 

メト□ノームに関する設定を行う METRONOME 
画面び表示されます。 


□0:00:00:000 BSTOP 
METRONOME 

^tSSSS^KSSMSiSIS^KnSjSi^M 

立 A 

► 4 120.0 


3. ジョグダイアルを上下操作して 

" CLICK " に力ーソルを合わせ、ジョグ 
ダイアルを内部に}甲し込んでください。 

設定項目として CUCK メニューび選ばれます。 

このメニューでは、どんな状況でメト□ノーム 

び発音するかを次の中から選択でさます。 

► 再生中のみ発音 

参 録音中のみ発音 

参/ ► 録音中と再生中に発音 

OFF 常に消音（初期設定） 

4•ジョグダイアルを上下操作して、 "♦/►" 
を選び、ジョグダイアルを内部に}甲し込 
んで< ださい。 

手順3のメニューに戻ります。 

5. ジョグダイアルを上下操作して 
" TEMPO " に力ーソルを合わせ、ジョグ 
ダイアルを内部に押し込んでください。 

メト□ノームのテンポを設定する TEMP 日メ 

ニューび選ばれます。 

6 . ジョグダイアルを上下操作してテンポの 
値 （40.0 〜2曰0.0 BPM ) を設定し、 
ジョグダイアルを内部に巧し込んでくだ 
さい。 

必要ならば、 MENU キーを上 (►/ II ) に押し、メ 

卜□ノームを再生してテンポを確認でさます。 


/• ジョグダイアルを上下操作して 

" LEVEL " に力ーソルを合わせ、ジョグ 
ダイアルを内部に}甲し込んでください。 

メト□ノームの音量レベルを調節する LEVEL メ 
ニューび選ばれます。 

8 . ジョグダイアルを上下操作してレベルの 
値を設定し、ジョグダイアルを内部に}甲 
し込んでください。 

HINT 

その他、必要に応じて前カウントの長さ（初期 
値=日 FF ) や拍子（初期値 =4/4) などの要素ち 
変更できます（一 P 77)。 


ステップ2 : 

最初のトラックの録音 

メト□ノームを聞さなびら、最初のトラックに 
エフェクトをかけて録音します。 

HINT 

最初のトラックに録音するときは、ギターの コー 
ド演奏など、巧の進行が分かりやすい演奏を録 
音するといいでしよう。場合によっては、最初 
のトラックにギターの コー ド演奏とボーカルの 
ガイドメ□ディを録音しておき、他の楽器を重 
ねた後で本番のボーカルに差し督えることち巧 
能です。 


入カソース/録音トラックを選ぶ 

ここでは、4トラックモードで入カソースと録音 
トラックを選ぶ方法を説明します。 

7. 4トラックモードのトップ画面で、 

[ MENU ] キーを下 （INPUT MENU ) に 
巧して < ださい。 

入力の各種設定を行ラ INPUT メニューび表示さ 
れます。 
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クイックガイド 2 4トラックモードの基本操作 


□0:00:00:000 BSTOP 
_ INPUT MENU _ 


巧 巧 


MIC ILEUELI lEFFECTl 


2 . ジョグダイアルを上下操作してカーソル 
を " SOURCE " の項目に合わせ、ジョグ 
ダイアルを}甲し込んでください。 

入カソースを選択でさるようになります。 



4トラックモードでは、次の入カソースび選択で 
さます。 


表示 

入カ ソース 

インプット！ 

インプット 2 

M に 

内蔵ステレオマイク L 

内蔵ステレオマイク R 

INlSi 2 

[ INPUT 1] 端テ 

[ INPUT 2] 端テ 

INI 

[ INPUT 1] 端子 


IN 2 

[ INPUT 2] 端子 


TRACK [1] 〜 [4] キーのうち、希望する 
トラックに対応するキーを繰り返し巧し 
てホく点なさせてください。 


4トラックモードでは 、 TRACK [1] 〜 [4] キーを 
使ってトラック1〜4のステータス（録音/再生 
の状態）を切り替えます。キーを押すたびに次 
の3つのステータスび切り替わります。 


96kHz 


消打 


ホ<点な、緑色に点な 


@を敏 


消音 録音可能 

(ミュート） 

TRACK 川〜 [4] キー 


再生 


例えば TRACK [ 1 ] キーをホく点なさせてトラッ 
ク]を録音可能にすると、画面び次のよラに変化 
します。 


録音先のトラック1トラックに録音されるファイル名 


田0: 


も:00:1^00 


■REC 
■► TRK 1- 日日 ■wau 


-H 日 - 己 H - 旧 - E □ 

miKERI [h-puhehi IEDUHEEI IH-H-eI 


HINT 

• M にまたは INI &2 を選んだときは、 2 系統の信 
号が入力されます。 

-内蔵ステレオマイクは、常に L / R の2チヤンネル 
がセットで選ばれます。 

3. ジョグダイアルを上下操作して、入力 
ソースを選び、ジョグダイアルを押し込 
んで < ださい。 

選択した内容び確定します。 

4. [ MENU ] キーの中央を押して4トラック 
モードのトップ画面に戻ってください。 

氏 録音するトラックを選択するには、 


HINT 

-2種類の楽器を同時に別トラックに録音したい 
ときは、録音先として2本のトラック（トラック 
1/2または 3/4) を選びます（一 P 50)。 

-音源をステレオで録音したいときは、"ステレオ 
リンク"と呼ばれる機能を使って、2本のトラッ 
ク（トラック1/2または 3/4) を連動させた 
ステレオトラックを録音先として選びます（一 
P 已3)。 


入力感度/録音レベルを調節する 

7. 入カソースの入力感度を設定ずるには、 
[MIC GAIN ] スイッチ 、 [INPUT 1 
GAIN ] スイッチ 、 [INPUT 2 GAIN ] ス 
イッチのうち対応するスイッチを操作し 
て< ださい。 


22 


ZOOM H4 




































クイックガイド 2 4トラックモードの基本操作 


内蔵ステレオマイク経由で録音する場合は、 [ M に 
GAIN ] スイッチを使って入力感度を設定します 
(推奨設定は、 P 1 3の表をご参照ください)。 

また、 [ INPUT 1 ]/ [INPUT 2] 端テ経由で録音 
する場合は、それぞれ [ INPUT 1 GAIN]/[INPUT 
2 GAIN ] スイッチを使って入力感度を設定しま 
す。推奨設定は、次の表をご参照ください。 


• [INPUT 1 GAIN]/[INPUT 2 GAIN ] 
スイッチの入力感度 


設定 

用途 

L 

ギターやその他のライン機器を直接接続す 
るとさに利用します。また、バランス 
( XLR ) 端テにコンデンサーマイクなど出力 
の大さいマイクを接続した場合は、オンマ 
イクで使用するとさに使用します。 

M 

オンマイク用の設定です。ボーカルを録音 
するとさや、楽器を間近で録音するとさに 
利用します。 

H 

オフマイク用の設定です。楽器からマイク 
までの距離び遠いとさや、音量のルさな楽 
器を録音したいとさなどに利用します。 


NOTE 

入力感度の設定を誤ると、 H 4 に入力されてデジ 
タル変換する前の時点で信号び歪んでしまいま 
すのでご注意ください。 

4トラツクモードのトツプ画面で、 

[ MENU ] キーを下に巧してください。 

入力の各種設定を行う INPUT メニューび表示さ 
れます。 


□0:00=00:000 BSTOP 
INPUT MENU 



3. ジョグダイアルを上下操作してカーソル 
を " LEVEL " の項目に合わせ、ジョグダ 
イアルを巧し込んでください。 

録音レベルを調節する画面び表示されます。 


力ーソ )レで選択された入カソースの録音レベル 



HINT 

•入力信号のレベルを表すメーターの左には、現 
在の入カソースを示す英数字が表示されます。 
[ INPUT 1 ]/ [INPUT 2] 端子は1と2、内蔵ス 
テレオマイクは L と R で表示されます。 

•この画面が表示されている間は 、 [LINE 
日 UTPUT ] 端子/ [ PH 日 NES ] 端子から入力信号 
をモニターでさます。 

4. 2系統の入カソース （ IN 1&2) を選んだ 
場合は、ジョグダイアルを上下操作して、 
録音レベルを調節したい入カソースに 
カーソルを移動させてください。 

5. ジョグダイアルを巧し込んで、メーター 
に フエーダー アイコンを表示させてくだ 
さい。 

録音レベルの調節び可能になります。フ I ーダー 
アイコンび表示されている間、カーソルは表示 
されません。 



& 器の音を出しなび5、ジョグダイアル 
を上下操作して、録音レベルを調節して 
<ださい。 

録音レベルの設定値は、画面上のメーターで確 
認でさます。最良の音質で録音するには、入力 
信号びメーターの日 ( dB ) 慰 g えない範囲で、な 
るべく高く設定します（設定範囲：日〜] 27) 。 
ただし、録音レベルび高すざると、音び歪んだ 
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クイックガイド 2 4トラックモードの基本操作 


状態で録音されてしまうので、ご注意ください。 


NOTE 

4トラックモードでは、才ートゲイン機能は利用 
でさません。 


エフてクトのパッチ選択画面び表示されます。プ 
□ジェクトび初期状態のとさ、エフェクトは才 
フに設定されています（このとさ、画面下の日 N / 
日 FF ボタンは、オンに切り替えるボタンという 
意はで " ON " と表示されます)。 


/•録音レベルの調節を終えるには、ジョグ 

□0:00=00:000 BSTOP 

ダイアルを}甲し込んでください。 

EFFECT MENU 

録音レベルび確定します。このとさ フてー ダー 

FFFF 广 T flFF 

アイコンの表示びなくなり、力ーソルの表示に 0 N / QFF 7 K 5^^ 


戻ります。 



8 . 2系統の入カソース （ IN 1&2) を選んだ 
場合は、4〜7の手順を繰り返し、もう一 
方の入カソースの録音レベルも調節して 
<ださい。 

9. 4トラックモードのトップ画面に戻るに 
は、 [ MENU ] キーの中央を繰り返し巧し 
て< ださい。 


3. 力ーソルび ON / OFF ボタンの位置にある 
ことを確認し、ジョグダイアルを巧し込 
んで < ださい。 

エフェクトびオンになります(画面下の日 N / 日 FF 
ボタンは、オフに切り替えるボタンという意味 
で " OFF " の表示に変わります）。ディスプレイ 
中央には、現在選択されているパッチ番号/パッ 
チ名び表示されます。 


エフェクトのパッチを選ぶ 

4トラックモードでは、トラックに録音される信 
号を、プ U アンプ系エフェクトと変調系エフェ 
クトで加工でさます。 

4トラックモードでは、エフェクトの各種設定を 
"パッチ’’として保存します。利用可能な目日の 
パッチのラち己日のパッチはあらかじめプ□グラ 
ムされています。ここでは、保をされているパッ 
チを選ぶ方法を説明します。 

NOTE 

初期状態では、4トラックモードのエフェクトは 
オフに設定されています。 

7. 4トラックモードのトップ画面で、 

[ MENU ] キーを下 （INPUT MENU ) に 
巧して< ださい。 

INPUT メニューび表示されます。 

2. 力ーソルを " EFFECT " の項目に合わせ、 
ジョグダイアルを巧し込んでください。 


現在選択されているノ於チ番号/ノむ/チ名 


□0:00=00:000 BSTOP 
EFFECT MENU 

►►00 ： NATURAL COMP 

[□FFI lEDITI IIHPDRT] 


4. 力ーソルをパッチ番号/パッチ名に合わ 
せ、ジヨグダイアルを巧し込んでくださ 
い。 

パッチの変更び可能になります。 


5. ジョグダイアルを上下操作してパッチを 
選び、ジョグダイアルを巧し込んでくだ 
さい。 

音をモニターしなびらパッチを選ぶには、録音 
する予定のトラックに対応する TRACK キーを押 
してホく点なさせ、録音可能な状態にしてくだ 
さい。 
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クイックガイド 2 4トラックモードの基本操作 


HINT 

•4 トラックモードでは、録音可能な (TRACK 
キーがホく点灯した）トラックが！トラックでち 
あれば、入力信号をモニターでさます。 

- H 4 では、ディスプレイにカウンターが表示され 
ていれば、いつでちトラックを録音待機状態に 
したり、録音操作を行ったりできます。ただし、 
録音可能なトラックが！つちない場合、 [ REC ] 
キーを押してち反応しません。 

•パッチ名が" EMPTY " と表示される場合は、空 
のパッチが選ばれています。このパッチを選ん 
でち効果はありません。 

6 . 4トラックモードのトップ画面に戻るに 
は、 [ MENU ] キーの中央を繰り返し巧し 

て < ださい。 

HINT 

•エフェクトのオン/オフを切り曾えたり、エ 
フェクトの設定を変更したりしたときは、録音 
レベルを調節し直すお、要があります卜 P 22)。 

•エフェクトをオフにして録音する場合、録音レ 
ベルを100したとさに、ユニティゲイン（増減 
なし）の信号が録音トラックに送られます。 


録音/再生 

準備びでさたら、最初の楽器をトラックに録音 
してみましよラ。 

7. TRACK [1] 〜 [4] キーのうち、録音した 


いトラックのキーびホく点!打しているこ 
とを確認してください。 

入力信号を [LINE OUTPUT ] 端テや [ PHONES ] 
端テ経由でモニターでさるようになります。 

2 . [ REC ] キーを}甲して点なさせてくださ 
い。 

H 4 び録音待機状態になります。 


HINT 

モニター機能（一 P 已 1) がオンのときは、 H 4 に 
録音可能トラックがなくてち、入力信号をいつ 
でちモニターでさます。 

3 . [ MENU ] キーを上 （ Nil ) に巧してくださ 

い。 

録音び開始されます。 

4. 録音を終了するには、もう 1@[ REC ] 

キーを}甲すか、 [ MENU ] キーを上 ( Ml ) 

に巧してください。 

[ REC ] キーび消灯し、録音び終了します。 

5. [ MENU ] キーを左 （140 に軽く巧して、 
ずぐ放してください。 

カウンターびゼ□の位置に戻ります。 

4トラックモードでは、 [ MENU ] キーを使って下 
図のよラな操作び行えます。 


4トラックモード（上書き録音モード）の [ MENU ] キーの動作 


[ MENU ] キーを上 （ Ml ) に押ず 

レコーダーの録音/再生開始、または停止を行います。 


[ MENU ] キーをち （ W ) に巧ず 

現在位置を1秒ずつ早送りします。 


[ MENU ] キーを下 （INPUT MENU ) に巧ず 

入力関係の設定を行ラ INPUT メニューを呼び 
出します。 

各種設定を行うメインメニューを表示します ^- 

(または、1つ手前の画面に戻ります）。 


[ MENU ] キーを左 （ hM ) に巧し続ける 

現在位置を1秒ずつ巻さ戻します。 

[ MENU ] キーを左 （ hM ) に巧してずぐ放ず 

カウンターをゼ□に戻します。 


[ MENU ] キーの中央を巧ず 
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クイックガイド 2 4トラックモードの基本操作 


反録音内容を聞くには、 [ MENU ] キーを上 
(►/ II )に}甲してください。 

[ REC ] キーび消好した状態で [ MENU ] キーを上 
0/11) に巧すと 、 TRACK [1] 〜 [4] キーのうち緑 
色に点好（再生）、またはホく点好（録音可能） 
しているトラックび再生されます。 

/• 録音した内容に満足した5、4トラック 
モードのトップ画面で TRACK [1] 〜 [4] 
キーのうち、録音したトラックのキーを 
巧して、緑色に点なさせてください。 

該当するトラックび再生状態となり、誤って録 
音するのを防げます。 

また、録音をやり直したいときは、手順2〜6を 
繰り返してください。 


HINT 

H 4 が初期状態のとき、録音をやり直すと前回録 
音したファイルに上書さされます。しかし、必 
要ならば録音操作を行うたびに新しいファイル 
を作成するモードに切り督えることち可能です 
(一 P 40)。 


ステップ3 :重ね録音_ 

メト□ノームと録音済みのトラックを聞きなび 
ら、2番目政降のトラックに楽器やボーカルを重 
ねていさましよラ。 


録音前の準備_ 

7 . 重ね録音する楽器やマイクを H 4 に接続 
し、また、内蔵ステレオマイクを使用す 
る場合は H 4 を適切な位置に設置してく 
ださい（一 P 12)。 

2 . 「ステップ2 :最初のトラックの録音」の 
r 入カソース/録音トラックを選ぶ」（一 
P 21) を参考に、入カソースと録音卜 
ラックを選んでください。 


3. 「ステップ2 :最初のトラックの録音」の 
「入力感度/録音レべルを調節する」 
P 22) を参荀こ、入力感度/録音レベル 
を調節してください。 

4 . 「ステップ2 :最初のトラックの録音」の 
「エフェクトのパッチを選ぶ」卜 P 24) 
を参考に、エフェクトパッチを選んでく 
ださい。 


録音/再生 

準備びできたら、録音済みのトラックを聞きな 
びら、楽器やボーカルを録音してみましょう。 

7 . [ REC ] キーを巧して点打させてくださ 
い。 

H 4 び録音待機状態になります。 

HINT 

録音済みトラックの再生信号とこれから録音す 
る入力信号のバランスを調節したいときは、録 
音済みトラックの音量を増減できます(一 P 已1 ) 。 

2 . [ MENU ] キーを上 ( Ml ) に巧してくださ 
い。 

録音び開始されます。このとさ、前カウントを 
鳴らすことを可能です。前カウントの設定は 
METR 日 NOME メニューで行います（一 P 77)。 

3. 録音を終了するには、もう 1@[ REC ] 

キーを}甲すか、 [ MENU ] キーを上(►/ II ) 
に}甲してください。 

[ REC ] キーび消好し、録音び終了します。 

4 . [ MENU ] キーを左 （140 に軽く巧して、 
ずぐ放してください。 

カウンターびゼ□の位置に戻ります。 

巧•録音内容を聞くには、 [ MENU ] キーを上 
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クイックガイド 2 4トラックモードの基本操作 


各トラックの音量を表すメーターとノ くンを表すアイコン 

4. ジョグダイアルを上下操作して、音量や 
パンを調節したいトラック番号に力ーソ 
ルを合わせ、ジョグダイアルを}甲し込ん 
で < ださい。 

カーソルの表示びなくなり、フてーダーアイコ 
ンび表示されます。 


MIXER MENU 


フエーダー 

アイコン 


5. ジョグダイアルを上下操作して選択した 
トラックの音量を調節してください。 

音量は日〜] 27の範囲で調節でさます。 

[ MENU ] キーを上 （ Ml ) に押し、レコーダーを 
再生しなびら音量を調節することを可能です。 

6. パンを調節するには、もラー度ジョグダ 


4トラックすべてに録音びできたら、トラックご 
とに音量/パン(左ちの位置)を調節して、2ミッ 
クスを作成し、ステレオファイルへの書さ出し 
(バウンス）を行います。 


ミキシング 

録音済みトラックの音量とパンを調節します。 

7. TRACK [1] 〜 [4] キーび緑に点!打してい 
ることを確認してください。 

このとき、メト□ノームは日 FF に設定しておく 
といいでしよラ（一 P 77)。 

2. 4トラックモードのトップ画面でジョグ 
ダイアルを上下操作してカーソルを 
MIXER ボタンに合わせてください。 


(►/II)に巧してください。 

録音済みのトラックびすべて再生されます。 

&録音した内容に満足した5、録音した卜 
ラックに巧応する TRACK [1] 〜 [4] キー 
を}甲して、緑色に点!打させてください。 


HINT 

必要ならば、ミスした部分だけ録音をやり直す 
(パンチイン/アウト）ことも巧能です（一 P 43)。 

同じ要領で、残りのトラックにを楽器やボーカ 
ルを重ね録音してみましよう。 


ステップ4: 

5キシング/バウンス 


□0:00:00:000 BSTOP 
I 1 I TRK 1- 日日.…リ 


-H 日 - 己 H -IE -B □ 

卜 [niKER| m-PUHEH| ieduhee ] 田け马 


MIXER ボタン 

なジョグダイアルを巧し込んでください。 

ミツクス操作を行う MIXER 画面び表示されます。 


トラック番号 


カーソルで 選択された 
トラックの音量とパンの値 



目 S.I.! 

. 1 . 

味。 

手の 

E ]... 


..■の 



■の 





TRHEK1 LEUEL 


) 00 の 


凸曰曰田 
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イアルを巧し込み、ジョグダイアルを上 
下操作してください。 

ジョグダイアルを押し込むと、パンを表すアイ 
コンの左側に、上下の矢印び表示されます。 

MIXER MENU 


パウンス 

2ミックスび完成したら、これをステレオファイ 
ルに書さ出し（バウンス）しましよう。書さ出し 
たステレオファイルは、 US 目経由でパソコンに 
取り込んでオーディオ CD を焼くための素材とし 
て利用でさます。また、ステレオファイルを2卜 
ラックに割り当てて、残りの2トラックに別の楽 
器やボーカルを重ねることを可能です。 


ノじは L 1日日〜 C 〜 R 1日日の範囲で調節できます。 

スパンの値を確定するには、ジョグダイア 
ルを巧し込みます。 

上下の矢印の表示びなくなり、カーソルの表示 

に戻ります。 

& 4〜7の手順を繰り返し、他のトラック 
の音 量 やパンも調節してください。 

9. [MENU] キーを左 （W) に軽く押してす 
ぐ放し、カウンターをゼ□の位置に戻し 
て< ださい。 

1〇•レコーダーを再生し、レベル メー ターで 
出カレベルを5崔認してください。 

信号びレベルメーターの日 d 目まで到達する場合 

は、をう1回各トラックの音量を調節し直してく 

ださい。 

IL レベルの確認び終わった5、 [MENU] 
キーを上 (Ml) に}甲し、レコーターを停 
止させてください。 


7. TRACK [1] 〜 [4] キーび緑に点好してい 
ることを確認してください。 

キーを消なさせた（ミュートした）トラックの 
演奏は、バウンス後のファイルに含まれません 
ので、ご注意ください。 

HINT 

バウンスで作成されるファイルには、各トラッ 
クのパンや音量の設定び反映されます。 

と4トラックモードのトップ画面でジョグ 
ダイアルを上下操作してカーソルを 
BOUNCE ボタンに合わせてください。 


□ 0： 00： 00:000 


■STOP 


] け RK1- 曰曰 . wau 


Q I . I . I . I . I . I . I . I . I 

-HH.-SH ...I.. -IS-b'd 

miKERI [h-puhehi ieduhee] [h-h-e] 


BOUNCE ボタン 

3. ジョグダイアルを巧し込んでください。 

バウンスの操作を行う目日 UNCE 画面び表示され 
ます。 


□0:00=00:000 BSTOP 
_ BOUNCE _ 


►STEREO 


BOUHCE 00 


ザ向す elI 


OK ボタン CANCEL ボタン 


クイックガイド2 4トラックモードの基本操作 


TRHEK1 LEUEL 


B 曰曰口 
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クイックガイド 2 4トラックモードの基本操作 


HINT 

•必要ならば、この画面で書さ出しするファイル 
のフォーマット（モノラル/ステレオ）を切り 
替えたり (初期設定はステレオ）、ファイル名を 
指定したりできます卜 P 4 己)。 

•名前を指定しなかった場合、バウンス後に作成 
されるファイルには、"目日 UNCExx . wav " とい 
う名前が自動的に付けられます（ XX は00〜99 
までの番号が入ります）。 

4•バウンスを実行するには、ジョグダイア 
ルを上下操作してカーソルを 0K ボタン 
に合わせ、ジョグダイアルを}甲し込んで 
<ださい。 

バウンスの実行中は、ディスプレイに "Now 
Processing" と表示されます。 

バウンスで作成されたファイルは、現在のプロ 
ジェクトで録音された他のファイルと同じ 
"PROJxxx" フオ J レダ （XXX 二日日日〜 999) に保 
存されます。 


HINT 

H 4 内部でバウンスの結果を聴きたいときや、さ 
らに音を重ねたいときは、任意の！〜2トラック 
にバウンスで作成されたファイルを割り当てま 
す（一 P 42)。 なお、上記の例のようにステレオ 
ファイルにバウンスした場合は、トラック1/2 
または3/4のステレオリンクを有効にしてステ 
レオトラックに設定する必要がぁります 
P 已3)。 


NOTE 

バウンス実行中に SD カードの容量が足りなくな 
くなった場合、 "Card Full !" と表示され、バウ 
ンスが行えません。ジョグダイアルを巧してウイ 
ンドウを閉じ、不要なファイルを削除してから、 
ちう1回バウンスの操作を行つてください。 
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I 選択中のファイル名 

A - B リピート機能を実行するボタン 
録音/再生レベルを表示するメーター 






ステレオモード 




ここでは、ステレオモードの機能や操作ち法について説明します。 


ステレオモードについて 

ステレオモードとは、内蔵ステレオマイクや 
[ INPUT 1 ]/[INPUT 2] 端子から入力される信 
号をステレオトラックに録音し、ステレオファ 
イルを作成するモードです。録音時のフォーマッ 
卜は WAV と MP 3 び選択可能で、必要に応じて 
サンプ U ングレート/ビットレートを変更でさ 
ます。 


NOTE 

-ステレオモードではステレオ録音/ステレオ再 
生のみが行えます。マルチトラック録音には巧 
応していません。 

•ステレオモードでは、毎回先頭位置から新規 
ファイルに録音されます。既存のファイルに上 
書き録音することはできません。 


ステレオモードに切り替える 

H 4 の動作モードを大さく分けると、ステレオ 
モードと4トラックモードびあります。 H 4 の電 
源を入れると、最後に選ばれていたモードで起 
動します。 

現在選ばれているモードは、フ□ントパネルの 
[ MODE ] インジケーターで確認でさます。イン 
ジケーターび点なしているとさはステレオモー 
ド、消好しているとさは4トラックモードび選ば 
れています。 


ステレオモード 
MODE 


み 

STEREO 


4 TRACK 


4トラックモード 
MODE 

=) 和消口 
■本 

STEREO 
4 TRACK 


次の画面は、ステレオモードのトップ画面です。 


レコーダーの 現在位置を示すカウン ター 


フアンタム電源のオン/オフ 

(オンのとさ、出力されるフアンタム電圧に 
より +48 V /+24 V と表示されます） 


□0: 00： 00：000[Enn]BSTOP 


应 OIlKTE -0 日日 • …リィ 


-レコーダーの 
動作状態 


H 4 をステレオモードに切り替えるには、次のよ 
うに操作します。 

I . レコーダーを 停止させ、トップ画面で 
[ MENU ] キーの中央を巧してください。 

H 4 の各種設定を行ラメインメニューび表示され 
よ g 〇 


□ 0： 00： 00:000 

■STOP 

MENU 


►PROJECT 

A 

1 

FILE 

NODE 

REC MODE 

B 

T 


NOTE 

ステレオモードと4トラックモードでは、メイン 
メニューに表示される項目が異なります。 

2 . ジョグダイアルを上下操作してカーソル 
を " MODE " に合わせ、ジョグダイアル 



30 


ZOOM H4 






















ステレオモード 


を}甲し込んでください。 

モードを選択する MODE SELECT 画面び表示さ 
れます。 


MODE SELECT 


ぶ願目嚴目離居 


3. ステレオモードに切り替えるには、 
ジョグダイアルを上下操作して、カーソ 
J レを "STEREO RECORDER " に合ね 
せ、ジヨグダイアルを}甲し込んでくださ 
し、。 


H4 びステレオモードに切り替わり、 [MODE] イ 
ンジケーターび点好します。 

ディスプレイは自動的にステレオモードのトッ 
プ画面に移行します。 

HINT 

4トラックモードからステレオモードに切り曾 
えると、それまで操作していたプ□ジェクトは 
自動のに保存されます。 


2 . ジョグダイアルを上下操作してカーソル 
を " SOURCE " の項目に合わせ、ジョグ 
ダイアルを}甲し込んでください。 

入カソースを選択でさるようになります。 


I 川 



3. ジョグダイアルを上下操作して、入力 
ソースを 農んでください。 

選択でさる入カソースは次の通りです。 


表示 

入カ ソース 

M に 

内蔵ステレオマイク L/R 

IN1&2 

[INPUT 1]/[INPUT 2] 端子 


4. 入カソースの還択を確定ずるには、ジョ 
グダイアルを}甲し込んでください。 

5. ステレオモードのトップ画面に戻るには、 
[ MENU ] キーの中央を押してください。 


ステレオモードの録音 

ここでは、ステレオモードで録音するときに必 
要な操作について説明します。 


入カ ソースを 選択する 

ステレオトラックに割り当てる入カソースとし 
て [INPUT1]/[INPUT 2] 端テまたは内蔵ステ 
レオマイクからの入力信号を選びます。 

7. ステレオモードのトップ画面で、 

[ MENU ] キーを下 （INPUT MENU ) に 
巧して < ださい。 

入力の各種設定を行う INPUT メニューび表示さ 
れます。 


録音レベルを調節する 

ステレオトラックに送られる信号を適切なレべ 

ルに調節します。 

7. 前項の r 入カソースを選択する」を参考 
に、入カソースを選んでください。 

[INPUT 1]/[INPUT 2] 端テを使用するときは、 

外部マイクなどび接続されていることを確認し 

ます。 

2 , [MIC GAIN ] スイッチ（内蔵ステレオ 
マイクを使用する場合）または [INPUT 
1 GAIN]/[INPUT 2 GAIN ] スイッチ 
([INPUT 1 ]/[INPUT 2] 端子を使用ず 
る場合）を使って、入力感度を設定して 
<ださい。 
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示されます。 


ff 皿 

皿 

L/M/H 

皿 

L/M/H 

1 INPUT1 GAIN 

INPUT2 GAIN 

MIC GAIN 


入力感度はし M、H の3段階び選択でき、レ M 
の順に感度び高くなります。入力感度の設定 
び不適切な場合は、信号び H4 に入力される時点 
で歪んでしまいますので、ご注意ください。 



現在の 
録音レベル 
フエ ーダー 
アイコン 


入カソースを表す英数字 


• [INPUT 1 GAIN ]/[ INPUT 2 GAIN ] 
スイッチの入力感度 


ミ凡み 

设疋 

用途 

L 

ギターやその他のライン機器を直接接続す 
るとさに利用します。また、バランス 
(XLR) 端子にコンデンサーマイクなど出力 
の大さいマイクを接続した場合は、オンマ 
イクで使用するとさに使用します。 

M 

オンマイク用の設定です。ボーカルを録音 
するとさや、楽器を間近で録音するとさに 
利用します。 

H 

オフマイク用の設定です。楽器からマイク 
までの距離び遠いとさや、音量のルさな楽 
器を録音したいとさなどに利用します。 


♦ [ M に GAIN ] スイッチの入力感度 


設定 

用途 

L 

楽器をオンマイクで録音したり、バンドの 
演奏を一発録音したいとさなどに利用しま 
す。 

M 

アコーステ ィッ クギターなど音量のルさい 
楽器を録音するとさに利用します。 

H 

オフマイク用の設定です。主にフィールドレ 
コーディングに利用します。 


3 . ステレオモードのトップ画面で、 

[ MENU ] キーを下 （INPUT MENU ) に 
巧して< ださい。 

入力の各種設定を行ラ INPUT メニューび表示さ 
れます。 

4 . ジョグダイアルを上下操作してカーソル 
を TEVEL " の項目に合わせ、ジョグダ 
イアルを}甲し込んでください。 

録音レベルを調節する INPUT LEVEL 画面び表 


入力信号のレベルを表すメーターの左側に、現 
在選ばれている入カソースを示す英数字び表示 
されます ([ INPUT 1 ]/ [INPUT 2] 端テは]と 
2、内蔵ステレオマイクは L と R で表示されます)。 
また、録音レベルを調節したいトラックにカー 
ソルを合わせ、ジョグダイアルを巧し込めば、メー 
ター部分に フてー ダーアイコンび表示され、録 
音レベルの調節び行えるよラになります。この 
アイコンび表示されている間、カーソルは表示 
されません。 

HINT 

-この画面が表示されている間、入力信号がモニ 
ターで さます。 

-ステレオモードで入カソースとして内蔵ステレ 
オマイクを選んだ場合、2つのインプットの録音 
レベルは常に連動します。 


NOTE 

才ートゲイン機能（一 P33) びオンのときは、手 
動で録音レベルを調節することはでさません(手 
順己〜6の操作が行えません)。 

巧•録音レベルを調節するには、ジョグダイ 
アルを上下操作してください。 

ダイアルの上下操作に従って、録音レベルび変 
化します。 

録音レベルの設定値は、画面ち上で確認でさま 
す。最良の音質で録音するには、入力信号びメー 
夕一の日 (dB) を越えない範囲で、なるべく高 
く設定します感定範囲：日〜127)。録音レべ 
ルび高すざると、音び歪んだ状態で録音されて 
しまラので、ごを意ください。 
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HINT 

•ここで設定する録音レベルは、エフてクト通過 
後の信号レベルに影響します。エフェクトの才 
ン/オフを切り督えたとさや、エフェクトの設 
定を変更したとさは、録音レベルを調節し直す 
必要があります。 

•エフェクトをオフにして録音する場合、録音レ 
ベルを100にしたとさに、ュニティゲイン（増 
減なし）の信号が録音トラックに送られます。 


&録音レベルの調節を終えるには、ジョグ 


ダイアルを}甲し込んでください。 

録音レベルび確定します。このとさ、 フてー ダー 
アイコンび消えてカーソルの表示に戻ります。 


7 . ステレオモードのトップ画面に戻るには、 
[ MENU ] キーの中央を繰り返し押してく 
ださい。 


包入力信号をステレオトラックに送るには、 
[ REC ] キーを巧して点滅させ、レコー 
夕’一を録音 待機が態にしてく ださい。 

入力信号びステレオトラックに送られ、入力信 
号の モニターび 行えるよラになります。 
ディスプレイは次のよラに変化します。 


この録音操作で 

入カレベル作成されるファイル名 


録音待機中の 
表示 I 


□ 0： 00： 00:000 


IIREC 


■ ► STE - 曰曰し way 


> 田 ■ 




録音レベルを自動的に設定する 
(オートゲイン機能) 

ステレオモードでは、最適な録音レベルを自動 
的に設定する"オートゲイン機能’’び利用でさ 
ます。すぐに録音を行いたいとさ便利です。 

7 . 必要に応じてマイクや楽器を接続し、入 


ステレオモード 

カソースと入力感度の設定を行ってくだ 
さい。 

2. ステレオモードのトップ画面で、 

[ MENU ] キーを下 （INPUT MENU ) に 
巧して < ださい。 

入力の各種設定を行う INPUT メニューび表示さ 
れます。 


3. ジョグダイアルを上下操作してカーソル 
を "AUTO GAIN " の項目に合わせ、 

ジョグダイアルを}甲し込んでください。 

オートゲイン機能のオン/オフ切り替えび行え 
るよラになります。 


□0:00:00:000 BSTOP 

INPUT MENU 

■J：i：rj|iii^MTiTJiiiT^1TTiiTBrrn!M 

程各 B け（み 6か"口 

OFF OFF ma 

イ I I 卜 


4 . ジョグダイアルを上下操作して " ON " と 
表示させ、ジョグダイアルを巧し込んで 
<ださい。 

オートゲイン機能びオンになります。 

5 . [ MENU ] キーの中央を}甲して、ステレ 
オモードのトップ画面に戻ってください。 

6 . 才ートゲイン機能を使って録音レベルを 
自動設定するには、 [ REC ] キーを巧して 
点滅させ、レコーダーを録音待機状態に 
して< ださい。 

ディスプレイに "REC LEVEL SCANNING..." と 
表示され、現在選択されている入カソースのレ 
ベルを検出して、最適な録音レベルを設定しま 
す。楽器などを録音するとさは、一度最大音量 
で演奏しておくと、歪ませずに録音び行えます。 
レベルの検出は、もう]回 [REC] キーを巧して録 
音を開始するまで継続して行われます。 
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現在の入カソース自動的に設定された録音レベルの値 

HINT 

録音待機状態のとさに信号の入カレベルをメー 
ターで確認でさます。メーターの左に表示され 
る英数字は、現在の入カソースを表し 、 [INPUT 
1 ]/[INPUT 2] 端子は1と2、内蔵ステレオマイ 
クは L と R で表示されます。 


録音フオーマットを選ぶ 

ステレオモードでは、録音内容を保存するファ 
イルのフオーマットとして、 WAV または MP 3 
び選択でさます。必要に応じてサンプ U ングレー 
卜/ビットレートを変更することを可能です。 

7. レコーターを停止させ、ステレオモード 
のトップ画面で [ MENU ] キーの中央を}甲 
して < ださい。 

ステレオモードのメインメニューび表示されま 
す。 


□ 0 ： 00 ： 00:000 

MENU 

■STOP 

►FILE 

A 

1 

MODE 

■ 

RECORDING FORMAT U 

METRONOME 

T 


をジョグダイアルを上下操作してカーソル 
を "RECORDING FORMAT " に合わ 
せ、ジョグダイアルを}甲し込んでくださ 
い。 

録音フオーマツトを選択する RECORDING 
FORMAT 画面び表示されます。 


□ 0 ： 00 ： 00:000 

■STOP 

RECORDING 

FORMAT 

直 


:. . 

> WflUE 

44.1 

16 


NOTE 

4トラックモードの録音フォーマットは WAV 
(44.1 kHz /1 6 bit ) に固定されています。このた 
め、4トラックモードのメインメニューには 
"RECORDING FORMAT " の項目がありません。 


それぞれのフオーマツトで選択可能なサンプ U 
ングレート/ビットレートは次の通りです。 


FORMAT 

SAMPLE 

BIT 

WAVE 

44.1、 48、 9 巨 kHz 

]6、24 bit 

MP3 

44.1 kHz (固定） 

48、已6、64、 

80、 9 巨、 112. 

]28、160、192、 
224、 2 已6、 

320 kbps 、 V 巨 R 


録音フォーマットとして WAV を選んだ場合は、 
サンプ U ングレート/ビットレートび大さいほ 
ど、高い音質び得られます。ただし、それに比例 
してファイルの容量び大さくなります。 

録音フォーマットとして MP 3 を選んだ場合は、 
ビットレートび大さいほど、高い音質び得られ 
ます。なお、 V 目 R とは " Variable 目け Rate (可 
変ビットレート)"の略で、情報量に応じてビッ 
トレートび変化するち式です。この方式を使え 
ば、なるべく音質を落とさずに、ファイルサイ 
ズを最小限に抑えることび可能です。 

3. 録音 フォーマッ トやサンプリング レー ト 
/ビットレートを設定するには、次のよ 
ラに操作してください。 

① ジョグダイアルを上下操作して、変更したい 
項目に カーソルを 移動させます。 

最初に録音フオーマツトを選んでから、サンプ 
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U ングレート/ビットレートを設定するとい 
いでしよラ。 

③ ジョグダイアルを巧し込みます。 

設定値の変更び行えるよラになります。 


RECORD ] 


FDRHHT 



WflUE 


A 


96kHz 

48kHz 

感 

44.1kHz 

感 

MPJ 

m 


TRACK 川キー 

WAV (96kHz) 

TRACK [2 ] キー 

WAV (48kHz) 

TRACK [3 ] キー 

WAV (44.1 kHz) 

TRACK [4 ] キー 

MP3 (44.1kHz) 


③ ジョグダイアルを上下操作して設定値を変更 
します。 

④ 設定値を確定ずるには、ジョグダイアルを巧 
し込みまず。 


キーを押して点好させると、そのキーに対応す 
るフ オーマツ ト/サンプ IJ ングレートび選ばれ 
た状態で、手順2の画面に移動します。必要に応 
じてビットレートを設定してください。 


HINT 

レコーダーの動作中に設定を変更しようとする 
と "Stop Recorder !" とメッセージが表示され 
ます。この場合は、ジョグダイアルを押し込む 
か [ MENU ] キーの中央を押してウィンドウを閉 
じ、レコーダーを停止させてから操作をやり直 
して< ださい。 

⑥ 必要に応じて ①〜④ を繰り返し、他の項目を 
設定しまず。 

4. ステレオモードのトップ画面に戻るには、 
[ MENU ] キーの中央を繰り返し巧してく 
ださい。 

次に録音するときに、新しいフォーマットで録 
音されます。 

ステレオモードでは 、 TRACK [1] 〜 [4] キーを 
使って録音フォーマットを切り替えることを可 
能です。 

それぞれのキーは、次の録音フオーマットに対 
応しています。 


録音する 

ステレオモードで録音するには、次のように操 
作します。 

7. ステレオモードのトップ画面で 
[ REC ] キーを}甲してください。 

[ REC ] キーび 点滅し、 レコーダーび 録音待機状 
態になります。 

このとさ、画面上のレベルメーターで入力信号 
のレベル（録音レベル）び確認でさます。また、 
[ MENU ] キーの左（140、ち（作〇、上 0/11) の 
いずれかを押すと、録音待機状態び取り消され 
ます。 

HINT 

カウンターが表示されている画面であれば、い 
つでち録音ができます。 

各•録音を開始ずるには、 [ REC ] キーをもう 
1回巧して < ださい。 

必要ならば、メト□ノームを聴きなびら録音す 
ることを可能です（一 P 77)。 


な録音を停止するには、 [ REC ] キーを}甲す 
か、 [ MENU ] キーを上 ( Ml ) に押してく 
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ださい。 

カウンターび先頭に戻ります。この状態で 
[ MENU ] キーを上 （ Nil ) に巧せば、先頭から録音 
結果の再生び始まります。 


モニター 機能を利用する 

ステレオモードで入力信号のレベルをモニター 
するには、レコーダーを録音待機状態に設定す 
るか、録音レベルを調節する INPUT LEVEL 画面 
に入る必要びあります。ただし 、 INPUT メニュ ー 
でモニター機能をオンにすれば、入力信号を常 
にモニターでさるよラになります。 

7. ステレオモードのトップ画面で、 

[ MENU ] キーを下 （INPUT MENU ) に 
巧して< ださい。 

入力の各種設定を行ラ INPUT メニューび表示さ 
れます。 


2. ジョグダイアルを上下操作してカーソル 
を " MONITOR " の項目に合わせ、ジョ 
グダイアルを巧し込んでください。 

モニター機能のオン/オフ切り替えび行えるよ 
ラになります。 

1 EHU _ 


NDHITDR 


诚 


OFF 


3. ジョグダイアルを上下操作して " ON " を 
表示させ、ジョグダイアルを巧し込んで 
<ださい。 

モニター機能びオンになります。 

4. ステレオモードのトップ画面に戻るには、 
[ MENU ] キーの中央を巧してください。 


ステレオモードでの巧生 

ここでは、ステレオモードで録音したファイル 
を再生するとさに必要な操作について説明しま 
す。 


ファイルを選んで再生する 

ステレオモードでは、 ] 回の録音操作につさ]つ 
のステレオファイル （ WAV または MP 3) び作成 
されます。これらのファイルは、 SD カード上の 
" STEREO " というステレオモード専用フオルダ 
にまとめてなをされます。ここでは、なをされ 
たステレオファイルの中から任意のファイルを 
選んで再生するち法を説明します。 


7. ディスプレイにステレオモードのトップ 
画面び表示されていることを確認してく 
ださい。 

ファイルの選択はトップ画面で行ないます。 


現在選択されているファイル名 
□0:00:00:0001 BSTOP 


I file IKTE -0 日日 ■ …リ 



IH-H-El 


HINT 

-ステレオモードで録音されたファイルがないと 
きは、 "NO DATA " と表示されます。 

-ステレオモードで録音されたファイルには、 
" STE - xxx.wav ( mp 3)" という名前が自動のに 
付けられます（ XXX は000〜999までのま号が 
入ります)。 

-ファイル名は変更することち可能です（一 
P 72)。 


2 . ジョグダイアルを上下操作してカーソル 
をファイル名に合わせ、ジョグダイアル 
を巧し込んでください。 

ファイル名び反転表示になり、ファイルの選択 
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び可能になります。 

3. ジョグダイアルを上下操作して、ファイ 
ルを選んでください。 

ステレオモードの専用フオルダ内にあるすベて 
のファイルび順番に表示されます。録音時のよ 
うに、フオーマツトに合わせて H 4 の設定を変え 
る必要はありません。 

4. 選択したファイルを確定するには、ジョ 
グダイアルを巧し込んでください。 


曲中の好きな位置に移動する 
にヶート） 

ここでは、カウンターの任意の位置に移動する 
方法について説明します。 

7. レコーダーび<亭止し、ディスプレイにス 
テレオモードのトツプ画面び表示されて 
いることを5崔認してください。 

□ケート操作はトップ画面でのみ行えます。 


5. 新しく選んだファイルを再生するには、 
[ MENU ] キーを上 ( Ml ) に}甲してくださ 
い。 

手順3で選んだファイルび再生されます。 


6 . 再生を停止するには、もう一度 [ MENU ] 
キーを上 （ Nil ) に巧してください。 


カウンター 


I 田0:00:00:000 BSTOP] 


2 ,ジョグダイアルを上下操作してカーソル 


をカウンターの目的の巧に合わせてくだ 
さい。 

カウンターの数値は、左から時間、分、秒、ミ U 
秒に対応しています。 


HINT 

-ステレオモードでは、 [ MENU ] キーを使って 
ファイルを選ぶこともでさます。 

- [ MENU ] キーをも （ W ) に巧してすぐ放すと、 
次のファイルが選択でさます。カウンターをゼ 
□の位置まで戻してから [ MENU ] キーを左 
(!◄◄) に巧すと、1つ前のファイルが選択できま 
す。 

•ファイルの切り督えは、レコーダーが再生中で 
ち行えます。 


NOTE 

同じフォルタ’内のファイルが表示される順まは、 
録音した順まではなく、ファイル名の先頭文字 
で決まります。ファイル名の先頭文字び次の順 
に表示されます。 

(スぺース）！#$%&■() + ,-. 

0123456789; = ® 

ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVW 
XYZ [] 八 

abcdefahijkimnopqrstuvwxyz {ド 


時間 分 秒 三リ秒 

['□日：日日：日日：日日日 

3. カーソルを移動させた5、ジョグダイア 
ルを巧し込んでください。 

該当する巧の値を変更でさる状態になります。 


NOTE 

ステレオモードでは、現在選択されているファ 
イルの長さよりち後ろに□ケートすることはで 
さません。 

4. ジョグダイアルを上下操作してカウン 
夕一の数値を変更してか5、ジョグダイ 
アルを巧し込んでください。 

数値の変更び確定し、レコーダーび指定した位 
置に移動します。必要ならば、他の巧にカーソ 
ルを移動させて同じよラに操作してください。ま 
た、 [ MENU ] キーを上 （ Ml ) に巧せば、その位置 
から再生び始まります。 
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ステレオモード 


特定節囲を繰り返し再生する 
( A-B U ピート） 

" A - BU ピ ー ドとは、 A ポイントと目ポイントを 
指定して、その範囲を繰り返し再生 （ IJ ピート 
再生）する機能です。特定区間の録音内容を繰 
り返し試聴したいとさに便利です。 

7. ディスプレイにステレオモードのトップ 
画面び表示されていることを確認してく 
ださい。 

A - BU ピートはトップ画面で設定します。 


□0:00:00:000 ■STOP 


I FILE IKTE - 日日日 ■ way 



E 了 eI 

A - B ボタン 


をリピート再生したい節囲の開始位置まで 
□ケートして < ださい。 


3. ジョグダイアルを上下操作してカーソル 
を画面上の A 一 B ボタンに合わせ、ジョ 
グダイアルを巧し込んでください。 

A 一目ボタンび点滅し、その位置び A - 目 U ピート 
の開始位置 （ A ポイント）として設定されます。 


HINT 

ステレオモードでは、 A / 目ポイントの設定は、レ 
コ ータ’一が再生/停止状態のとさに行えます(録 
音中には行えません）。 

4•リピート再生したい節囲の終了位置に □ 
ケートしてか5力ーソルを A 一 B ボタン 
にをわせ、ジョグダイアルを}甲し込んで 
<ださい。 

八^目ボタンび点滅から黒地に白抜さの表示に変 
わり、その位置び U ピート再生の終了位置旧ポ 
イント）として設定されます。 


NOTE 

A / 巨ポイントを設定し直したいとさは 、力ーソ 
ルを A 一 B ボタンに合わせてジヨグダイアルを押 
し込み、ボタンを元の表示に戻してから、ちう 
一回操作してください。 


5. リピート再生を開始するには、 [ MENU ] 
キーを上（►/ II )に巧してください。 

再生び始まります。終了位置（目ポイント）まで 
到達すると、開始位置 （ A ポイント）まで戻って 
再生を続けます。 



NOTE 

-巨ポイントを A ポイントより手前に設定した場 
合は、目一 A 間をリピート再生します。 

- A / B どちらのポイントよりち後ろの位置から再 
生を始めた場合は、リピート再生はせずにその 
まま進みます。 

-ステレオモードでは、録音中には A / 目リピート 
機能が無効になります。 


6 . リピート再生を停止するには、もう一度 
[ MENU ] キーを上 ( Ml ) に巧してくださ 
い。 

レコーダーを停止しても、 A-B U ピートを解除し 
ない限り、何度でを U ピート再生び行えます。 

/• A - BU ピートを解除するには、力ーソ 
ルを AwB ボタンに台わせてか5ジョグ 
ダイアルを}甲し込んでください。 

ボタンび元の表示に戻り、 A - BU ピートび解除さ 
れます。このとき、 A / 目ポイントの設定を失わ 
れます。 
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4 トラックモード 




ここでは、 4 トラックモードの機能や操作ち法について説明します。 


4トラックモードについて 


4トラックモードとは、 H 4 を4トラックのマル 
チトラック レコーダ ーとして使用するためのモー 
ドです。このモードでは、2トラック同時録音/ 
4トラック同時再生び可能です。例えば、ドラム 
マシンやベースなどを使ったバッキングを作成 
しておさ、スタジオでギターやボーカルを重ね 
る、といった使いちびでさます。 

録音したトラックは、個別に音量やパン（左ち 
の定位）を設定して再生したり、 SD カード上に 
ステレオまたはモノラルのファイルとして書さ 
出したりでさます。 

4トラックモードでは、ステレオ録音とモノラル 
録音の両方に対応しています。ただし、ステレ 
才録音を行う場合は、トラック]/2、トラック 
3/4の組み合わせに限られます。このため、4 
トラックのモノラル/ステレオの構成は、次の 
ようになります。 


トラック1 

トラック2 

トラック3 

トラック4 

モノラル 

モノラル 

モノラル 

モノラル 

ステレオ 

モノラル 

モノラル 

モノラル1モノラル 

乂了レオ 

ステレオ 

ステレオ 


NOTE 

• 4トラックモードでは"プ□ジェクト"と呼ばれ 
る単位で楽曲を管理しています（一 P 已4)。 

•4 トラックモードの録音フォーマットは 、 WAV 
(44.1 kHz /16 bit ) に固定されています。 


次の画面は、4トラックモードのトップ画面です。 


レコーダーの 
現在位置を示す 
カウンターー 


フアンタム電源がオンのときに 
+48V/+24V と表示 

I レコーダーの状態 


選択中の 
トラック番号 

1 


□0:00: 15 ： 884[ 


い己 IHRK12-00 . …リィ 

六 H . 

口 . I .. 


(|hihe 日因 - PUH [ 团 [eduhee] [h-h-ei) 


録音/再生レベルを 
表示する メーター 


トラックで選択中の 
ファイル名 


4 トラックモードで各種機能を実行するボタン 


4トラックモードに切り替える 


H 4 で現在選ばれているモードは、フ□ントパネ 
ルの [ MODE ] インジケーターで確認でさます。イ 
ンジケーターび点灯しているとさはステレオモー 
ド、消なしているときは4トラックモードび選ば 
れています。 

H 4 を4トラックモードに切り替えるには、次の 
ように操作します。 

7. レコーダーを 停止させ、トップ画面で 
[ MENU ] キーの中央を巧してください。 

H 4 の各種設定を行うメインメニューび表示され 
ます。 


□ 0 ： 00 ： 00:000 

■STOP 

MEHU 


►FILE 

A 

1 

MODE 

■ 

RECORDING FORMAT U 

METRONOME 

T 


NOTE 

ステレオモードと4トラックモードでは、メイン 
メニューに表示される項目び異なります。 
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4 トラツクモード 


2 . ジョグダイアルを上下操作してカーソル 
を " MODE " に合わせ、ジョグダイアル 
を巧し込んでください。 

モードを選択する MODE SELECT 画面び表示さ 
れます。 


MODE SELECT 


間點目點張驟 


3 . ジョグダイアルを上下操作して 、九ーソ 
ルを "4 TRACK RECORDER " に合わせ 
て< ださい。 

4 . ジョグダイアルを巧し込んでください。 

H 4 び4トラックモードに切り替わり、 [ MODE ] 
インジケーターび消灯します。 

また、自動的に4トラックモードのトップ画面に 
移行します。 


P 43) を利用したいときは、このモードを選び 
ます。 


1回目の録音_ 

ク 

2回目の録き 

2回目の録音内容び上書さされる 

♦ 新規録音モード 

ステレオモードと同じように、録音操作を行う 
たびに新しいファイルを作成するモードです。 
このモードでは、常に曲の先頭から録音び始ま 
ります。録音済みのファイルは、 SD カード上 
で "PR 日 Jxxx " (XXX は 日日 日から999まで）と 
いラプ□ジェクトの専用フォルダにまとめて 
保をされ、後からトラックごとに再生するファ 
イルを選択でさます。 

ボーカル や ギター ソ□のテイクを複数録音し、 
後から聞さ比べて最良のテイクを選ぶような 
とさに便利です。 


録音モードを選ぶ 


ここでは、4トラックモードで選択可能な2種類 
の録音モードについて説明します。 


録音モードとは 

4トラックモードには、基本となる録音の方式 
(録音モード）として"上書さ録音モード"と"新 
規録音モード’’びあります。 

それぞれのち式には、次のような特徴びあります。 

♦ 上書き録音モード（初期設定） 

録音済みのトラックに対して録音を行うとき 
に、前回録音したファイルに上書さするモード 
です。このモードでは、曲の途中から録音を始 
めることを可能です。 

レコーダーを再生しなびらトラックの一部の 
みを録音し直す"パンチイン/アウト"（一 


1回目の 
録音 

2回目の 
録音 


-2回目 

み [ _I 3回目 



2回目のフアイ J レび新し <作成され、 
再生対象となる 


: 回目のファイルは 

: . 1.;再生対象から外れる 

み 

3回目の 

跡白 - 


3回目のファイルび新しく作成 
され、再生対象となる 



再生対象から外されたフアイ J レは、 
後から選択し直して再生可能 
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4 トラツクモード 


録音モードを選択する 

ここでは、録音モードを選択するち法を説明し 
ます。 


HINT 

録音モードの設定はプ□ジエクト単位で保存さ 
れます。 

7. レコーダーび停止していることを確認し、 

4 トラツクモードのトツプ画面で 
[ MENU ] キーの中央を巧してください。 

H 4 の各種設定を行うメインメニューび表示され 
ます。 


□ 0： 00： 00:000 

■STOP 

MENU 


►PROJECT 

A 

1 

FILE 

NODE 

REC MODE 

B 

T 


2 . ジョグダイアルを上下操作してカーソル 
を "REC MODE " に合わせ、ジョグダイ 
アルを巧し込んでください。 

録音モードを選択する REC MODE SELECT 画 
面び表示されます。 


iMmmuHO . 日日日 PRJ 曰曰白 
_ REC MODE - SELECT 


巨 UER URITE ] 


な録音モードを切り替えるには、ジョグダ 
イアルを上下操作して " OVERWRITE " 
(上書き録音モード）または "ALWAYS 
NEW " (新規録音モード）を表示させて 
<ださい。 

表示させた録音モードに切り替わります。 

4. 4 トラックモードのトップ画面に戻る 


には、 [ MENU ] キーの中央を繰り返し巧 
して< ださい。 


録音モードによる操作の違いについて 

4トラックモードの録音操作は、現在選ばれてい 
る録音モードに応じて異なります。 

♦ 上書き録音モードの録音操作 
7. 4 トラックモードのトップ画面で 

TRACK [1] 〜 [4] キーのうち、録音した 
いトラックのキーを繰り返し巧してホく 
点丹させてください。 

録音を開始ずるには、 [ REC ] キーを巧し 
て点!丹させ（録音待機状態にして)、 
[ MENU ] キーを上 ( Ml ) に巧してくださ 
い。 

録音び開始されます。 

HINT 

先に [ MENU ] キーを上 0/11) に押してレコーダー 
の再生を始めてから、 任意の位置で [ REC ] キー 
を巧して録音を開始することち巧能です。マニュ 
アル操作でパンチインしたいとさは、この方法 
が便利です。 

3 . 録音を終了するには、もう 1@[ REC ] 

キーを}甲すか、 [ MENU ] キーを上 ( Ml ) 

に巧してください。 

録音び終了します。 [ REC ] キーを押して終了し 
た場合は、引さ続さ再生び行われます。 

♦ 新規録音モードの録音操作 
7. 4 トラックモードのトップ画面で 

TRACK [1] 〜 [4] キーのうち、録音した 
いトラックのキーを繰り返し押してホく 
点なさせてください。 

を録音を開始するには、 [ REC ] キーを巧し 
て点滅させ（録音待機状態にして)、もう 
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4 トラツクモード 


□ 0： 00： 00:000 


■STOP 


一 OZd け RK 12 -日日 • way 


HINT 

•4 トラックモードで録音されたファイルには、 
" TRKx - yy . wav " ( x はトラック番号、 y は00〜 
99までのま号）という名前が自動的に付けられ 
ます。 

•ステレオリンクびオンに設定された2トラック 


HINT 

-ステレオリンクが有効なトラックは、 "1/2" 、 
"3/4" のように表示されます。この場合、ど 
ちらか一方の TRACK キーを巧すと2トラック 
が選択されます。 

-トラックに何ちファイルが選択されていないと 
きは 、 "NO DATA " と表示されます。 

3. ジョグダイアルを上下操作してカーソル 
をファイル名に合わせ、ジョグダイアル 
を巧し込んでください。 

ファイルの選択び可能になります。 


1回 [ REC ] キーを巧してください。 

[ REC ] キーび点好に変わり、録音び開始されます。 

3. 録音び終わった5 [ REC ] キーを}甲すか、 
[ MENU ] キーを上 ( Ml ) に巧してくださ 
い。 

録音を終了してレコーダーび停止します。 


レコーダー 


ここでは、4トラック モー ドの レコーダーの 操作 
について説明します。 


再生するファイルを選択する 

4トラックモードで録音されたファイルは 、 SD 
カード上でプ□ジェクトごとに保をされていま 
す。必要ならば、新規録音モードで複数のファ 
イルに分けて録音しておき、後からトラックご 
とに再生するファイルを選択でさます。 

ここでは、トラックごとに保をされたファイル 
を割り当てる方法を説明します。 

7. ディスプレイに4トラックモードのトッ 
プ画面を表示させてください。 

ファイルの選択はトップ画面で行ないます。 

現在選択されているトラック番号 

現在選択されているファイル名 


に録音されたステレオファイルの場合は、 X の卜 
ラックま号の位置に "12" または "34" の連 
まが入ります。 

-必要ならば、ステレオモードで録音したファイ 
ル（録音 フォー マットが 44. 1 kHz / 1郎けの 
WAV ファイルに限ります）を、4トラックモー 
ドのプ □ジェクトに取り込み、 トラック1/2ま 
たは3/4に割り当てることち巧能です 
P 74)。 

2. TRACK [1] 〜 [4] キーを巧して、ファイ 
ルを割り当てるトラックを選んでくださ 
い。 

選んだトラック番号びディスプレイに表示され、 
現在そのトラックで選択されているファイル名 
び表示されます。 


HINT 

- TRACK [1] 〜 [4] キーは、オフ（消灯）/再生 
(緑点灯）/録音（ホ点灯）といラトラックのス 
テータスを切り曾えるだけでなく、トラックを 
選択するとさにち使用でさます。 

-選択されていないトラックに対応した TRACK 
[1] 〜 [4] キーを1回押した場合、そのトラック 
が選択されるだけでトラックのステータスは変 
化しません。 

選択されているトラック番号 

選択されているファイル名 


□0:00:00:000 L BSTOP 
3 ^^^K3-00 ■ 
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4 トラツクモード 


4. ジョグダイアルを上下操作して、ファイ 
ルを還択してください。 

モノラルのトラックではモノラルファイルのみ、 
ステレオ U ンクび有効な2本のトラックではス 
テレオファイルのみび選択でさます。 


HINT 

録音したファイルは、同じプ□ジェクト内であ 
れば、録音時のトラックがのトラックでも選 
択でさます。 


NOTE 

複数のトラックで、同じファイルを選択するこ 
とはでさません。 

&選択したファイルを確定するには、ジョ 
グダイアルを巧し込んでください。 

再生するファイルび確定します。 

6 . 手順2〜已を繰り返して、他のトラック 
も同様にファイルを割り当ててくださし、。 

/• TRACK [1] 〜 [4] キーのうち、再生した 
いトラックのキーを繰り返し巧して緑に 
点な（再生）させてください。 

包各トラックに割り当てたファイルを再生 
ずるには、 [ MENU ] キーを上 ( Ml ) に巧 
して< ださい。 

それぞれのトラックで選択したファイルび再生 
されます。 


4トラックモードの□ケート操作と A-B 
U ピート機能 

4トラックモードでは、ステレオモードと同じよ 
うに□ケート操作と A-B IJ ピート機能び利用で 
さます。詳しい操作は P 38 をご参照ください。 

NOTE 

-4トラックモードで上書き録音モードが選ばれ 


ているとさは、再生/停止/録音のいずれの状 
態でも A - BiJ ピート機能を利用できます。 

4トラックモードで新規録音モードが選ばれて 
いるときは、ステレオモードと同様、録音中に 
は A - B リピート機能が利用できません。 


トラックの一部分を録音し直す 
(パンチイン/アウト） 

"パンチイン/アウト’’とは、すでに録音された 
トラックの一部分のみを録音し直す機能です。卜 
ラックを再生から録音に切り替える操作を"パ 
ンチイン’’、録音から再生に切り替える操作を 
"パンチアウト’’と呼びます。 

H 4 では、手動でパンチイン/アウト操作を行う 
"マニュアルパンチイン/アウト"と、あらかじ 
め指定した位置で自動的にパンチイン/アウト 
を行う"オートパンチイン/アウト’’の2種類び 
利用でさます。 


NOTE 

パンチイン/アウトは、上書き録音モードが選 
ばれているとさにのみ行えます。 

♦ マニュアルパンチイン/アウト 

手動でオーディオトラックの一部分のみを録音 
し直します。 

7. トップ画面で TRACK [1] 〜 [4] キーを巧 
して、録音し直したいトラックを選んで 
<ださい。 

ディスプレイに選んだトラック番号び表示され 
ふ ! J 〇 

現在選択されているトラック番号 

現在選択されているファイル名 

：00：00：000 BSTOp] 

い 己 I け RK12-00 .り a リ夺— 


2 . TRACK [1] 〜 [4] キーのうち、手順！で 
還んだトラックに対応するキーを何度か 
巧して、ホく点なさせてください。 
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4 トラツクモード 


入力信号のモニターび巧能になります。録音先 
に指定したトラック番号は、黒地に白抜さの表 
示になります。 


□ 0:00:00:000 —EC 
KDHRK12-00. way 



3. パンチインを行う少し手前の位置まで □ 
ケートし、 [ MENU ] キーを上 ( Ml ) に巧 
してレコーダーを再生して<ださい。 

4. パンチインしたい位置まで進んだ5、 
[ REC ] キーを}甲してください。 

[ REC ] キーび点なし、トラックの録音び始まり 

ます（パンチイン）。 

5. パンチアウトしたい位置まで録音した5、 
もう1回 [ REC ] キーを巧してください。 

[ REC ] キーび消なし、録音から再生に切り替わ 

ります（パンチアウト)。 

6. [ MENU ] キーを上 ( Ml ) に巧してレコー 
夕’一を停止させて ください。 

/• 録音内容を確認するには、パンチインポ 
イントより手前に□ケートし、 [ MENU ] 
キーを上 （ Nil ) に巧してください。 

♦オートパンチイン/アウト 

パンチイン/アウトを行ラ範囲をあらかじめ指 

定しておさ、自動的にパンチイン/アウトを行 

ないます。 

7. トップ画面で TRACK [1] 〜 [4] キーを}甲 
して、録音し直したいトラックを選んで 
<ださい。 

ディスプレイに選んだトラック番号び表示され 


ます。 


□0:00=00:000 BSTOP 
LilLJURK 12-00. way 



[miker] [h-puheh] [eduhee] ir-h-eI 


A - PUNCH ボタン- ' 

2 . TRACK [1] 〜 [4] キーのうち、手順1で 
還んだトラックに対応するキーを何度か 
巧して、ホく点!なさせてください。 

入力信号をモニター可能になります。録音先に 
指定したトラック番号は、黒地に白抜さの表示 
になります。 

3. パンチインしたい位置に□ケートしてく 
ださい。 

4. ジョグダイアルを上下操作してカーソル 
を A - PUNCH ボタンに合わせて、ジョグ 
ダイアルを巧し込んでください。 

A - PUNCH ボタンび点滅し、その位置びオート 
パンチイン/アウトの開始位置（パンチインポ 
イント）として設定されます。 


NOTE 

新規録音モードでは A - PUNCH ボタンがグレー 
表示となり、選択でさません。 

&パンチアウトしたい位置に□ケートしてか 
5力ーソルを A - PUNCH ボタンに合わせ、 
ジョグダイアルを巧し込んでください。 

A - PUNCH ボタンび点滅から黒地に白抜きの表 
示に変わり、その位置びオートパンチイン/ア 
ウトの終了位置（パンチアウトポイント）とし 
て設定されます。 

NOTE 

-パンチイン/アウトポイントを設定し直したい 
ときは、力ーソルを A - PUNCH ボタンに合わせ 
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4 トラツクモード 


てジョグダイアルを巧し込み、ボタンを元の表 
示に戻してから、ちう1回手順3〜已の操作をや 
り直してください。 

パンチアウトポイントをパンチインポイントよ 
り手前に設定した場合は、ァゥト^ィンの間が 
範囲指定されます。 


HINT 

パンチイン/アウトポイントの設定は、レコー 
ダーが再生/停止のいずれの状態でち行えます。 

6 . パンチインを行う少し手前の位置に □ 
ケートして < ださい。 


/• 才ートパンチイン/アウトのリ八ーサル 
を行うには、 [ MENU ] キーを上 （►« に 
巧して < ださい。 

パンチインポイントに到達すると、該当する卜 
ラックびミュートされ、アウトポイントに到達 
するとミュートび解除されます。この間、残り 
のトラックと入力信号をモニターでさますび、実 
際の録音は行われません。 


インポイント アウトポイント 






トラック 

再生 

1ミュート 

i 再生/ 


包オートパンチイン/アウトの本番を行う 
には、 [ REC ] キーを巧して点滅させてか 
5 [ MENU ] キーを上 ( Ml ) に巧してくだ 
さい。 

インポイントに到達すると、自動的に該当する 
トラックの録音び始まります（パンチイン)。ア 
ウトポイントに到達すると、録音び解除されて 
再生に戻ります（パンチアウト)。 


g •再生を止めるには、 [ MENU ] キーを上 
(►/ II )に}甲してください。 

レコーダーび 停止します。 

10•才ートパンチイン/アウトを解除するに 
は、力ーソルを A - PUNCH ボタンに合ね 
せてか5ジョグダイアルを巧し込んでく 
ださい。 

ボタンび元の表示に戻り、オートパンチイン/ 

アウトび解除されます。このとさ、パンチイン 

/パンチアウトポイントの設定を失われます。 

II •録音内容を確認するには、パンチインポ 
イントより手前に□ケートし、 [ MENU ] 
キーを上 （ Nil ) に}甲してください。 


複数のトラックを1つにまとめる 
(バウンス） 

バウンスとは、トラック]〜4をミックスして] 
つのファイル（ステレオまたはモノラルファイ 
ル）に書さ出す操作のことです。例えば、個別に 
録音したボーカル、ギター、バッキングなどを 
ステレオファイルにまとめることび可能です。書 
さ出されたファイルをいずれかのトラックに割 
り当てることで、残りのトラックに別の楽器や 
ボーカルなどを重ねることびでさます。 

バウンスの対象となる範囲は、先頭位置から一 
蚕後方まで録音されたトラックの終了位置まで 
です。曲の一部分のみをバウンス元に選ぶこと 
はでさません。 

次の図は、4トラックをステレオファイルにバウ 
ンスする場合の例です。 


インポイント アウトポイント 


トラック再生 


HINT 

ミュート/録音されている間、 [ REC ] キーが点 
滅から点灯に変わります。 


トラック！ 
トラック2 
トラック3 


トラック4 



バウンス 
り 


已分 


ステレオファイル 
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4 トラツクモード 


7. 4トラックモードのトップ画面で、 

TRACK [1] 〜 [4] キーのうち、バウンス 
元のトラックに対応するキーを繰り返し 
巧して、緑に点なさせてください。 

キーを消好させた（ミュートした）トラックの 
演奏は、バウンス後のファイルに含まれません 
ので、ご注意ください。 


□0:00:00:000 BSTOP 
_ BOUNCE _ 


►STEREO 


BOUHCE00 


JokIJ 


erheel] 


OK ボタン CANCEL ボタン 


2 . [ MENU ] キーを上 ( Ml ) に}甲してレ コー 
夕’一を再生し、 出カレベルを確認しなが 
5、各トラックのパン（ステレオフアイ 
ルに書き出ず場合のみ）や音量を設定し 
て< ださい。 

□ 0:00: 1 己： SS4 ►PLflV 
I い己 IHRK12-00. way 



因 IKERI IH-PUHEHI IEDUHEE] IH-H-eI 

- ^ - 

巨 OUNCE ボタン 

バウンスで作成されるファイルには、各トラッ 
クのパンや音量の設定び反映されます。パンや 
音量を調節するち法については、「4トラックを 
ミックスする（音量/パンの設定)」（一 P 已 1) を 
ご参照ください。 

NOTE 

レベルメーターで信号びクリップする場合は、各 
トラックの音量を下げてください。 

レべ J レの確認び終わつたら [M E N U ] キーを上 ( Ml ) 
に巧し、レコーダーを停止させてください。 

3. ジョグダイアルを上下操作してカーソル 
を BOUNCE ボタンに合わせ、ジョグダ 
イアルを}甲し込んでください。 

バウンスの操作を行う目日 UNCE 画面び表示され 
ます。 


4. バウンス先のファイルのフ オー マット 
(ステレオまたはモノラル）を選ぶには、 
ジョグダイアルを上下操作してカーソル 
を FORMAT の項目に合わせ、ジョグダイ 
アルを巧し込んでください。 

フオーマットの変更び行えるよラになります。 

5. ジョグダイアルを上下操作して 
" STEREO " または " MONO " を選び、 
ジョグダイアルを}甲し込んでください。 

フオーマットび確定します。 

♦ STEREO を選んだ場台 

作成されるステレオファイルに音量だけでな 
くパンの設定び反映されます。 

♦ MONO を選んだ場合 

パンの設定は無視されます。また、音量は最終 
的な出力の L / R チャンネルを足して2で割つ 
たレベルとなります。 

6 . バウンス後に作成されるファイル名を設 
定するには、ジョグダイアルを上下操作 
して力ーソルを " NAME " の項目にをね 
せ、ジョグダイアルを巧し込んでくださ 
い。 

カーソルの表示びな<なり、文字の下に下線び 
表示されます。この状態でファイル名の変更び 
行えるようになります。 
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4 トラツクモード 


HINT 

ここで名前を指定しなかった場合、バウンス後 
に作成されるファイルには、"巨日 UNCExx . wav " 
という名前が自動的に付けられます (XX は00〜 
99までのま号が入ります）。 

下線び表示されたら、次の手順に従って名前を 
変更してください。 

① ジョグダイアルを上下操作して、変更した 
い文字の下に下線を移動させ、ジョグダイ 
アルを}甲し込みます。 

該当する文字び変更でさるようになります。 

② ジョグダイアルを上下操作して文字を変更 
します。 

利用可能な文字の種類は次の通りです。 

〇〜9、 

A 〜 Z 、 a 〜 Z 、 

(スぺース）！#$〇/〇&|〇 +，-.; = @[]八_、{}~ 

③ ジョグダイアルを巧し込んで、選んだ文字 
を確定します。 

④ 必要に応じて①〜③を繰り返し、すべての 
文字を指定します。 

⑥ジョグダイアルを上下操作して、下線を文 
字列のち端（または左端）か5さ5にち 
(または左）に移動させます。 

下線の表示びなくなり、カーソルの表示に戻り 
ます。これで名前の変更び完了します。 

/•バウンスを実行するには、ジョグダイア 
ルを上下操作してカーソルを 0 K ボタン 
に合わせ、ジョグダイアルを巧し込んで 
<ださい。 

バウンスの実行中は、ディスプレイに "Now 
Processing " と表示されます。 

バウンスで作成されたファイルは、現在のプロ 
ジェクトで録音された他のファイルと同じ場所 
に保存されます。バウンスの結果を聴くには、バ 
ウンスしたファイルをトラックに割り当ててく 


ださい（一 P 42)。 


HINT 

OK ボタンの代わりに CANCEL ボタンを使った 
場合は、操作を取り消して4トラックモードの 
トップ画面に戻ります。 

NOTE 

バウンス実行中に SD カードの容量が足りなくな 
くなった場合 、 "Card Full !" と表示され、バウ 
ンスが行えません。ジョグダイアルを押してウイ 
ンドウを閉じ、不要なファイルを削除してから、 
ちう1回バウンス操作を行ってください。 


5キサー 


ここでは、4トラックモードのミキサー機能につ 
いて説明します。 


4トラックモードの S キヴーについて 

4トラック モー ドでは、インプットミキサーと卜 
ラックミキサーといラ2種類のミキサー機能び 
利用でさます。 

インプットミキサーは、内蔵ステレオマイクま 
たは [INPUT ]]/[INPUT 2] 端子から入力され 
る最大2系統の信号をミックスして、あるいは独 
立して レコーダーの トラックに送ります。 



LINE OUTPUT 


[LINE OUTPUT ] 端モ《〇)) 

また、トラックミキサーは、4本のトラックに録 
音された信号の音量やパン/バランスを調節し、 
ステレオにミックスして出力します。 
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4 トラツクモード 


NOTE 

-入力信号にエフェクトをかけて録音することも 
可能です卜 P 62)。 

-奇数ま号/偶数番号の順に並んだ2トラック（卜 
ラック1/2、トラック 3/4) のステレオリン 
クを有効にすれば、各種パラメーターが連動す 
るステレオトラックとして利用でさます（一 
P 已3)。 


入カ ソースを 選択する 


ここでは、インプットミキサーに割り当てる2系 
統の入カソースの選択ち法を説明します。入力 
ソースとしては、内蔵ステレオマイクの L / R 、 
または [INPUT 1 ]/[INPUT 2] 端テからの入力 
信号び選択でさます。ここで選択した入カソー 
スび、レコーダーのトラックに送られます。 

7. 4トラックモードのトップ画面で、 

[ MENU ] キーを下に}甲してください。 

入力の各種設定を行ラ INPUT メニューび表示さ 
れます。 



2 . ジョグダイアルを上下操作してカーソル 
を " SOURCE " の項目に合わせ、ジョグ 
ダイアルを}甲し込んでください。 

入カソースを選択でさるようになります。 



3. ジョグダイアルを上下操作して、入力 
ソースを 選んでください。 

選択でさる入カソースは次の通りです。 


表示 

入カ ソース 

インプット！ 

インプット 2 

M に 

内蔵ステレオマイク L 

内蔵ステレオマイク R 

IN 1&2 

[ INPUT 1] 端子 

[ INPUTS ? 

IN 1 

[ INPUT 1] 端子 


IN 2 

[ INPUT 2] 端テ 


HINT 

- M にまたは IN 1&2 を選んだとさは、インプット 
三キサーに2系統の信号が立ち上がります。 

-内蔵ステレオマイクは、常に L / R の2チヤンネル 
をセットで使用します。例えば、内蔵ステレオ 
マイクの L チヤンネルと [ INPUT 2] 端子といった 
組み合わせは選べません。 

4. 入カソースの還択を確定ずるには、ジョ 
グダイアルを巧し込んでください。 

5. 4トラックモードのトップ画面に戻るに 
は、 [ MENU ] キーの中央を巧してくださ 
し、。 


録音レベルを調節する 

ここでは、インプットミキサーに入力された信 
号の録音レベルを調節するち法について説明し 
ます。 

7. 前項の「入カソースを選択する」を参考 
に、入カソースを還んでください。 

[INPUT 1]/[ INPUT 2] 端子を使用するときは、 
楽器や外部マイクなどび接続されていることを 
確認します。 

2. 入カソースの入力感度を設定するには、 
[MIC GAIN ] スイッチ 、 [INPUT 1 
GAIN ] スイッチ 、 [INPUT 2 GAIN ] ス 
イッチのうち対応するスイッチを操作し 
て< ださい。 

入力感度はし M 、 H の3段階び選択でさ、レ M 
^りの順に感度び高くなります。入力感度の推奨 
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フエーダー 

アイコン 


4トラックモード 

い入カソースにカーソルを移動させてく 
ださい。 

6 . ジョグダイアルを巧し込んで、メーター 
に フエーダー アイコンを表示させてくだ 
さい。 

録音レベルの調節び可能になります。 フてー ダー 
アイコンび表示されている間、カーソルは表示 
されません。 


ス録音レベルを調節ずるには、ジョグダイ 
アルを上下操作してください。 

録音レベルの設定値は、画面上で確認でさます。 
最良の音質で録音するには、入力信号びメーター 
の日 ( dB ) を越えない範囲で、なるべく高く設 
定します（設定範囲：日〜] 27)。録音レベルび 
高すざると、音び歪んだ状態で録音されてしま 
ラので、ご注意ください。 


HINT 

•ここで設定する録音レベルは、エフェクト通過 
後の信号に影響します。エフェクトのオン/才 
フを切り曾えたり、エフェクトの設定を変更し 
たりしたとさは、録音レベルを調節し直す必要 
があります。 

•エフェクトをオフにして録音する場合、録音レ 
ベルを100したとさに、ユニティゲイン（増減 
なし）の信号が録音トラックに送られます。こ 
の状態で、レベルメーターがクリップするとき 
は、入カソースの感度を設定し直してください。 

包録音レベルの調節を終えるには、ジョグ 

ダイアルを巧し込んでください。 

録音レベルび確定します。このとさフ I ーダー 
アイコンの表示びなくなり、カーソルの表示に 
戻ります。 

IN ]&2を選んだ場合は、曰〜8の手順を繰り返 
し、を ラーち の入カソースの録音レベルを調節 
して < ださい。 


設定については P 32 の表をご参照ください。 

NOTE ■ 

入力感度の設定を誤ると、 H 4 に入力されてデジ 
タル変換する前の時点で信号が歪んでしまいま 
すのでご注意ください。 

な4トラックモードのトップ画面で、 

[ MENU ] キーを下に巧してください。 

入力の各種設定を行う INPUT メニューび表示さ 
れます。 


□0:00:00:000 BSTOP 
川 PUT MENU 



4. ジョグダイアルを上下操作してカーソル 
を " LEVEL " の項目に合わせ、ジョグタ’ 
イアルを巧し込んでください。 

録音レベルを調節する画面び表示されます。 


カーソルで 選択中の カーソルで 選択され た 

入カ ソース 入カ ソースの 録音レベル 



HINT 

•入力のレベルを表すメーターの左には、現在の 
入カソースを示す英数字が表示されます。 
[ INPUT 1 ]/ [INPUT 2] 端子は1と2、内蔵ス 
テレオマイクは L と R で表示されます。 

•この画面が表示されている間は 、 [LINE 
日 UTPUT ] 端子/ [ PH 日 NES ] 端子から入力信号 
をモニターでさます。 

5. INI &2を選んだ場合は、ジョグダイアル 
を上下操作して、録音レベルを調節した 


■him 

□曰- 
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9. 4トラックモードのトップ画面に戻るに 
は、 [ MENU ] キーの中央を繰り返し巧し 
て< ださい。 


♦ 入カソースが2系統の場合 

インプット1/2の信号びミックスされて目的 
のトラックに送られます。 


録音トラックを選ぶ 


入カ ソー ス:モノラル ド- - , レコーダ~ 

[ インツット I- \-\ トフツク 


録音レベルの調節び終わったら、録音するトラッ 
クを選びます。入カソースび]系統か2系統か、 
また選択されたトラックび]本か2本かに応じ 
て、信号の処理ち法び変わります。 


入カソース:ステレオ 



インプットミキヴー 


7. レコーダーび停止していることを確認し、 

4トラックモードのトップ画面を表示さ 
せて < ださい。 

2 . 1トラックのみを録音先に設定する場合 
は 、 TRACK [1] 〜 [4] キーのうち、希望 
するトラックに対応するキーを繰り返し 
巧してホく点なさせてください。 

そのモノラルトラックびトップ画面に呼び出さ 
れます。録音先に選択したトラック番号は、黒 
地に白抜さの表示になります。 


3. 2本のトラック（モノラルトラック X 2、 
またはステレオトラック）を録音先に設 
定する場合は 、 TRACK [1] 〜 [4] キーを 
次のように操作してください。 

♦ モノラルトラック X 2を選ぶ場合 

TRACK 川/ [2] キーのどちらか一瓦または 
TRACK [3]/[4]キーのどちらか一方を繰り 
返し巧してホく点好させ、そのキーを押し続け 
たまま、をう一方の TRACK キーをホく点なさ 
せます。 


トラック番号 


□0:00=00:000 BSTOP 

今日 

DATA 





-HH 

- 己 H - 旧 - E □ 

[hihe^ mmm 

i [eduheei IR-H-eI 


NOTE 

ステレオリンクがオンに設定された2トラック 
のラち片方を選んだ場合、ちラー方ち連動して 
録音先として選択されますので、ご注意くださ 
し、。この場合は、ステレオリンクをオフにしな 
ければ、1トラックのみを選択することはできま 
せん。 


♦入カソースわ n 系統の場合 

その信号び目的のトラックに送られます。 


ディスプレイには、2回目に押した [ TRACK ] キー 
のトラック番号び表示されます （1 回目に押した 
[ TRACK ] キーをを ラ] 回押すと、を ラーち の卜 
ラック番号の表示に変わります)。 


トラックま号 


□0:00:00:000 BSTOP 
-► — … n DATA 

Q 

田 


- 己 H - 旧 - B □ 

[Hi^ IE 叫 H[E| [h^ 


HINT 

録音先として 2 本のモノラルトラックを選ぶ場 
合、トラック1/2または3/4の組み合わせの 
みが利用でさます。 
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参ステレオリンクび有効な2トラックを選ぶ 
場合 

ステレオ U ンクび有効な2トラックでは、 
TRACK キーび連動します 。 TRACK [1]/[2] 
キーのどちらか一ち、または TRACK [3]/[4] 
キーのどちらか一方を繰り返し押してホく点 
好させると、をう一方をホく点好して2トラッ 
クび録音先として選択されます。 

ディスプレイには、 ] /2または3/4のトラツ 
ク番号び表示されます。 


□0:00=00:000 BSTOP 

mn 

I^HO DATA 





-HH 

-己 H -1 己 - E □ 

IMIKERI 

mmm に 叫 h[ei [h4?fi 


どちらの場合でを入カソースのモノラル/ステ 
レオに応じて、信号の流れび次のように変化し 

よ9 〇 

♦ 入カソースわ n 系統の場合 

両方のトラックに同じ信号び送られます。 

入カソース:モノラル 

〔インプット I - - 


モニター機能を利用する 

4トラックモードで入力信号をモニターするに 
は 、 TRACK [1] 〜 [4] キーのいずれかをホく点 
なさせて録音先のトラックを設定するか、録音 
レベルを調節する画面に入る必要びあります。た 
だし 、 INPUT メニューでモニター機能をオンに 
すれば、入力信号を常にモニターでさるよラに 
なります。 

モニター機能をオンにするには、次のように操 
作してください。 

7 . 4トラックモードのトップ画面で、 

[ MENU ] キーを下に}甲してください。 

入力の各種設定を行ラ INPUT メニューび表示さ 
れます。 

2 . ジョグダイアルを上下操作してカーソル 
を " MONITOR " の項目に合わせ、ジョ 
グダイアルを}甲し込んでください。 

モニター機能のオン/オフ切り替えび行えるよ 
ラになります。 

3 . ジョグダイアルを上下操作して " ON " を 
表示させ、ジョグダイアルを巧し込んで 
<ださい。 

モニター機能びオンになります。 


——^レコーダー ーー^ 

a トラッタ1または3 1 
トラック2または4 


♦ 入カソースび2系統の場合 

インプット]の信号び奇数番号トラック、イン 
プット2の信号び偶数番号トラックに送られま 
す。 


4 . 4トラックモードのトップ画面に戻るに 
は、 [ MENU ] キーの中央を繰り返し巧し 
て < ださい。 


入カソース:スァレオ f レコ—ダー\ 


〔インプット1卜 

〔インプット2卜 


トラック1または3 
トラック2または4 


HINT 

2本のトラックをステレオトラックとして利用 
するには、ステレオリンクを有効にします（一 
P 已3)。ステレオトラックに録音した場合は、ス 
テレオファイルが作成されます。 


4トラックを S ックスする 
(音量/パンの設定） 

4トラックモードで再生するときは、トラックご 
との音量とパン（音の定位）を設定でさます。特 
にバウンスを行うとさは、4トラック間のミック 
スバランスやパンを適切に設定しておく必要び 
あります。 
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5 . 音量を調節するには、ジョグダイアルを 
上下操作してください。 

音量は日〜127の範囲で調節でさます。 

6 . パン/バランスを調節ずるには、もラー 
度ジョグダイアルを巧し込み、ジョグダ 
イアルを上下操作してください。 

ジョグダイアルを押し込むと、パン/バランス 
を表すアイコンの左側に、上下の矢印び表示さ 
れます。 



パン/バランスは L 1 日日〜 C 〜 R 1 日日の範囲で調 
節でさます。パンの値を変更すると、それに対 
応してアイコンの表示を変化します。 

7 . パン/バランスの値を確定するには、 

ジョグダイアルを}甲し込みます。 

上下の矢印の表示びなくなり、カーソルの表示 
に戻ります。 

狂3〜7の手順を繰り返し、他のトラック 
の音量やパンも調節してください。 

9 . 4トラックモードのトップ画面に戻るに 
は、 [ MENU ] キーの中央を繰り返し}甲し 
て< ださい。 

[ MENU ] キーを 上 ( Ml ) に巧してレ コー 
夕’ 一を 再生し、 レベル メーターで 出カレ 
ベルを5崔認してください。 


ンび表示されます。 


4トラックモードのトップ画面で、 
TRACK [1] 〜 [4] キーのうち、再生した 
いトラックに対応するキーを繰り返し巧 
して緑に点!打させてください。 


出カレベル 
MIXER ボタン 


2. ジョグダイアルを上下操作してカーソル 
を MIXER ボタンに合わせ、ジョグダイア 
ルを巧し込んでください。 

ミックス操作を行う MIXER 画面び表示されます。 


カーソルで選択された 
トラック番号 トラックの音量とノじの値 




各トラックの音量を表すメーターとノ ':ンを表すアイコン 

3 . ジョグダイアルを上下操作して、音量や 
パンを調節したいトラック番号にカーソ 
ルを合わせてください。 


HINT 

-ステレオリンクを有効にしたトラックどうしで 
は、カーソルがトラック番号（1/2、または3 
/4)の間に移動します。これらの2トラックは、 
音量の操作が連動します。 

-ステレオリンクを有効にしたトラックどうしで 
は、パンはバランス（トラック同±の音量バラ 
ンス）として動作します。 

4 . ジョグダイアルを}甲し込んでください。 

カーソルの表示びなくなり、フ I ーダーアイコ 


□ 0:00： 1己： SS 4 ►P し AV 

I い己 IHRK 12-00. way 


►ppv 


田 0=E 


0：1 己：田 34 




日曰曰口 


日 
■ W 

I 旺 
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4 トラツクモード 


信号びク U ップする場合は、をう]回ミックスを 
やり直してください。 

II •再生を停止させるには、 [ MENU ] キーを 
上 （ Nil ) に巧してください。 


2本のトラックを連動させる 
(ステレオリンク） 

"ステレオ U ンク"とは、奇数番号/偶数番号の 
順に並ぶ2トラック（トラック1/2または卜 
ラック 3/4) の操作を連動させ、ステレオトラッ 
クとして利用する機能です。ここでは、ステレ 
才 U ンクを有効にする方法を説明します。 


NOTE 

H4 のレコーダーは、モノラルトラックではモノ 
ラルファイルのみ、ステレオトラックではステ 
レオファイルのみが再生でさます。このため、ス 
テレオリンクの有効/無効を切り督えると、そ 
れまでそのトラックで選択されていたファイル 
が再生でさなくなり、ファイルを選択していな 
し、 "NO DATA" の状態になります。 

7 . レコーダーび停止していることを確認し、 

4トラックモードのトツプ画面で 
[ MENU ] キーの中央を}甲してください。 

H4 の各種設定を行うメインメニューび表示され 
ます。 


□ 0 ： 00 ： 00:000 

■STOP 

MENU 


►PROJECT 

A 

1 

FILE 

NODE 

REC MODE 

B 

T 


2 . ジョグダイアルを上下操作してカーソル 
を "STEREO LINK " に合わせ、ジョグ 
ダイアルを押し込んでください。 

ステレオ U ンクの設定を行う STEREO LINK 画 
面び表示されます。 


□0=00:00:000 BSTOP 
STEREO LINK 



► OH OFF 


3. ジョグダイアルを上下操作して、カーソ 
ルを1/2 (トラック1/2)または3/4 
(トラック3/ 4) の項目に台わせ、ジョ 
グダイアルを}甲し込んでください。 

ステレオ U ンクの有効/無効を切り替えられる 
ようになります。 

4 . ステレオリンクを有効にずるには、ジョ 
グダイアルを上下操作して " ON " を表示 
させ、ジョグダイアルを}甲し込んでくだ 
さい。 

手順 3 で選んだトラックどラしのステレオ U ン 
クび有効になります。 

例えば、]/2のステレオ U ンクを有効にした場 
合は、2本のトラックはトラック]びしトラッ 
ク2び R のステレオトラックになります。 

ステレオ U ンクを有効にした 2 トラックは、次の 
ように動作します。 

-トラックの音量が連動します。 

-パンは、左ちのトラックの音量バランスと 
して動作します。 

- TRACK [1]/[2]キー(または[3]/[4] 
キー）の動作が連動します。 

NOTE 

レコーダー動作中に設定を変更しようとする 
と "Stop Recorder!" とポップアップウインド 
ウが表示されます。ジョグダイアルを押すか 
[MENU] キーの中央を押してウインドウを閉じ、 
レコーダーを停止させてから操作してください。 

5 . 4トラックモードのトップ画面に戻るに 
は、 [ MENU ] キーの中央を繰り返し押し 
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4 トラツクモード 


て< ださい。 


プロジェクト 


ここでは、プ□ジェクトの操作について説明し 
ます。 


プ□ジェクトについて 

H 4 の4トラックモードでは、作成した楽曲を"プ 
□ジェクト"という単位で管理します。プ□ジェ 
クトを読み込めば、楽曲び保存されたとさの状 
態を再現でさます。 

1つのプ□ジェクトには、次のような情報び含ま 
れます。 


[ MENU ] キーの中央を巧してください。 

H 4 の各種設定を行うメインメニューび表示され 
ます。 


□ 0： 00： 00:000 

■STOP 

MENU 


►PROJECT 

A 

1 

FILE 

NODE 

REC MODE 

B 

T 


2 . ジョグダイアルを上下操作してカーソル 
を " PROJECT " に合わせ、ジョグダイ 
アルを}甲し込んでください。 

プ□ジェクトの操作項目を選ぶ P R 日 J EC T メ 
ニューび表示されます。 


-そのプ□ジェクトで録音されたすベての 
ファイル 

-録音モードの設定 
-入カソースや録音レベルの設定 
-内蔵トラックミキサーのミックス設定 
-エフェクトで選ばれているパッチ番号と 
パッチの内容 
-プ□テクトの設定 
• チューナーの設定 
-その他の設定データ 

NOTE 

•プ□ジェクトは4トラックモードのみで扱う単 
位です。ステレオモードでプ□ジェクトを操作 
することはでさません。 

-操作でさるプ□ジェクトは、現在読み込まれて 
いるちのに限られます。複数のプ□ジェクトを 
同時に操作することはでさません。 


プ□ジェクトの基本操作 

プ□ジェクトの各種操作は、ある程度共通化さ 
れています。その基本操作は次の通りです。 

7 . レコーダーび停止していることを確認し、 

4トラックモードのトップ画面で 


iMmmuHO . 日日日 PRJ 曰曰白 
PROJECT MENU 


►HEW PROJECT 
SELECT 
RENAME 
COPV 


HINT 

PR 日 JECT メニューを表示すると、現在操作し 
ているプ□ジェクトが保存されます。 

3. ジョグダイアルを上下操作して、次の中 
か5目的の項目にカーソルを台わせてく 
ださい。 

• NEW PROJECT 

新規プ□ジェクトを作成します。 

♦ SELECT 

SD カードに保をされている任意のプ□ジェク 
卜を読み込みます。 

♦ RENAME 

任意のプ□ジェクトの名前を変更します。 

• COPY 

現在選択しているプ□ジェクトの複製を SD 
カード上に作ります。 


54 


ZOOM H4 
















4 トラツクモード 


参 DELETE 

SD カード上から任意のプ□ジェクトを削除し 
ます。 

• PROTECT 

現在操作しているプ□ジェクトにライトプ □ 
テクト（書さ換え保護）をかけます。 

4 . ジョグダイアルを}甲し込んで、目的の機 
能を選択してください。 

詳しい操作ち法については、似下の各項目の説 
明をご参照ください。 

5 . 4トラックモードのトップ画面に戻るに 
は、 [ MENU ] キーの中央を繰り返し巧し 
て < ださい。 


新規プ□ジェクトを作成する 

SD カード上に新しいプ□ジェクトを作成します。 

7 . 「プ□ジェクトの基本操作」の手順1〜3 
を参考に、力ーソルを "NEW 
PROJECT " に合わせ、ジョグダイアル 
を}甲し込んでください。 

作成されるプ□ジェクトの名前び表示されます。 


QMQSMO . 000 PRJ 000 
HEW PROJECT 

- ► ► PRJ 001 

啞 [CHHCELI 

作成される 1 T 

プ□ジェクトの名前 OK ボタン CANCEL ボタン 

新規に作成されるプ□ジェクトには、未使用の 
プ□ジェクト番号の中で最を小さい番号び自動 
的に付けられます。また、初期状態では " PRJxxx " 
(XXX にはプ□ジェクト番号び入ります）という 
名前び付けられます。 

プ□ジェクト名を変更するには、ジョグ 
ダイアルを上下操作してカーソルをプロ 


ジェクト名に台わせ、ジョグダイアルを 
巧し込んでください。 

カーソルの表示びな<なり、文字の下に下線び 
表示されます。この状態でプ□ジェクト名の変 
要び行えるようになります。 

利用可能な文字の種類は次の通りです（フアイ 
ル名に使用でさる文字とは若干異なりますので、 
ごを意ください)。 

〇〜9、 

A 〜 Z 、 a 〜 Z 、 

(スぺース）！"#$〇/〇&，〇* +，-. /:;<> = ?◎ 

下線び表示されたら、名前を変更してください 
(操作手順は一 P 47)。 

3 . 新規プ□ジェクトの作成を実行ずるには、 
ジョグダイアルを上下操作してカーソル 
を OK ボタンに合わせ、ジョグダイアルを 
巧し込んでください。 

作成したプ□ジェクトび自動的に読み込まれ、4 
トラックモードのトップ画面び表示されます。 
0 K ボタンの代わりに CANCEL ボタンを使った 
場合は、操作を取り消して PROJECT メニュ ー 
に戻ります。 


プ□ジェクトを選択する 

SD カードに保をされているプ□ジェクトの中か 
ら、1つを選んで読み込みます。 


HINT 

電源をオンにして4トラックモードで起動した 
場合は、最後に操作していたプ□ジェクトが自 
動的に読み込まれます。 

7 . 「プ□ジェクトの基本操作」の手順1〜3 
を参考にして、力ーソルを "SEI_ECr 
に合わせ、ジョグダイアルを巧し込んで 
<ださい。 
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読み込み元となるプ□ジてクトの名前と番号の 
U ストび表示されます。 

プ□ジェクト番号 プ□ジェクト名 


1" …… Kiri - 000 

PRJ 000 ' 

PROJECT 

SELECT 

> ► HO . 000 

PRJ 000 和 

HO . 001 

PRJ 001 

HO . 002 

MV MUSK 


をジョグダイアルを上下操作して、読み込 
みたいプ□ジ ェク トに カーソルを 合わせ 
て< ださい。 

3 . プ□ジェクトを読み込むには、ジョグダ 
イアルを}甲し込んでください。 

選択したプ〇ジェクトび読み込まれ、 4 トラック 
モードのトップ画面び表示されます。 

なお、ジョグダイアルを押し込む代わりに 
[MENU] キーの中央を巧せば、操作を中止して 1 
つずつ前の手順に戻せます。 


プ□ジェクト名を変更する 

プ□ジェクトを選択して名前を変更します。 

7 . 「プ□ジェクトの基本操作」の手順1〜3 
を参考にして、力ーソルを " RENAME " 

に合わせ、ジョグダイアルを}甲し込んで 
<ださい。 

名前を変更するプ□ジェクトを選ぶ画面び表示 
されます。ここでは、プ□ジェクトの名前と番 
号び U スト表示されます。 

プ□ジェクト番号 プ□ジェクト名 



PRJ 000 

1" …… hjn _ 曰曰曰 

一 PROJECT 

RENAME _ 


>► HO . 000 

PRJ 日日日ィー 

HO . 001 

PRJ 001 

HO . 002 

NV MUSIC 


2 . ジョグダイアルを上下操作して名前を変 
要したいプ□ジェクトに カーソルを 合わ 
せ、ジョグダイアルを巧し込んでくださ 
い。 

選択したプ□ジェクトの名前び表示されます。 

選択したプ□ジェクトの名前 
日■日日日 PRJ 000 
PROJECT RENAME 

► PRJ 001 < - 

I 叫 ierheel] 

- r-^ - 

OK ボタン CANCEL ボタン 

3. ジョグダイアルを上下操作してカーソル 
をプ□ジェクト名に合わせ、ジョグダイ 
アルを}甲し込んでください。 

カーソルの表示びな<なり、文字の下に下線び 
表示されます。この状態でプ□ジェクト名の変 
要び行えるようになります。 

下線び表示されたら、名前を変更してください 
(操作手順は一 P 47)。 

利用可能な文字の種類は、 P 日曰をご参照くださ 
い（ファイル名に使用でさる文字とは若干異な 
りますので、ご注意ください)。 


4 . プ□ジェクト名の変更を確定ずるには、 

ジョグダイアルを上下操作してカーソル 
を 0 K ボタンに合わせ、ジョグダイアルを 
巧し込んでください。 

変更したプ□ジェクト名び反映された状態で、手 
順]の画面に戻ります。 

日 K ボタンの代わりに CANCEL ボタンを使った 
場合は、操作を取り消して PR 日 JECT メニュー 
に戻ります。 

5 . PROJECT メニューに戻るには、 

[ MENU ] キーの中央を繰り返し巧してく 
ださい。 
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4 トラツクモード 


プ□ジェクトを複製する 

現在選択しているプ□ジェクトの内容を空いて 
いるプ□ジェクト番号に複製（コピー）します。 


7 . 「プ□ジェクトの基本操作」の手順1〜3 
を参考にして、力ーソルを " COPY " に 
合わせ、ジョグダイアルを巧し込んでく 
ださい。 

コピー先となるプ□ジェクトの名前と番号び表 
示されます。 


プ□ジェクト番号 


プ□ジェクト名 


日 ■ 日日日 PRJ000 
PROJECT COPV 

■^HO.001 PRJ000 
\M l[HH[EL| 


2 . ジョグダイアルを上下操作してプ□ジェ 
クト番号にカーソルを合わせ、ジョグダ 
イアルを巧し込んでください。 

この状態で、コピー先のプ□ジ I クト番号び選 
ベるようになります。 


要び行えるようになります。 

下線び表示されたら、名前を変更してください 
(操作手順は一 P 47)。 

利用可能な文字の種類は、 P 已已をご参照くださ 
い（ファイル名に使用でさる文字とは若干異な 
りますので、ご注意ください)。 

5 . コピーを実行するには、ジョグダイアル 
を上下操作してカーソルを 0 K ボタンに 
台わせ、ジョグダイアルを巧し込んでく 
ださい。 

コピーしたプ□ジェクトび自動的に読み込まれ、 
4トラックモードのトップ画面び表示されます。 
0 K ボタンの代わりに CANCEL ボタンを使った 
場合は、操作を取り消して PROJECT メニュ ー 
に戻ります。 


プ□ジェクトを削除する 


SD カードにイ呆をされている任意のプ□ジェクト 
を削除します。 


NOTE 

削除されたプ □ ジェクトは復活でさません。こ 
の操作は慎重に行ってください。 


3. ジョグダイアルを上下操作してコピー巧 
のプ□ジェクト番号を選び、ジョグダイ 
アルを巧し込んでください。 

コピー先のプ□ジてクト番号び確定します。 


NOTE 

コピー先として選択でさるのは、空いているま 
号のプ □ ジェクトに限られます。既存のプ□ジ 
ェクトにはコピーでさません。 

4 . コピー巧のプ□ジェクト名を変更するに 
は、ジョグダイアルを上下操作してカー 
ソルをプ□ジェクト名に合わせ、ジョグ 
ダイアルを}甲し込んでください。 

カーソルの表示びな<なり、文字の下に下線び 
表示されます。この状態でプ□ジェクト名の変 


7 . 「プ□ジェクトの基本操作」の手順1〜3 
を参考にして、力ーソルを " DELETE " 

に合わせ、ジョグダイアルを巧し込んで 
<ださい。 

削除するプ□ジェクトを選ぶ画面び表示されま 
す。ここでは、プ□ジェクトの名前と番号び U 
スト表示されます。 

プ□ジェクト番号 プ□ジェクト名 



、 

1" … "iKin— 曰曰曰 

PRJ 白白白 

PROJECT 

DELETE 

^ ►HO. 000 

PRJ 日日日ィー 

HO. 001 

PRJ001 

HO. 白白 2 

NV MUSIC 


2,ジョグダイアルを上下操作して削除した 
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4 トラツクモード 


いプ□ジ ェク トに カーソルを 合わせ、 
ジョグダイアルを巧し込んでください。 

削除を確認するメッセージび表示されます。 


QMQSMO . 000 PRJ 000 
fire you sure? 


[deleteI [erheelI 


DELETE ボタン CANCEL ボタン 


も、通常と同じように再生したり、ミックスバ 
ランスなどを変更したりでさます。ただし、変 
要内容は保存されません。 

7 . 「プ□ジェクトの基本操作」の手順1〜3 
を参考にして、力ーソルを " PROTECT " 
に合わせ、ジョグダイアルを}甲し込んで 
<ださい。 

プ□テクトのオン/オフを切り替える PROJECT 
PR 日 TECT 画面び表示されます。 


3 . 削除を実行ずるには、ジョグダイアルを 
上下操作して力ーソルを DE に TE ボタン 
に合わせ、ジョグダイアルを巧し込んで 
<ださい。 

削除び実行され 、 PROJECT メニューに戻りま 
す。ただし、現在選択しているプ□ジェクトを 
削除した場合は、プ□ジェクト番号の最を小さ 
いプ□ジェクトび選ばれ、トップ画面に戻ります。 
DELETE ボタンの代わりに CANCEL ボタンを 
使った場合は、操作を取り消して DELETE メ 
ニューに戻ります。 

4 . PROJECT メニューに戻るには、 

[ MENU ] キーの中央を巧してください。 


プ□ジェクトにプ□テクトをかける 


iMmmuHO . 日日日 PRJ 曰曰白 
PROJECT PROTECT - 


じ fi 

siaa 


2 . ジョグダイアルを上下操作して " ON " 

(プ□テクトを有効にずる）または 
" OFF " (プ□テクトを解除ずる）を還ん 
で< ださい。 

プ□テクトのオン/オフを切り替えると、即座 
に有効となります。 

設定び終わったら、 [ MENU ] キーの中央を繰り 
返し巧して、4トラックモードのトップ画面に 
戻ってください。プ□テクトびオンのとさ、力 
ウンターの左に凸マークび表示されます。 


現在操作しているプ□ジェクトにライトプ□テ 
クト（書さ換え保護）をかけて、プ□ジェクトの 
肖 U 除や新たな録音などを禁止します。 

プ□テクトをオンにすると、次の操作び禁止さ 
れます。 


P マー ク 


巧 


:00：00:000 


■STOP 


]> TRK 12 -日日■…リ 


Q I . I . I . I . I . I . I . I . I 

-HB.-aH -la-B'D 

miKERI IH-PUHEH| IE 叫 h[ei [r-h-ei 


-録音操作 
-プ□ジェクトの削除 
-ファイルの削除 
-ファイルの割り当て変更 
-エフェクトのパッチ編集 


HINT 

楽曲び完成したら、プ□ジェクトを誤って変更 
してしまわないよラに、プ□テクトをオンにし 
ておくことをお勧めします。 


HINT 

プ□テクトがオンに設定されたプ□ジェクトで 
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4 トラツクモード 


チューナー 


H 4 の4トラックモードでは、7弦ギター/己弦 
ベースや変則チューニングにを対応する多機能 
なチューナー機能び利用できます。ここでは、 
チューナー機能の使い方を説明します。 


NOTE 

チューナーは4トラックモードでのみ利用でさ 
ます。 


チューナー機能び呼び出されます。プ□ジェク 
卜び初期状態のとさは、チューナーモードとし 
てク□マチックチューナーび選ばれています。 


現在使用されているチューナーモード 



□0:00:00:000 BSTOP 

— ►CHROMATIC TUNER 


。。。。。。。。〇 

[ HHode ] [ Eh ^ 


CAUB ボタン 


ク□マチックチューナーを使う 

半音単位で音名を自動検出する、ク□マチック 
チューナーを利用します。 

7 . [INPUT 1]/[ INPUT 2] 端子に調律した 
い楽器を接続し、対応する入カソースび 
有効になっていることを確認してくださ 
し、。 


HINT 

•入カソースに M にを指定すれば、内蔵ステレオ 
マイクを使って調律することち巧能です。 

-入カソースが2系統選ばれている場合は、入力信 
号がミックスされてチューナーに送られます。 

2 . 4トラックモードのトップ画面で、 

[ MENU ] キーを下に}甲してください。 

入力の各種設定を行う INPUT メニューび表示さ 
れます。 


□0:00:00:000 BSTOP 
川 PUT MENU 



► 川 1。 iLEUiq lEFFECTl 


3. ジョグダイアルを上下操作してカーソル 
を " TUNER " の項目に合わせ、ジョグダ 
イアルを巧し込んでください。 


HINT — 

-他のチューナーモードで調律することち可能で 
す。詳しくは次の項目をご参照ください。 
•チューナー機能を呼び出している間、エフェク 
卜は無効となります。 


NOTE 

チューナーモードとしてク□マチックチューナー 
が選ばれているとさは、ディスプレイに表示さ 
れるち端のボタンはグレー表示となり操作でさ 
ません。このボタンは、他のチューナーモード 
で弦ま号を指定するのに使用します。 

4 . 調律したい音を鳴5してください。 

ピッチび自動的に検出され、ディスプレイ中央 
に最寄りの音名 （ C 、 C #、 D 、 D #、 E …）び表示 
されます。また、正確なピッチに対して現在の 
ピッチびどの程度ずれているかを、デイスプレ 
イで確認でさます。 


□0:00:00:000 BSTOP 
CHROMATIC TUNER 


巧。。が。〇。 

[chliFI 


□ 0:00:00： 000 

■STOP 

CHRONfiTIC 

TUNER 


も 


〇 


〇 




HHodeI [EhliF] 


ピッチがほい 


基準ピッチ 
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4 トラツクモード 


□0:00:00:000 BSTOP 
CHROMATIC TUNER 


〇 


。。。が。 


HHode] [EhliFI 


覆 


ピッチが高い 


瓦 希望ずる音名の真上に♦び表示されるよ 
うにピッチを調節してください。 

6 . 基準ピッチを変更したいとをは、次のよ 
ラに操作してください。 


その他のチューナータイプを使ラ 

H4 では、ク□マチックチューナーじ(外にを半 
ター/ベースの標準チューニングや変則チュー 
ニングに対応した、さまざまなチューナーモー 
ドび利用でさます。これらのチューナーモード 
を選んだとさは、弦番号を指定して]本ずつ調弦 
していさます。 

7 . [ INPUT 1 ]/ [INPUT 2] 端子に調律した 
し、 楽器を接続し、入カ ソース としてこれ 
5の端子び選ばれていることを確認して 
<ださい。 


① ジョグダイアルを上下操作してカーソルを 
CAUB ボタンに合わせ、ジョグダイアルを 
巧し込みます。 

基準ピッチの変更を行う画面び表示されます。 


□0:00=00:000 BSTOP 
一 TUHER CALIBRATION _ 


P = ?Hz 


② ジョグダイアルを上下操作して基準ピッチ 
を変更しまず。 

初期状態では基準ピッチび中央 A 二44日 Hz に 
設定されています。必要に応じて、中央 A 二 
43己〜44已 Hz の範囲を] Hz 単位で調節でき 
よ9 〇 

設定び終わったら、 [MENU] キーの中央を巧し 
て、この画面を抜け出てください。変更した基 
準ピッチで調律び行えるようになります。 


HINT 

入カソースに M にを指定すれば、内蔵ステレオ 
マイクを使って調律することち巧能です。 

2, 4トラックモードのトップ画面で、 

[ MENU ] キーを下に巧してください。 

入力の各種設定を行ラ INPUT メニューび表示さ 
れます。 


3. ジョグダイアルを上下操作してカーソル 
を " TUNER " の項目に合わせ、ジョグダ 
イアルを巧し込んでください。 

チューナー機能び呼び出されます。 


□0:00=00:000 BSTOP 
CHROMATIC TUHER 


〇 〇 〇。。〇 〇 
〇 〇 

HHode] [EhliFI mmm 


HINT 

基準ピッチの値は、プ□ジェクトごとに保存さ 
れます。 

/•調律び終わった5、 [ MENU ] キーの中央 
を繰り返し}甲して、4トラックモードの 
トツプ画面に戻ってください。 


4 . ジョグダイアルを上下操作してカーソル 
を MODE ボタンに合わせ、ジョグダイア 
ルを}甲し込んでください。 

チューナーモードを選ぶ TUNER MODE 画面び 
表示されます。 
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4 トラツクモード 


□0:00:00:000 BSTOP 
TUHER MODE 


►CHROMATIC 
GUITAR 
BOSS 
OPEN fl 


チューナーモードと各弦に対応する音名は、下 
の表の通りです。 


ス表示された弦番号に巧応ずる弦を開放弦 
で弾を、ピッチを調節してください。 


5 . ジョグダイアルを上下操作して 、九ーソ 
ルを目的のチューナーモード名に合わせ 
て < ださい。 

チューナーモードび切り替わります。 

6 . チューナーモードの変更び終わった5、 
[ MENU ] キーの中央を巧して TUNER 
MODE 画面を巧け出てください。 

例えば、チューナーモードとして "GUITAR" を 
選んだ場合、ディスプレイは次のよラになります。 


弦番号に対応する音名 


□0:00:00:000 BSTOP 
GUITAR TUHER 


〇 〇寺〇 

山 E 

因叫 e| lERLItl 


〇 


〇 


卜"叫 e | 


〇 


[BTRI|G ； J] 


STRING ボタン 


ク□マチックチューナー似外のチューナーを選 
んだとさは、ディスプレイの STRING ボタンび 
操作巧能になります。 STRING ボタンには、 
STRING:x (X は]〜7の数字）のよラに弦番号 
び表示され、ディスプレイ中央で弦番号に対応 
する音名び確認でさます。 


8 . 弦番号を切り替えるには、次のように操 
作してください。 


① ジョグダイアルを上下操作してカーソルを 
STRING ボタンに合わせ、ジョグダイアル 
を巧し込みます。 

STRING ボタンび黒地に白抜さの表示に変わ 
り、弦番号の選択び行えるようになります。 

② ジョグダイアルを上下操作して弦番号を農 
び、ジョグダイアルを}甲し込みまず。 

STRING ボタンび元の表示に戻り、選択した弦 
番号び確定します。 

9 . 同じ要領で他の弦のピッチも調整してく 
ださい。 

10 •調律び終わった5、 [ MENU ] キーの中央 
を繰り返し}甲して、4トラックモードの 
トップ画面に戻ってください。 

•HINT 

必要ならば、チューナーの基準ピッチ（初期設 
定 A =440 Hz ) を変更でさます。調節方法はク 
□マチックチューナーと共通です。 


チューナータイプ 

GUITAR 

BASS 

OPEN A 

OPEN D 

OPEN E 

OPEN G 

DADGAD 


1 

E 

G 

E 

D 

E 

D 

D 


2 

己 

D 

C 社 

A 

巨 

巨 

A 


3 

G 

A 

A 

F 社 

G # 

G 

G 

弦番号 / 
音名 

4 

D 

E 

E 

D 

E 

D 

D 

己 

A 

己 

A 

A 

巨 

G 

A 


巨 

E 


E 

D 

E 

D 

D 


7 

己 
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エフェク 



ここでは、 H 4 に内蔵されているエフェクトの操作ち法について説明します。 


エフェクトについて 


H 4 には、インプットの直後に挿入可能なエフエ 
クトび内蔵されており、入力信号を加工してレ 
コーダーのトラックに録音できます。 


ステレオモ—ドの場合 レコ_夕_ 



また、 H 4 のエフェクトは、コンプレッサー、プ 
U アンプなど、複数の単体エフェクトから構成 
されています。これらの単体エフェクトを"エ 
フェクトモジュール’’と呼びます。 

H 4 の動作モードに応じて、使用でさるエフェク 
トモジュールの構成び次のよラに変化します。 


ステレオモードのモジュール構成 

(ステレオ入力^ステレオ出力） 



4トラックモードのモジュール構成 

(モノラル入力^ステレオ出力） 



NOTE 

•ステレオモードの M に MODEL モジュールは、 
入カソースとして内蔵ステレオマイクび選ばれ 
ているとさにのみ使用でさます。 


- 4トラックモードで2系統の入カソースび割り 
当てられている場合は、インプットミキサーで 
信号がモノラルにまとめられてエフェクトに入 
力されます。 

各エフェクトモジュールには、効果の種類を巧 
める要素（エフェクトタイプ）と効果のかかり 
具合を決める要素（エフ I クトパラメーター）び 
含まれます。エフェクトタイプを変更したり、エ 
フェクトパラメーターを調節したりすることで、 
さまざまな効果を作れます。 

なお、ステレオモードと4トラックモードでは、 
エフェクトの操作ち法や管理ち法び異なります。 
詳細は次の項目「ステレオモードでエフェクト 
を操作する」、または「4トラックモードでエフェ 
クトを操作する」 (- P 64) をご参照ください。 


ステレオモードでエフェクトを 
操作する 


ここでは、ステレオモードでエフェクトを使用 
する方法について説明します。 

ステレオモードでは、ステレオ入力/ステレオ 
出力のエフェクトび利用でさます。内蔵ステレ 
オマイクまたは [ INPUT 1]/日 NPUT 2] 端テか 
ら入力されたステレオ信号をエフェクトで加工 
することびでさます。 

なお、エフェクトを構成する2種類のモジュール 
のラち M に MODEL モジュールは、入カソース 
として内蔵ステレオマイクび選ばれているとさ 
にのみ使用でさます。 

H 4 び初期状態のとさ、ステレオモードのエフェ 
クトに含まれる各モジュールは、オフに設定さ 
れています。ステレオモードでエフェクトを利 
用するには、次のように操作します。 
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エフェクト 


7 . ステレオモードのトップ画面で、 

[ MENU ] キーを下に}甲してください。 

入力の各種設定を行う INPUT メニューび表示さ 
れます。 



2 . COMP / LIMIT モジュールを操作ずるに 
は、力ーソルを " COMP / LIMIT " の項目 
に台わせ、ジョグダイアルを巧し込んで 
<ださい。 

COMP / LlIVnT モジュールの操作び可能になりま 
す。 


□0:00=00:000 BSTOP 
INPUT MENU 

■; l ■"■■かの 

6 か"。 _ 扇 
OFF OFF ma 


3. ジョグダイアルを上下操作して、 

COMP / LIMIT モジュールの設定を変更 
して< ださい。 

設定値は次の通りです。 

- OFF ( 初期設定） 

COMP / LIMIT モジュールをオフにします。 

- COMP 

COMP / LIMIT モジュールびオンになり、エ 
フエクトタイプび COMP (コンプレッサー）に 
設定されます。 

- LIMIT 

COMP / LIMIT モジュールびオンになり、エ 
フエクトタイプび LIIVHT ( U ミッター)に設定 
されます。 


HINT 

COMP/LIMIT モジュールでは、エフェクトタイ 
プの切り曾えのみが行えます。 

4 . COMP / LIMIT モジュールの設定を確定 
するには、ジョグダイアルを巧し込んで 
<ださい。 

5 . 入カソースとして内蔵ステレオマイクを 
選んでいる場台は、力ーソルを " M に 
MODEL " の項目に合わせ、ジョグダイ 
アルを巧し込んでください。 

MIC MODEL モジュールの操作び可能になりま 
す。 



6 . ジョグダイアルを上下操作して、 M に 
MODEL モジュールの設定を変更してく 
ださい。 

M に MODEL モジュールでは、さまざまなマイ 
クの特性をシミュレートする M に MODEL エフエ 
クトタイプのみび使用可能です。ここでは、シ 
ミュレートするマイクを次の中から選びます。 

- OFF ( 初期設定） 

M に MODEL モジュールをオフにします。 

- SM 己 7 、 MD421 、 U87 、 C414 

M に MODEL モジュールびオンになり、選択し 
たマイクの特性びシミュレートされます。 

/• M に MODEL モジュールの設定を確定す 
るには、ジョグダイアルを巧し込んでく 
ださい。 

8. ステレオモードのトップ画面に戻るには、 
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[ MENU ] キーの中央を}甲してくださし、。 


HINT 

•ステレオモードのエフェクト設定は、ステレオ 
モードに固有の情報として保存されます。4卜 
ラックモードに移行した後でステレオモードに 
戻ったとさは、(前の設定が呼び出されます。 

-エフェクトモジュールに含まれるタイプやパラ 
メーターについて詳しくは、巻末の資料をご参 
照ください。 

-エフェクトのオン/オフを切り督えたとさや、 
エフェクトの設定を変更したときは、録音レべ 
ルを調節し直してください。 

•文中のメーカー名、製品名は各社の商標または 
登録商標です。これらの名称は、音色の傾向を 
説明する目的で使われているもので、株式会社 
ズームとは無関係です。 


パッチを選択する 

4トラックモードでは、モジュールごとのエフエ 
クトタイプやエフエクト パラメーターを 調節し、 
"パッチ’’として保存でさます。利用可能な6日 
のパッチのラち、已日のパッチはあらかじめプ〇 
グラムされています。ここでは、保をされてい 
るパッチを選ぶ方法を説明します。 


NOTE 

初期状態では、4トラックモードのエフェクトは 
オフに設定されています。 

7. 4トラックモードのトップ画面で、 

[ MENU ] キーを下に巧してください。 

INPUT メニューび表示されます。 


4トラックモードでエフェクト 
を操作する 


ここでは、4トラックモードでエフェクトを使用 
する方法について説明します。 


□0:00=00:000 BSTOP 
INPUT MENU 



卜 MIC [LEUEL] lEFFECTl 


エフェクトの入出力について 

4トラックモードでは、モノラル入力/ステレオ 
出力のエフェクトび利用でさます。入カソース 
び]系統か2系統か、また録音先のトラックび1 
本か2本かに応じて信号の流れび次のよラに変 
化します。 


2. 力ーソルを " EFFECT " の項目に合わせ、 
ジョグダイアルを}甲し込んでください。 

エフェクトのパッチを選択する EFFECT メニュー 
び表示されます。プ□ジてクトび初期状態のと 
き、エフェクトはオフに設定されています（こ 
のとき、画面下の日 N/ 日 FF ボタンは、オンに切 
り替えるボタンという意味で "ON" と表示され 
ます)。 


モノラルトラックに録音ずる場合 



□0:00=00:000 BSTOP 
EFFECT MENU 



ON/OFF ボタン 


3. 力ーソルび ON / OFF ボタンの位置にある 
ことを確認し、ジョグダイアルを巧し込 
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んで< ださい。 

エフェクトびオンになります（画面下の日 N / 日 FF 
ボタンは、オフに切り替えるボタンという意味 
で " OFF " の表示に変わります）。ディスプレイ 
中央には、現在選択されているパッチ番号/パッ 
チ名び表示されます。 


現在選択されているノ くツチ番号/ノ ツチ名 


□0:00:00:000 BSTOP 
EFFECT MENU 

今 ►00 :NATURAL COMP 
[offI [edit] [impdrti 


4 . 力ーソルをパッチ番号/パッチ名に合わ 
せ、ジョグダイアルを}甲し込んでくださ 
い。 

パッチの変更び可能になります。 


巧して < ださい。 

INPUT メニューび表示されます。 

2,力ーソルを " EFFECT " の項目に台わせ、 
ジョグダイアルを}甲し込んでください。 

EFFECT メニューび表示されます。エフェクト 
びオフ （ ON / OFF ボタンの表示び日 N ) に設定さ 
れているとさは、エフェクトをオン ( ON/OFF 
ボタンの表示び日 FF ) に切り替えてください。 


□0:00=00:000 BSTOP 
EFFECT MENU 

►00 ：NATURAL COMP 

田 FFI lEDITI IIHPDRT] 


3 . 編集したいパッチを還んでくださし、。 


5 . ジョグダイアルを上下操作してパッチを 
選び、ジョグダイアルを巧し込んでくだ 
さい。 

選択したパッチに切り替わります。 


HINT 

パッチ名が "EMPTY" と表示される場合は、空 
のパッチが選ばれています。このパッチを選ん 
でち効果はありません。 

6 . 4トラックモードのトップ画面に戻るに 
は、 [ MENU ] キーの中央を繰り返し巧し 
て < ださい。 


HINT 

パッチ名が" EMPTY" と表示されるパッチを編 
集すれば、白紙の状態からパッチが作れます。 


NOTE 

エフェクトがオフのとさ、 EDIT ボタンはグレー 
表示となり、操作は行えません。 

4 . 力ーソルを EDIT ボタンに合わせ、ジョグ 
ダイアルを}甲し込んでください。 

エフェクトの編集を行う EFFECT EDIT 画面び表 
示されます。ディスプレイに表示される "PRE 
AMP " と " EFX " の項目は、それぞれ PREAMP 
モジュールと EFX モジュールを表します。 


パッチを編集する 

ここでは、現在選ばれているパッチのエフェク 
トタイプを切り替えたり、エフェクトパラメー 
ターを調節したりする方法を説明します。 

I . 4トラックモードのトップ画面で、 

[ MENU ] キーを下 （INPUT MENU ) に 


□0:00=00:000 BSTOP 
EDIT 川 ATURAL CONP 



HINT 

この画面では、モジュールの表示だけでなく、 
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パッチレベル（パッチの最終的な音量）の調節 
(手順10参照）、パッチ名の変更 OP 68)、 パッ 
チの保存（一 P 67) などち行えます。 

5 . 力ーソルを編集したい項目 （"PRE 
AMP " または " EFX ") に合わせ、ジョ 
グダイアルを巧し込んでください。 

エフェクトモジュールの編集画面び表示されま 
す。 

例えば 、 "PRE AMP " の項目を選んだ場合は、次 
のよラな表示になります。 

田0:00:00:000 BSTOP 

PRE AMP EDIT 


TYPE 


d が 

OH FD CLEAN 


効果についての詳細は、巻末の資料をご参照く 
ださい。 

/• エフェクトパラメーターを 調節するには、 
次のように操作してください。 

①力ーソルを目的の項目 （"ON/OFF"、 

"TYPE" 切外の項目）に合わせ、ジョグダイ 
アルを巧し込みまず。 

選んだ項目び変更可能になります。 

現在の画面にパラメーターび表示しされない 
場合でを、カーソルを移動させれば、画面びス 
クロールして新しいノ くラメーターび表汀^され 
よ9 〇 

例えば 、 PRE AMP モジュールで ZNR にカー 
ソルを移動させたとさは、次のよラな表示にな 
ります。 


この画面では、エフェクトモジュールのオン/ 
オフ（"日 N / 日 FF ’’ の項目）、エフェクトタイプ 
(" TYPE " の項目）とエフェクト パラメーター 
(それ政外の項目）の設定び行えます。 

6 . エフェクトタイプを変更するには、次の 
ように操作してください。 


①力ーソルを "TYPE" の項目に合わせ、ジョ 
グダイアルを巧し込みまず。 

エフェクトタイプを変更でさる状態になりま 
す。 

⑨ ジョグダイアルを上下操作してエフェクトタ 
イプを選び、ジョグダイアルを巧し込みまず。 

新しく選んだエフてクトタイプび有効となり、 
それに応じて表示されるエフェクトパラメー 
ターび 入れ替わります。 


□0:00=00:000 BSTOP 
m PRE AMP EDIT 

0 

80 > 16 


⑨ ジョグダイアルを上下操作して設定値を調節 
し、ジョグダイアルを巧し込みまず。 

パラメーターの 選択び可能になります。 

8 . 現在操作しているエフェクトモジュール 
の編集画面を巧けるには、 [ MENU ] キー 
の中央を1回巧してください。 

EFFECT EDt 画面に戻ります。 

パッチの内容び変更されると、エフてクトの編 
集画面に且 g マークび表示されます。変更した設 
定値を元に戻すと、このマークび消えます。 


HINT 

• エフェクトモジュールを無効にするには力ーソ 
ルを"日 N / 日 FF " (エフェクトモジュールのオン 
/オフ）の項目に合わせ、 " OFF " に設定してく 
ださい。 

-各エフェクトタイプに含まれるパラメーターや 


ED マーク 



66 


ZOOM H4 
















エフェクト 


9 . 必要に応じて手順己〜8を繰り返し、他 
のモジュールち編集してください。 

10•パッチレベルを調節ずるには、次のよラ 
に操作してください。 

① EFFECT EDIT 画面で力ーソルを "l_EVEL" 
の項目に合わせ、ジョグダイアルを巧し込み 
ます。 

ノ（ツチレベルび変更可能になります。 


□0:00=00:000 BSTOP 
[ iaEDIT：HfiTURflL CONP 



② ジョグダイアルを上下操作して設定値を調節 
し、ジョグダイアルを巧し込みまず。 

パラメーターの 選択び可能になります。 

JJ.EFFECT EDIT 画面を巧けるには、 

[1\/1£1\111]キーの中央を1回巧してくださ 
い。 

エフェクトの内容び変更されていた場合は、パッ 
チの保存を尋ねるメッセージび表示されます。 


田0:00=00:000 _ BSTOP 

Patch was changed ! 

I Store this patch ? 


FstdreI iddh’t stdreI [erheeli 



12 •変更内容を保存するには、 STORE ボタ 
ンにカーソルを合わせ、ジョグダイアル 
を巧し込みます。 

そのパッチを上書き保をして 、 EFFECT メニュ ー 
に戻ります。 


の状態でパッチを切り替えた場合、編集した内 
容は破棄されます。また、 CANCEL ボタンを選 
んだ場合は、保存操作を中止してメッセージを 
閉じます（引さ続さ編集び行えます)。 

13.4 トラックモードのトップ画面に戻るに 
は、 [ MENU ] キーの中央を繰り返し}甲し 
て < ださい。 


パッチを保存する 

ここでは、現在選択されているパッチを同じ位 
置に上書さ保をしたり、別の位置にコピーする 
方法を説明します。 

7. 4トラックモードのトップ画面で、 

[ MENU ] キーを下 （INPUT MENU ) に 
巧して < ださい。 

INPUT メニューび表示されます。 

2 . 力ーソルを " EFFECT " の項目に合わせ、 
ジョグダイアルを}甲し込んでください。 

EFFECT メニューび表示されます。必要ならば、 
保を元となるパッチを選んでください。 

また、エフェクトびオフに設定されているとさ 
は、オンに切り替えてください（エフェクトび 
オフのままでは、しソ下の画面に入れません)。 


□0:00:00:000 BSTOP 
EFFECT MENU 

►00 ：NATURAL COMP 
[off] FeDITI riHPDRTI 


3 . 力ーソルを EDIT ボタンに合わせ、ジョグ 
ダイアルを巧し込んでください。 

EFFECT EDIT 画面び表示されます。 


なお、 DON'T STORE ボタンを選んだ場合は、保 
巧を行わずに、 EFFECT メニューに戻ります。こ 
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□0： 00：00：000 BSTOP 
EDIT 川 ATURAL CONP 



4 . 力ーソルを " STORE " の項目に合わせ、 
ジョグダイアルを巧し込んでください。 

パッチの保ををイ5ラ EFFECT PATCH STORE 画 
面び表示されます。 

保存先のパッチ番号 

I"田0:00:の：000 BSTOP 

EFFECT PATCH STORE 

如 0 か ATURflL COMP 

画 ICHHCELl 


5 . 力ーソルを保存先のパッチ番号に合わせ、 
ジョグダイアルを巧し込んでください。 

パッチ番号び選択でさるようになります。 

6 . ジョグダイアルを上下操作して保存先の 
パッチ番号を選び、ジョグダイアルを巧 
し込んでください。 

/• 保存を実行するには、力ーソルを OK ボタ 
ンに合わせ、ジョグダイアルを巧し込ん 
で< ださい。 

保存び終了すると、ディスプレイに " Complete !" 

と表示されます。 

なお、日 K ボタンの代わりに CANCEL ボタンを 

使った場合は、イ呆をを行わずに EFFECT EDrr 画 

面に戻ります。 

8 . 4トラックモードのトップ画面に戻るに 
は、 [ MENU ] キーの中央を繰り返し巧し 
て< ださい。 


HINT 

-パッチはプ□ジェクトごとに保存されます。 

-他のプ□ジェクトに含まれるパッチを、現在選 
ばれているプ□ジェクトに取り込むことち可能 
です（一 P69)。 


パッチに名前を付ける 

現在選択されているパッチの名前を変更します。 

7 . 4トラックモードのトップ画面で、 

[ MENU ] キーを下 （INPUT MENU ) に 
巧して< ださい。 

INPUT メニューび表示されます。 

2. 力ーソルを " EFFECT " の項目に合わせ、 
ジョグダイアルを巧し込んでください。 

EFFECT メニューび表示されます。エフェクト 

びオフに設定されているとさは、オンに切り誓 

えて < ださい。 

3. 力ーソルを EDIT ボタンに合わせ、ジョグ 
ダイアルを巧し込んでください。 

EFFECT EDIT 画面び表示されます。 

4 . 力ーソルを " RENAME " の項目に合わ 
せ、ジョグダイアルを巧し込んでくださ 
い。 

パッチの名前を変更する EFFECT PATCH 

RENAME 画面び表示されます。このとさ、文字 

の下には下線び表示されます。 

現在のパッチ名 

田0:00=00:000 BSTOP 
EFFECT PATCH RENAME 

—— ►NATURAL COMP 

f 

下線 し I _ 

5 . ジョグダイアルを上下操作して、変更し 
たい文字の下に下線を移動させ、ジョグ 
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ダイアルを巧し込んでください。 

該当する文字び変更でさるようになります。 

6 . ジョグダイアルを上下操作して文字を選 
び、ジョグダイアルを}甲し込んでその文 
字を確定してください。 

利用巧能な文字の種類は、 P 55 をご参照くださ 
い（ファイル名に使用でさる文字とは若干異な 
りますので、ご注意ください)。 


NOTE 

パッチの取り込みを実行すると、操作中のプロ 
ジェクトのパッチに上書さされます。必要なパ 
ッチを誤って消去しないようにご注意ください。 

7 . 4トラックモードのトップ画面で、 

[ MENU ] キーを下 （INPUT MENU ) に 
巧して < ださい。 

INPUT メニューび表示されます。 


7 . 必要に応じて手順日、目を繰り返し、文字 
の変更を完了してください。 

8 . 名前の変更び終わった5、 [ MENU ] キー 
の中央を2回巧してください。 

パッチの保存を尋ねるメッセージび表示されま 
す。 


田 0:00=00:000 _ BSTOP 

Patch was changed! 

I Store this patch? 


FstdreI iddh’t stdreI [erheeli 



NOTE 

変更したパッチ名を確定させるには、保存操作 
が必要です （^ P 67)。 保存をせずにパッチを切 
り督えると、変更したパッチ名が無効になりま 
すので、ご注意ください。 

9 . 4トラックモードのトップ画面に戻るに 


は、 [ MENU ] キーの中央を繰り返し巧し 
て < ださい。 


2 . 力ーソルを " EFFECT " の項目に台わせ、 
ジョグダイアルを巧し込んでください。 

EFFECT メニューび表示されます。エフェクト 
びオフに設定されているとさは、エフェクトを 
オンに切り替えてください。 


□0:00=00:000 BSTOP 
EFFECT MENU 

► 0 日 ： NATURAL CONP 
[off] [edit] 


linPDRfl 


IMPORT ボタン 


3 . 力ーソルを IMPORT ボタンに合わせ、 

ジョグダイアルを巧し込んでください。 

パッチの取り込みち法を選ぶ EFFECT PATCH 
IMP 日 RT 画面び表示されます。 


I "… " i Kin — 曰曰曰 
EFFECT PATCH- 


PRJ 白白白 
: H IMPORT 


邑 


EACH PATCH] 


パッチを取り込む 

操作中のプ□ジェクトに、他のプ□ジェクトか 
らすべてのパッチ、または特定のパッチを取り 
込むことび巧能です。 


NOTE 

エフェクトがオフのとさ IMP 日 RT ボタンはグレー 
表示となり、操作は行えません。 

4 . ジョグダイアルを上下操作して "ALL 
PATCHES " (ずべてのパッチを取り込 
む場合）または "EACH PATCH " (単一 
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パッチを取り込む場合）を還び、ジョグ 
ダイアルを巧し込んでください。 

取り込み元となるプ□ジてクトを選ぶ画面び表 
示されます。 

プ□ジェクト番号 プ□ジェクト名 


1" …… hjn _ 曰曰曰 

PRJ 日日日 

EFFECT PATCH IMPORT 

1 h|i| 14 J 1 H 

♦wo ■日日 1 

PRJ 曰曰 1 寸 

HO.002 

MV MUSIC 1 

HO, 003 

PRJ 曰曰 3 H 

HO. 004 

PRJ004 y 


瓦 ジョグダイアルを上下操作して取り込み 
元となるプ□ジェクトにカーソルを合わ 
せ、ジョグダイアルを}甲し込んでくださ 
い。 

♦ 手順4で ALL PATCHES を選んだ場合 

ディスプレイに "Are you sure ?" とメッセー 
ジび表示されていることを確認して手順6へ進 
んで < ださい。 


j 日■日日日 PRJ000 

fire you sure? 

I I - HlHPgRTl ICHHCELK~i 

JO. 004 PRJ004 ド 
IMPORT ボタン CANCEL ボタン 

♦ 手順 4 で EACH PATCH を選んだ場合 

ディスプレイにそのプ□ジェクトに含まれる 
パッチび表示されます。政下の要領で、取り込 
み元のパッチを選んでください。 

日■日日日 PRJ000 
EFFECT PATCH IMPORT 

►01：FENDER CHAMP 
画 ICHHCELl 


① カーソルをパッチ番号/パッチ名の表示欄に 
台わせてジョグダイアルを巧し込みまず。 


⑨ ジョグダイアルを上下操作して取り込み元と 
なるパッチを選び、ジョグダイアルを巧し込 
みまず。 

⑤ カーソルを OK ボタンに合わせ、ジョグダイア 
ルを巧し込みまず。 


QMQSMO. 000 PRJ000 
EFFECT PATCH IMPORT 

►00:NATURAL COMP 
画 ICHHCELl 


④①〜③ と同滿こ、取り込み先のパッチを選び、 
OK ボタンにカーソル合わせ、ジョグダイアル 
を巧し込みまず。 

"Are you sure ?" と実行を確認するメッセー 
ジび表示されます。 


iMmmuHO. 日日日 PRJ 曰曰白 
fire you sure? 


[impdrtI [erheelI 

► 丽 i"h[el1 


6 . 取り込みを実行ずるには、力ーソルを 
IMPORT ボタンに合わせ、ジョグダイア 
ルを巧し込んでください。取り込みび実 
行され、ディスプレイに " Complete !" 

び表示されまず。 

なお、 IMP 日 RT ボタンの代わりに CANCEL ボタ 
ンを使うと、 ] つずつ手前の画面に戻せます。 

7. 4トラックモードのトップ画面に戻るに 
は、 [ MENU ] キーの中央を繰り返し巧し 
て< ださい。 
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録音ファイルの管巧 




ここでは、 SD カードに録音されたファイルを管理するための各種操作について説明します。 


録音ファイルについて 

録音ファイルは、 H 4 の現在のモードや操作して 
いるプ□ジェクトによって保をされる場所び異 
なります。 

H 4 びステレオモードのとさ、録音ファイルはス 
テレオモード専用のフオルダにまとめて保をさ 
れます。また、4トラックモードでは、現在操作 
しているプ□ジェクトのフオルダに保をされま 
す（下図参照)。 

HINT 

4トラックモードでは、他のプ□ジェクトのファ 
イルやステレオモードで録音したファイルを現 
在操作しているプ□ジェクトに取り込むことが 
巧能です。ただし、ステレオモードから取り込 
む 場合は、 1目 bit /44.1 kHz の フオー マットで 
録音されたフアイルに限られます。 


録音ファイルの基本操作 

録音ファイルを操作する手順は、ある程度共通 
化されています。その基本操作は次の通りです。 

7 . レコーダーび停止していることを確認し、 
ステレオモードまたは4トラックモード 
のトップ画面で、 [ MENU ] キーの中央を 
巧して < ださい。 

H 4 の各種設定を行うメインメニューび表示され 
ます。 


• 

□ 0： 00： 00:000 

MENU 

■STOP 

►PROJECT 

A 

1 

FILE 


NODE 


REC MODE 

U 

T 


HINT 

4トラックモードの場合は、操作したいフアイル 
を含むプロジェクトが選ばれているかどうかを 
確認してください。 

2 . ジョグダイアルを上下操作してカーソル 
を " FILE " に合わせ、ジョグダイアルを 
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巧し込んでください。 

録音ファイルの操作に関連する項目を選ぶ 、 FILE 
メニューび表示されます。 

例えば、4トラックモードで FILE メニューを表 
示させると、次のような画面になります。 


iMmmuHO. 日日日 PRJ 曰曰白 

FILE MENU 

►RENAME 

DELETE 

COPV 

IMPORT 


3 . ジョグダイアルを上下操作して、次の中 
か5目的の項目に カーソルを 合わせてく 
ださい。 

参 RENAME 

ファイルの名前を変更します。 

参 DELETE 

ファイルを削除します。 

♦ COPY (4 トラックモードのみ） 

同じプ□ジェクト内でファイルを複製します。 


♦ IMPORT (4 トラックモードのみ） 

他のプ□ジエクトやステレオモードのフオル 
ダから現在のプ□ジェクトにファイルを取り 
込みます。 

参 SEE 

ファイルのサイズを K 目（キ□バイト）単位、ま 
たは録音時間で表示します。 

NOTE 

ステレオモードでは、 "COPY" と "IMPORT" 
の項目は表示されません。 


ファイルちを変更ずる 

現在操作してるプ□ジエクト（またはステレオ 
モードのフオルダ）に保をされている録音ファ 
イルの名前を変更します。 


7 . r 録音ファイルの基本操作」の手順1〜3 
を参考にして、力ーソルを " RENAME " 

に合わせ、ジョグダイアルを押し込んで 
<ださい。 

現在操作してるプ□ジェクトのフオルダ、また 
はステレオモードのフオルダに保存されている 
ファイルの名前び IJ スト表示されます。 


iMmmuHO. 日日日 PRJ 曰曰白 
FILE RENAME 


►STEREO- 曰曰曰 . wau 
SAMPLE.way 

non 日_日12•…リ 

MEMO_0127.way 


2. ジョグダイアルを上下操作して、名前を 
変更したいフアイルにカーソルを合わせ、 
ジョグダイアルを巧し込んでください。 

選択したファイルの名前び表示されます。 


選択した 
ファイルの名前 


iMmmuHO. 日日日 PRJ 曰曰白 
FILE RENAME 



OK ボタン CANCEL ボタン 


4 . ジョグダイアルを}甲し込んで、目的の項 
目を選択してください。 

詳しい操作ち法については、似下の各項目の説 
明をご参照ください。 

5 . 4トラックモードのトップ画面に戻るに 
は、 [ MENU ] キーの中央を繰り返し巧し 
て< ださい。 


3. ファイル名を変更するには、ジョグダイ 
アルを上下操作して力ーソルをファイル 
名に合わせ、ジョグダイアルを巧し込ん 
で < ださい。 

カーソルの表示びな<なり、文字の下に下線び 
表示されます。この状態でファイル名の変更び 
行えるようになります。 

下線び表示されたら、 P 47 の名前変更の手順に 
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従って名前を変更してください。利用可能な文 
字の種類は、 P 47 をご参照ください（プ□ジェ 
クト名に使用でさる文字とは若干異なりますの 
で、ご注意ください)。 


4 . ファイル名の変更を確定するには、ジョ 


グダイアルを上下操作してカーソルを 0 K 
ボタンに合わせ、ジョグダイアルを巧し 
込んでください。 


手順1の画面に戻ります。なお、 CANCEL ボタ 
ンを選んだ場合は、ファイル名の変更は行わず 
に手順1の画面に戻ります。 

NOTE 

現在操作してるプ□ジエクトのフォルタ’（また 
はステレオモードのフォルダ）に同じ名前のファ 
イルがある場合、日 K ボタンを実行しようとして 
ち、メッセージが表示されてファイル名の変更 
ができません。この場合は、 [MENU] キーの中央 
を押してメッセージを閉じ、名前を変更してく 
ださい。 


5 . ファイルメニューに戻るには、 [ MENU ] 
キーの中央を巧してください。 


ファイルを削除する 


QMQSMO. 000 PRJ000 
FILE DELETE 


►STEREO-BBB.wau 
SAMPLE.way 
NOHO_012.way 
MEMO_0127.way 


を ジョグダイアルを上下操作して削除した 
いファイルに カーソルを 合わせ、ジョグ 
ダイアルを}甲し込んでください。 

削除を確認するメッセージび表示されます。 


QMQSMO. 000 PRJ000 


■ 


fire you sure? 

T 

ザ DELETEI |[F1H[ELh4~| 


:11 日 自王 2?■ り … 1 

口 


DELETE ボタン CANCEL ボタン 


3. 削除を実行ずるには、ジョグダイアルを 
上下操作してカーソルを DELETE ボタン 
に合わせ、ジョグダイアルを巧し込んで 
<ださい。 

手順]の画面に戻ります。 

CANCEL ボタンを選んだ場合は、削除は行わず 
に手順]の画面に戻ります。 


現在操作してるプ□ジエクトのフオルダ（また 
はステレオモードのフオルダ）に保存されてい 
る録音フアイ>1レを削除します。 


4 . ファイルメニューに戻るには、 [ MENU ] 
キーの中央を}甲してください。 


NOTE 

削除された録音ファイルは復活できません。こ 
の操作は慎重に行つてください。 

7 . r 録音ファイルの基本操作」の手順1〜3 
を参考にして、力ーソルを " DELETE " 

に合わせ、ジョグダイアルを巧し込んで 
<ださい。 

現在操作してるプ□ジェクトのフオルダや、ス 
テレオモードのフオルダに保存されているファ 
イルの名前び U スト表示されます。 


ファイルを複製する 
(4 トラックモードのみ) 


現在操作してるプ□ジェクトに保をされたファ 
イルを、同じプ□ジェクト内で複製（コピー）し 
よ^ 〇 

7 . r 録音ファイルの基本操作」の手順1〜3 
を参考にして、力ーソルを " COPY " に 
台わせ、ジョグダイアルを巧し込んでく 
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ださい。 

現在操作してるプ□ジェクトにイ呆存されている 
ファイルの名前び U スト表示されます。 


1の画面に戻ります。 

CANCEL ボタンを選んだ場合は、コピーは行わ 
ずに手順1の画面に戻ります。 


iMmmuHO . 日日日 PRJ 曰曰白 

FILE COPY 

KTERE 日_日日日 •… u 
SAMPLE.way 
NOHO _012 .way 
MEMO _0127 .way 


をジョグダイアルを上下操作して、コピー 
したいファイルにカーソルを合わせ、 

ジョグダイアルを巧し込んでください。 

コピー後にファイルにつけられる名前び表示さ 
れます。 


NOTE 

現在操作しているプ□ジェクトのフォルダに同 
じ名前のファイルがある場合、日 K ボタンを実行 
しよラとしてち、メッセージが表示されてコピー 
ができません。この場合は、 [ MENU ] キーの中央 
を巧してメッセージを閉じ、名前を変更してく 
ださい。ここで名前を指定しなかった場合、初 
期斗犬芦点として COPY-XXX (000〜9 99) とし、ラ 
名前び自動的に付けられます。 


5. ファイルメニューに戻るには、 [ MENU ] 
キーの中央を巧してください。 


コピー 後の 
ファイル名 


田正田互 1 H 0, 曰曰曰 PRJ 曰曰白 


FILE RENAME 



OK ボタン CANCEL ボタン 


ファイルを取り込む 
(4 トラックモードのみ) 


現在操作してるプ□ジェクトに、他のプ□ジェ 
クトのフオルダやステレオモードのフオルダか 
らファイルを取り込みます。 


3 . ファイル名を変更するには、ジョグダイ 
アルを上下操作して力ーソルをファイル 
名に合わせ、ジョグダイアルを巧し込ん 
で < ださい。 

カーソルの表示びな<なり、文字の下に下線び 
表示されます。この状態でファイル名の変更び 
行えるようになります。 

下線び表示されたら、 P 47 の名前変更の手順に 
従って名前を変更してください。利用可能な文 
字の種類は、 P 47 をご参照ください（プ□ジェ 
クト名に使用でさる文字とは若干異なりますの 
で、ご注意ください)。 

4 . コピーを実行するには、ジョグダイアル 
を上下操作して力ーソルを 0 K ボタンに 
合わせ、ジョグダイアルを巧し込んでく 
ださい。 

コピーしたファイルび追加された状態で、手順 


7 . r 録音ファイルの基本操作」の手順1〜3 
を参考にして、力ーソルを " IMPORT " 

に合わせ、ジョグダイアルを}甲し込んで 
<ださい。 

取り込みたいファイルびイ呆をされているフオル 
ダを選ぶ FILE IMP 日 RT 画面び表示されます。 

プ□ジェクトのフオルダは、プ□ジェクト番号 
/プ□ジェクト名で表示されます。また、ステ 
レオモードのフオルダは " STEREO " と表示さ 
れます。 



取り込みたいファイルが保存されているフオルダ 
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2 . ジョグダイアルを上下操作してフォルダ 
を選び、ジョグダイアルを巧し込んでく 
ださい。 

選んだフォルダに含まれるファイルび表示され 
ふ^ 〇 


QMIISMO . 000 PRJ 000 
FILE IMPORT 

直卜 3 ■ 

I - 口日ゴ ■•a|a|a—HH 

選択したフオルダに含まれるファイル 


HINT 

ステレオモードのフオルダを選んだ場合は、 
フオーマツトが I 目 bit /44. 1 kHz のファイルのみ 
が表示されます。 

3. ファイルを取り込むには、ジョグダイア 
ルを上下操作してファイルを還び、ジョ 
グダイアルを巧し込んでください。 

選んだファイルび取り込まれ、手順]の画面に戻 
ります。 

ジョグダイアルを巧す代わりに [ MENU ] キーの 
中央を巧すと、取り込みは行わずに手順]の画面 


に戻ります。 


NOTE 

現在操作してるプ□ジェクトのフォルタ' (また 
はステレオモードのフォルタ')に録音ファイル 
がない場合、 " IMPORT " がの項目を選んだと 
さに "No File " とメッセージび表示され、操作 
が実行できません。このメッセージを消すには、 
[ MENU ] キーの中央を巧してください。 

なお、現在操作してるプ□ジェクトに取り込む 
ファイルと同じ名前のファイルびあった場合、次 
のよラなメッセージび表示されます。 


田正田互 1 H 0, 曰曰曰 PRJ 曰曰白 


This file nane 
already exists ! 


i-^rehhhe] に fih[el] 

L 广 

RENAME ボタン CANCEL ボタン 



ファイルの名前を変更して取り込むには、次の 
よラに操作してください。 

① ジョグダイアルを上下操作してカーソルを 
RENAME ボタンに合わせ、ジョグダイアルを 
巧し込みまず。 

取り込むファイルの名前び表示されます。 


取り込む 
ファイルの名前 


iMmmuNO . 000 PRJ 曰曰曰 
FILE _ INPORT _ 


一 STEREO _000 
IDKJ I"h[el1 


HINT 

この画面で CANCEL ボタンを選ぶと、ファイル 
名の変更は行わずに手順2の画面に戻ります。 


② ファイル名を変更ずるには、ジョグダイアル 
を上下操作してカーソルをファイル名に合わ 
せ、ジョグダイアルを巧し込みます。 

カーソルの表示びな< なり、文字の下に下線 
び表示されます。この状態でファイル名の変 
要び行えるよラになります。下線び表示され 
たら、 P 47 の名前変更の手順に従って名前を 
変更してください。利用可能な文字の種類は、 
P 47 をご参照ください（プ□ジェクト名に使 
用でさる文字とは若干異なりますので、ご注 
意ください)。 

③ ファイル名び変更できた5、ジョグダイアル 
を上下操作して力ーソルを OK ボタンに合わ 
せ、ジョグダイアルを巧し込みまず。 

フアイ j レび取り込まれ、手順]の画面に戻りま 
す。 
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録音ファイルの管理 

4 . 円 LE メニューに戻るには、 [ MENU ] キー 
の中央を巧してください。 


ファイルの容量を確認する 


現在操作してるプ□ジェクト（またはステレオ 
モードのフオルダ）に保をされている録音ファ 
イルの容量を表示させます。 


7 . r 録音ファイルの基本操作」の手順1〜3 
を参考にして、力ーソルを " SIZE " に合 
わせ、ジョグダイアルを巧し込んでくだ 
さい。 

現在操作してるプ□ジェクトや、ステレオモー 
ドのフオルダに保をされているファイルの名前 
び U スト表示されます。 


iMmmuHO. 日日日 PRJ 曰曰白 

FILE- SIZE 

►STEREO_000.uay 
SAMPLE.way 

non 日 _ 日 12 •…リ 

MEMO_0127.way 


2 . ジョグダイアルを上下操作して容量を確 
認したいファイルにカーソルを合わせ、 
ジョグダイアルを巧し込んでください。 

選んだファイルの名前、容量（キ□バイト単位)、 
録音時間（時間、分、秒、ミ U 秒単位）び表示さ 
れます。 


QMQSMO. 000 PRJ 曰曰曰 

FILE-SIZE 

NAME：STEREO_000,way 
SIZE： 1356.5 KB 
TIME：0：00：0S：053 


3 . ファイルメニューに戻るには、 [ MENU ] 
キーの中央を2回}甲してください。 
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ここでは、 H 4 のその他の設定について説明します。 


メト□ノームを設定する 

H 4 には、練習や録音時に便利なメト□ノーム機 
能び内蔵されています。メト□ノームの設定ち 
法は次の通りです。 

7 . ステレオモードまたは4トラックモード 
のトップ画面で [ MENU ] キーの中央を}甲 
して< ださい。 

H 4 の各種設定を行うメインメニューび表示され 
ふ^ 〇 


□ 0 ： 00 ： 00:000 

■STOP 

MENU 


►PROJECT 

A 

1 

FILE 

NODE 

REC MODE 

B 

T 


2 . ジョグダイアルを上下操作してカーソル 
を " METRONOME " に合わせ、ジョグ 
ダイアルを}甲し込んでください。 

メト□ノームの設定を行う METR 日 NOME 画面 
び表示されます。 


□0:00:00:000 BSTOP 
METRONOME 

^tSSSS^KSSMSiSIS^KnSjSi^M 

立 A 

► 4 120.0 


この画面で操作でさる項目とその設定値は次の 
通りです。 

- CLICK 

メト□ノームのク U ック音をどんなとさに鳴 
らすか条件を設定します。 ► (再生時のみ）、 


♦ (録音時のみ)、 ♦/► (再生/録音の両方）、 
OFF (鳴らさない）から選択できます。 

- PRE COUNT 

録音操作時に再生される前カウントの設定を 
行います。 

OFF (前カウントを鳴らさない)、 

]〜8 (1 拍〜8拍の前カウントを鳴らす)、 

SP ( SPECIAL ) から選択でさます。 

SP ( SPECIAL ) を選んだとさは次のような前 
カウントを鳴らします。 

|_0 j __^__ J __^__ pi __ J __ J __ J __ I 

- TEMPO 

テンポの設定を行ないます。設定範囲は4日.日 
〜2已日.日（目 PM ) で、日.1刻みで調節でさます。 

- SOUND 

メト□ノームの音色を設定します。目 ELL (ベ 
ルとク U ック音を組み合わせた通常のメト □ 
ノーム音 )、 CLICK (ク U ック音のみ )、 STICK 
(スティックを DP く音）、 COW - 目（カウべル）、 
HI - Q (シンセのク U ック音）から選択できます。 

- PATTERN 

メト□ノームの拍子を設定します。設定でさる 
拍子は0/4〜8/4、6/8 (0/4 ではアクセント 
なし）です。 

- LEVEL 

メト□ノームの音量を設定します。設定範囲は 
日〜1己です。 

3. カーソルを目的の項目に合わせ、ジョグ 
ダイアルを巧し込んでください。 

選んだ項目の設定値を調節でさるようになりま 
す。 

4•ジョグダイアルを上下操作して設定値を 


ZOOM H4 


77 














H 4 の各種設定 


変更し、ジョグダイアルを巧し込んでく 
ださい。 

5 . 必要に応じて手順3、4を繰り返し、メト 
□ ノームの設定を完了させてください。 

6 . 現在還ばれているモードのトップ画面に 
戻るには、 [ MENU ] キーの中央を繰り返 
し巧してください。 

再生/録音などの操作を行えば、設定した条件 
に従ってメト□ノームび動作します。 


HINT 

レコーダーを 巧の途中 に □ケートしてから再生 
/録音を行う場合は、□ケートした位置が1拍目 
となります。 


ディスプレイのコントラスト/ 
バックライトを調節する 

ディスプレイのコントラストやバックライトの 
オン/オフは、必要に応じて調節でさます。 

7 . ステレオモードまたは4トラックモード 
のトップ画面で [ MENU ] キーの中央を巧 
して < ださい。 

H 4 の各種設定を行うメインメニューび表示され 
ふ 〇 


— 

□ 0： 00： 00:000 

MEHU 

■STOP 

►PROJECT 

A 

1 

FILE 


NODE 


REC MODE 

U 

T 


2 . ジョグダイアルを上下操作してカーソル 
を " D 旧 PLAY " に合わせ、ジョグダイア 
ルを巧し込んでください。 

ディスプレイの設定を行う DISPLAY 画面び表示 
されます。 


□0:00:00:000 BSTOP 
DISPLAV 

身气4 货 

> 3 1 己 seG 


この画面で操作でさる項目とその設定値は次の 
通りです。 

- CONTRAST 

コントラストを設定します。設定範囲は]〜8 
です。 

- BACK LIGHT 

バックライトのオン/オフを設定します。日 N 
(常にオン）、 OFF (常にオフ)、1己 sec 爆後 
にキー/ジョ つ'タイマ、 レを操作してから]己秒 
でオフ)、3日 sec (最後にキー/ジョグダイア 
ルを操作してから3日秒でオフ）の中から選択 
でさます。 

3. ジョグダイアルを上下操作してカーソル 
を目的の項目に合わせ、ジョグダイアル 
を巧し込んでください。 

選んだ項目の設定値を調節でさるようになりま 
す。 

4 . ジョグダイアルを上下操作して設定値を 
調節し、ジョグダイアルを巧し込んでく 
ださい。 

新しい設定値び確定します。 

5 . 必要に応じて手順3、4を繰り返し、ディ 
スプレイの設定を完了させてください。 

6 . 現在選ばれているモードのトップ画面に 
戻るには、 [ MENU ] キーの中央を繰り返 
し巧してください。 
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H 4 の各種設定 


フアンタム電源のオン/オフを 
切り替える 


H 4 の [ INPUT 1 ]/[INPUT 2] 端テにコンデン 
サーマイクやダイレクトボックスなどを接続す 
るときは、必要に応じて + 48 V または + 24 V の 
フアンタム電源を供給でさます。フアンタム電 
源のオン/オフを切り替えるち法は、次の通り 
です。 

7 . ステレオモードまたは4トラックモード 
のトップ画面で、 [ MENU ] キーを下 
(INPUT MENU ) に}甲してください。 

入力の各種設定を行う INPUT メニューび表示さ 
れます。 


□0:00:00:000 BSTOP 
INPUT MENU 



2 . ジョグダイアルを上下操作してカーソル 
を " PHANTOM " の項目に合わせ、ジョ 
グダイアルを巧し込んでください。 

ファンタム電源の設定び可能になります。 

MENU 

I 膠 … 


OFF 


3. ジョグダイアルを上下操作して、次の中 
か5設定を還んでください。 

- OFF 

ファンタム電源びオフになります。 

. 24V 

[INPUT ]]/[INPUT 2] 端子に、 +24 V の 
ファンタム電源を供給します。 


- 48V 

DNPUT 1 ]/[INPUT 2] 端テに、 +48 V の 
フアンタム電源を供給します。 

NOTE 

外部機器の中には、 +24V のフアンタム電源で 
は動作しないちのちあります。ただし、 +48V 
の設定に比べて消費電力を抑えることがでさる 
ので、電池駆動時には有効です。 

4•設定内容を確定ずるには、ジョグダイア 
ルを巧し込んでください。 

5 . 現在還ばれているモードのトップ画面に 
戻るには、 [ MENU ] キーの中央を巧して 
<ださい。 

フアンタム電源をオンにすると、 +48 V または 
+ 24 V のマークびトツプ画面に表示されます。 

+48 V マーク 


□ 0： 00： 00：000[SaSTOP 

I FILE I KTE-0 日日 ■ …リ 

Q I . I . I . I . I . I . I . I . I 

-HB.-aH … 二 -1■ 自二ち … 

IH-H-El 


キーホールド機能を設定ずる 

H 4 では、録音中の誤操作などを防ぐために、ほ 
とんどの操作子を一時的に無効にでさます(キー 
ホールド機能)。キーホールド機能を有効にする 
方法は、次の通りです。 

7 . H 4 を再生または録音状態にしてくださ 
い。 

キーホールド機能を有効にすると、ほとんどの 
操作び行えなくなります。このため、キーホー 
ルド機能を解除するまで、この状態び維持され 
ふ^ 〇 

2. [ MENU ] キーの中央を巧し、ディスプレ 
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H 4 の各種設定 


イに "Key Hold " と表示されるまで}甲し 
続けてください。 

キーホールド機能び有効になり、 [ POWE 刊、 [ M に 
GAIN]、[INPUT 1 GAIN]、[INPUT 2 GAIN ] ス 
イッチ 、 [PHONES LEVEL ]、 および [ MENU ] キー 
(中央のみ）似外のすべての操作テび無効となり 
ます。 

キーホールド機能び有効な間は、いずれかのキー 
を巧すとディスプレイび2秒間次のように変わ 
ります。 



3. キーホールド機能を無効にするには、 
[ MENU ] キーの中央を巧し続けてくださ 
い。 

ディスプレイび元の表示に戻ります。 


USB を使 5 


H 4 の [ USB ] 端子をパソコンに接続すれば、 H 4 
をエフェクト内蔵のオーディオインターフェー 
スとして利用でさます（ただし、エフェクトを 
利用できるのは、サンプ U ングレートび 44.1 kHz 
のとさに限ります)。また、 H 4 をカード IJ ーダー 
として使用し、 H 4 に挿入された SD カードをパ 
ソコン側から操作することを可能です。 


パソコンの才ーディオインターフェー 
スとして利用する 

ここでは、 H 4 をパソコンのオーディオインター 
フェースとして利用するち法について説明しま 
す。 

H 4 のオーディオインターフェース機能は、次の 
動作環境に対応しています。 


♦ 対応 0 S 

.Windows XP 

•Mac 日 SX (1 日. 2iU 降） 

参ビットレート 

1郎け 

♦ ヴンプ U ングレート 

44.1 kHzMSkHz から選択可能 

H4 をオーディオインターフェースとしてパソ 
コンに認識させれば、 H 4 への入力信号をエフェ 
クトで加工し、 DAW (デジタルオーディオワー 
クステーション）ソフトウェアのオーディオト 
ラックに録音できます。また、 DAW ソフトウェ 
アの再生信号を H4 の [LINE 日 UTPUT] 端子、 
[PH 日 NES] 端子から出力できます。 

なお、 DAW ソフトウェアの録音/再生状態とは 
無関係に、入力信号は常に H 4 側でモニターでさ 
ふ 9 〇 

DAW ソフトウ I アの録音/再生方法は、ソフト 
ウェアのマニュアルをご参照ください。 


NOTE 

- DAW ソフトウェアにエコーバック機能（録音時 
に入力信号をスルー出力する機能）がある場合 
は、么、ずオフに設定してください。オンのまま 
で録音すると、出力信号がフランジャーやディ 
レイのかかったような音色になりますのでごま 
意ください。 

-エフェクトを利用でさるのは、ヴンプリング 
レートが 44.1 kHz のときに限ります。 

7. H 4 の [ USB ] 端子とパソコンを USB ケー 
ブルで接続してください。 

2. H 4 の レコーダーび 停止していることを 
石崔認し、ステレオモードまたは4トラッ 
クモードのトップ画面で [ MENU ] キーの 
中央を巧してください。 

H 4 の各種設定を行ラメインメニューび表示され 
ます。 


80 


ZOOM H4 



















H 4 の各種設定 


□ 0 ： 00 ： 00:000 

■STOP 

MENU 


►PROJECT 

A 

1 

FILE 

NODE 

REC MODE 

B 

T 


3. ジョグダイアルを上下操作してカーソル 
を " USB " に合わせ、ジョグダイアルを 
巧し込んでください。 

US 目接続時の動作を選択する USB MODE 
SELECT 画面び表示されます。 


USB MODE SELECT 


CONNECT TO PC 


HINT 

H 4 の [ POWE 刊スイッチを日 FF にしてパソコン 
に接続すると、自動的に [ USB ] 端子経由で電源 
が供給され、上記の画面が表示されます。この 
とさは通常のレコーダー動作は行えず、 " AUDI 日 
I / O " と "CONNECT TO PC " の2つの機能だけ 
が利用でさます。 


4 . ジョグダイアルを上下操作してカーソル 


を "AUDIO I / O " に台わせ、ジョグダイ 
アルを巧し込んでください。 

ディスプレイび次のよラに変化します。 



この画面では、パソコンに H 4 を認識させる操作 
( CONNECT ) と、ヴンプ U ングレートの変更 
( SAMPLE ) び行えます。 


5 . 使用ずるサンプリングレートを変更ずる 
には、次のように操作してください。 

① ジョグダイアルを上下操作してカーソルを 
" SAMPLE " の項目に合わせ、ジョグダイア 
ルを巧し込みます。 

② ジョグダイアルを上下操作してサンプリング 
レートを 44.1 kHz 、48 kHz から選び、ジョ 
グダイアルを巧し込みます。 

選んだサンプ U ングレートび確定します。 


NOTE 

パソコンが H 4 をオーデイオインターフェースと 
して認 J 哉している間は、ヴンプ U ングレートの 
変更が行えませんのでご注意ください。 

6 . H 4 をオーデイオインターフェースとして 
パソコンに認識させるには、ジョグダイ 
アルを上下操作してカーソルを 
" CONNECT " の項目に合わせ、ジョグ 
ダイアルを巧し込んでください。 
ディスプレイび次のよラに変わります。 


•心 

H 日り AUDI 日レ日 NODE 
raiiT 

巧 


► 川 1。 fLEUELl lEFFECTl 


ここでは、オーディオインターフェース機能に 
関する各種設定び行えます。操作でさる項目と 
その説明は次の通りです。 

- INPUT 

オーディオインターフェースの入カソースを 
選択します。設定方法は、4トラックモードで 
入カソースを選択するとさと共通です。 

- LEVEL 

パソコンへの入カレベルび調節でさます。設定 
方法は4トラックモードの録音レベルの調節と 
共通です。 
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H 4 の各種設定 


- EFFECT 

オーディオインターフェースのエフェクト設 
定を行ないます。設定方法は4トラックモード 
のエフェクトと共通です。 

- TUNER 

オーディオインターフェースとして使用する 
とさのチューナーの設定を行ないます。設定方 
法は4トラックモードのチューナーと共通で 
す。 

- PHANTOM 

オーディオインターフェースとして使用する 
とさのファンタム電源の設定を行ないます。設 
定方法は通常のファンタム電源の設定と共通 
です。 


HINT 

- H 4 を通じてオーディオ信号の入出力を行ラに 
は、 DAW ソフトウェア側の設定もお、要です。詳 
しくは DAW ソフトウェアのマニュアルをご参 
照ください。 

•エフェクトを利用でさるのは、ヴンプリング 
レートが 44.1 kHz のときに限ります。 

- H 4 で設定したサンプリングレートと、パソコン 
で設定でさるサンプリングレートはお、ず一致さ 
せてください。これらの設定が異なるとパソコ 
ンとの通信が正常に行えません。 

NOTE 

この手順で行った各種設定は、オーディオイン 

ターフェースとして動作するとさだけ有効な設 

定として保存されます。ステレオモードや4卜 

ラックモードの各種設定には影響しません。 

/• 接続を解除ずるには、手順目の画面で 
[ MENU ] キーの中央を}甲してください。 

ティスプレイに 「erminateThe Connection 
とメッセージび表示されます。日 K ボタンを実行 
すると、パソコンとの接続び解除され、接続を 
行ラ直前の画面に戻ります。 

なお、 CANCEL ボタンを選んだ場合は、接続の 
解除はせずにメッセージび消えます。 

ただし、 H 4 の [ POWE 刊スイッチびオフの状態 
で [ USB ] 端テから電源び供給されている場合、 
この操作は無効です。 


8 . ステレオモードまたは4トラックモード 
のトップ画面に戻るには、 [ MENU ] キー 
の中央を繰り返し}甲してください。 

NOTE 

[ USB ] 端子経由で電源を供給している場合、 
[ MENU ] キーの中央を巧してち、選択中の USB 
機能を解除することはできません。トップ画面 
を表示させるには、 US 目ケーブルを巧いて電源 
を切り、 H 4 の [ POWE 刊スイッチを日 N にして 
通常の方法で起動してください。 


H 4 を SD 力ードリーターとして使用 
する 

US 目を使えば、 H 4 に挿入された SD カードを、 
パソコンから操作できます。 H 4 で録音した素材 
をパソコンに移してから編集やミックスを行い 
たいとさに便利です。 

7. H 4 の [ USB ] 端子とパソコンを USB ケー 
ブルで接続してください。 

2. レコーダーび停止していることを確認し、 
ステレオモードまたは4トラックモード 
のトップ画面で [ MENU ] キーの中央を巧 
して < ださい。 

H 4 の各種設定を行うメインメニューび表示され 
ふ 〇 

3. ジョグダイアルを上下操作してカーソル 
を " USB " に合わせ、ジョグダイアルを 
巧し込んでください。 

US 目接続時の動作を選択する USB MODE 
SELECT 画面び表示されます。 


USB MCiDE SELECT 

►AUDI 日 I/O 
CONNECT TO PC 
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HINT 

H4 の [POWE 刊スイツチをオフにしてパソコン 
に接続すると、自動的に [USB] 端子経由で電源 
が供給され、上記の画面が表示されます。 

4 . ジョグダイアルを上下操作してカーソル 
を "CONNECT TO PC " に合わせ、 

ジョグダイアルを巧し込んでください。 

ディスプレイび次のよラに切り替わります。 


SD 力ードを操作する 

ここでは、 SD カードの各種操作について説明し 
よ9 〇 


SD カードの空き容量を確認する 

SD カードの残量を表示します。 


HOU 

•一 > 

COHHECTIHG TO PC 

1 

1 

1 BSSS^ 

J 柳 ^ 




この画面び表示された時点で、パソコンと H 4 び 
オンライン状態になり、パソコンび H 4 を外部記 
憶装置として認識して、 SD カードの操作び可能 
になります。必要に応じて、パソコン側からファ 
イルのコピーや削除を行ってください。 

5 . 接続を解除するには、パソコン側でオン 
ライン状態を解除してください。 

6 . ステレオモードまたは4トラックモード 
のトップ画面に戻るには、 [ MENU ] キー 
を巧してください。 


7 . レコーダーび停止していることを確認し、 
ステレオモードまたは4トラックモード 
のトップ画面で [ MENU ] キーの中央を巧 
して< ださい。 

H 4 の各種設定を行うメインメニューび表示され 
ます。 


2 . ジョグダイアルを上下操作してカーソル 
を " CARD " に合わせ、ジョグダイアル 
を巧し込んでください。 

SD カードの操作を選択する CARD メニューび表 
示されます。 


□0:00:00:000 BSTOP 
CARD 


間削が 


NOTE 

-パソコン側で接続を解除せずに [MENU] キーを 
押すと、強制的に接続が解除され、パソコン側 
にエラーが表示されます。ファイルの破損を防 
ぐためにち、解除の操作はお 1ずパソコン側から 
行ってください。 

- [USB] 端子を経由して電源を供給している場 
合、 [MENU] キーの中央を巧してち、選択中の 
US 巨機能を解除することはできません。 

- [MENU] キーの中央を巧してパソコンとの接続 
を解除し、トップ画面に戻る場合は SD カード 
に保存されているデータの状態で再起動しま 
す。 


3. ジョグダイアルを上下操作してカーソル 
を " REMAIN " に合わせ、ジョグダイア 
ルを巧し込んでください。 

SD カードの空さ容量び、バーグラフ、 M 目（メ 
ガバイト）単位、]トラック換算の録音時間（時 
間/分/秒）で表示されます。 


iMmmuHO. 日日日 PRJ 曰曰白 
CARD REMAIN 


0=07:24 


■=1 
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H 4 の各種設定 


HINT 

-上記の情報は表示のみです。変更はでさません。 
•録音可能な残り時間は概算です。目まとしてお 
考えください。 

4 . ステレオモードまたは4トラックモード 
のトップ画面に戻るには、 [ MENU ] キー 
の中央を繰り返し巧してください。 


SD カードを初期化する 

H 4 に挿入されている SD カードを初期化します。 
パソコンやデジタルカメラなどの外部機器で初 
期化された SD カードを H 4 で使用するときは、 
必ず下の方法で初期化を行ってください。 


NOTE 

初期化を実行すると、 SD カードに保存されてい 
た内容はすべて消去され、復活させることはで 
さなくなります。この操作は慎重に行ってくだ 
さい。 

7 . レコーダーび停止していることを確認し、 
ステレオモードまたは4トラックモード 
のトップ画面で [ MENU ] キーの中央を}甲 
して < ださい。 

H 4 の各種設定を行うメインメニューび表示され 
ふ 〇 

2 . ジョグダイアルを上下操作してカーソル 
を " CARD " に合わせ、ジョグダイアル 
を}甲し込んでください。 

SD カードの操作を選択する CARD メニューび表示さ 
れます。 


3. ジョグダイアルを上下操作してカーソル 
を " FORMAT " に合わせ、ジョグダイア 
ルを}甲し込んでください。 

ディスプレイび次のよラに変わります。 



FORMAT ボタン CANCEL ボタン 

4 . SD 力ードの初期化を実行ずるには、ジョ 
グダイアルを上下操作してカーソルを 
FORMAT ボタンに合わせ、ジョグダイア 
ルを巧し込んでください。 

カードの初期化び開始されます。初期化び終わ 
ると、自動的にステレオモードのトップ画面に 
移動します。 

なお、 CANCEL ボタンを選んだとさは、操作を 
中止して手順2の画面に戻ります。 


ソフトウエアのバージヨンアツ 
プについて 


SD カードとパソコンを使えば、お客様ご自身の 
手で H 4 のシステムソフトウエアをバージョン 
アップできます。バージョンアップを行うには、 
iU 下のように操作してください。 

7 . ズームの Web サイトか5システムソフト 
ウェアをダウン□ー ドしてください。 


□ 0： 00： 00:000 
CARD 


■STOP 


間削が 


HINT 

-現在のバージョンは、起動時にディスプレイに 
表示されます。 

-最新のシステムソフトウェアは、ズームの Web 
ウイト （http://www.zoom.co.jp/) から入す巧 
能です。 
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2 . システムソフトウェアをパソコンか5 
USB 経由で SD 力ードにコピーしてくだ 
さい。 

詳しくは 「 H 4 を SD カード U —ダーとして使用 
する」（一 P 82) をご参照ください。 


3. 上記の SD 力ードを H 4 に挿入し、 

[ MENU ] キーを下 （INPUT MENU ) に 
巧しなび5、 H 4 の電源を入れてくださ 
い。 

次のよラな画面び立ち上びります。 



4•パージョンアップを実行するには、ジョ 
グダイアルを巧し込んでください。 

バージョンアップび終了すると " Complete !" と 
表示されます。電源を入れ直すと、新しいバー 
ジョンで起動します。なお、起動時に現在のバー 
ジョンを確認することびでさます。 
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レコーダー 


トラック 4 

最大同時録音トラック 
2 

最大同時再生トラック 
4 

録音時間 2 GB 約] 90分 ( WAV 44.1 kHz / 1目 bit ステレオトラック換算) 

約34時間 ( MP 3 44.1 kHz / 1 28 kbps ステレオトラック 
換幫 

※録音時間は目安です。条件により多少短くなることがあ 

D ます。 

プ□ジェクト 1000/力ード 

□ケート _時/分/秒/ミ U 秒 

Audio ファイル編集 

名前編集、削除、コピー、インポート、サイズ確認 
その他機能 パンチイン/アウト、バウンス、 A - B リピート 

エフェクト（インサート） モジュール 2 

タイプ 己3 

パッチ 目0 

チューナー ク□マチック、ギター、ベース、オープン A / D / E / G、DADGAD 

メト□ノーム メト□ノーム音源 

己 

変拍子 ]/4〜8/4、目/8、アクセントなし 

テンポ 40.0〜2己0.0 BPM 

A/D 変換 24ビット 

128倍オーバーヴンプリング 

D/A 変換 24ビット 

128倍オーバーヴンプ U ング 

記録メディア SD 力ード (1 目 M 目〜 2 GB ) 

データタイプ フォーマット WAV 

<録音/再生 > 量子化ビット数1目(ステレオ、4トラックモード)/ 

24 bit (ステレオモード） 

サンプリング周波数 

44.1 kHz (ステレオ、4トラックモード)、 
48 kHz ，96 kHz (ステレオモード） 

フォーマット MP 3( ステレオモード） 

<録音> ビットレート 48,已6,目4,80,9目，112，128，1目0，192， 

224,256.320 kbps,VBR 
サンプリング周波数 

44.1 kHz 

<再生> ビットレート 32,40,48，己目，目4,80,9目，112.12 8. 

160,192,224,2己6,320 kbps’VBR 
サンプリング周波数 

44.1 kHz 、48 kHz 

ディスプレイ 128 X 目4ドット 

フルドット LCD (バックライト付） 
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仕様 


入力 


インプット XLR (バランス入力)/標準フオーン（アンバランス入力) 

コンボジャック 
入カインピーダンス 

(バランス入力時） IkO 平衡、2番ホット 

(アンバランス入力時）480 kO 不平衡 
入カレベル 


( INPUT 1，2スイツチ） 

(バランス入力時） 

L 

M 

H 

(アンバランス入力時） 

L 

M 

H 

内蔵ステレオマイク 

指向性コンデンサーマイク 
ゲイン(マイクスイッチ） L 

M 
H 


-20 clBm (マイク用） 

-30 服 m (マイク用） 

—40 clBm (マイク用） 

-lOdBm 

(ギター、ベース、ライン入力用） 
-30 clBm (マイク用） 

-40 clBm (マイク用） 


+6服 
+20服 
+30服 


ファンタム電源 48 V 、24 V、OFF 

マスター 出力 三ニステレオフォーンジャック 

出力負荷インピーダンス 10 kOl；LL 
定格出カレベル -lOdBm 


へッドフオン出力 

USB 


電源 


電池 


三 ニステレオフ オーンジヤ ック 
己 0 mW (32 Cl 負荷時） 


USB 2.0 FULL speed マスストレージクラス動作、 
オーディオインターフェース動作 
各 USB 機能は US 目バスパワーでの動作可能 

AC アダプター DC 9 V 、 300 mA (ズーム AD -000 目） 


単3乾電池2本 


連続録音時間 4時間 


連続再生時間 4.日時間 


外形寸法 


70( W)xl 52.7( D ) X 35( H ) mm 


重量 


190呂 


* OdBm 二0.77已 Vrms 

* 製品の仕様及び外観は、改良のため予告なく変更することがあります。 
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» 障かな？と思われる前に 




H 4 の動作びおかしいと感じられたときは、まず次の項目を確認してください。 


録音/巧生のトラブル_ 

♦音び出ない、もしくは非常にルさい 

- モニター システムの接続、および モニター シス 
テム側の音量を確認してください。 

. トラック]〜 4の音量レベルの数値び下びりさっ 
ていないか確認してください。 

♦ レコーダーび再生途中で止まってしまう 

-トラックを録音可能ステータスにしたまま再生 
を行ラと、 H 4 内部で一時ファイルび作られま 
す。カードの残り容量び少ない場合、一時ファ 
イルでカードの空さ容量を使い切ってしまい、 
強制的に停止することびあります。この場合は 
トラックの録音可能ステータスを解除してくだ 
さい。 

♦接続した楽器の音が聞こえない、もしく 
は非常に小さい 

-入カソースの設定を確認してください（一 P 31, 
48)。 

- [INPUT 1 GAIN]、[INPUT 2 GAIN]、[MIC 
GAIN ] の各スイッチの設定を確認してください 
(一 P 32)。 

-録音レベルの設定び適切かどラかを確認してく 
ださい（一 P 31 i 48)。 

- [INPUT 1 ]/[INPUT 2] 端テを利用している場 
合、接続した機器の出カレベルを上げてみてく 
ださい。 

-モニター機能（一 P 已 1) びオフのときは、トラッ 
クを録音可能状態にするか、レコーダーを録音 
待機状態にしなければ、入力信号をモニターで 
をません。 


♦ トラックに録音できない 

- [ REC ] キーと録音先トラックに対応する TRACK 
キーびホく点灯しているかを確認してください。 
-プ□ジェクトにプ□テクトびかかっているとさ 
は録音び行えません。他のプ□ジェクトを利用 


するか、プ□テクトをオフにして < ださい 
卜 P 已8)。 

-ス□ットに SD 力ードび挿入されていることを 
確認してください。 

-キーホールド機能び有効になっていないか確認 
してください（一 P 79)。 

-ディスプレイに "Card Protect " と表示される 
ときは SD カードにライトプ□テクト（書き換 
え保護機能）びかけられています。ライトプ □ 
テクトスイッチをスライドさせてライトプ□テ 
クトを解除してください。 

♦バウンスびできない 

. トラック] 〜4の音量レベルび下びりさってい 
ないか確認してください。 

- SD カードに十分な空さ容量びあることを確認 
して <ださい。 


その他のトラブル 


♦エフェクトびかか6ない 

-エフェクトびオンになっているかを確認してく 
ださい。ステレオモードでち4トラックモード 
でち、初期状態ではエフェクトびオフに設定さ 
れています。 

♦ チューナーび利用できない 

-チューニングしたい楽器を接続した端テび、入 
カソースとして選ばれているか確認してくださ 
い。 

♦ USB 端子をパソコンに接続してら認識 
されない 

-対応日 S び適切かどラかを確認してください 
(一 P 80)。 

• H 4 をパソコンに認識させるためには、 H 4 側で 
USB の動作モードを選択する必要びあります 
卜 P 81)。 
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ト タイプと パラメーター 




4トラック モー ドのエフェクト タイプと パラメーター 

(PREAMP モジユール ) 


• ギタープリアンプ系のエフェクトタイプ 


FD CLEAN 

FENDER TwinReverb ('目已）のクリーンヴウンドです。 

VX CLEAN 

VOX AC30 のクリーンヴウンドです。 

HW CLEAN 

HIWATTcustoml 日〇のクリーンヴウンドです。 

UK BLUES 

MARSHALL 1962己 luesbreaker のクランチサウンドです。 

BG CRUNCH 

MESA BOOGIE Mklll のクランチサウンドです。 

MS #1959 

MARSHALL 19已9のクランチサウンドです。 

PV DRIVE 

PEAVEY 己1已〇の八イゲインヴウンドです。 

RECT VNT 

MESA BOOGIE Dual Rectifier のレッドチャンネル （Vinta 邑己モード）を 
使った八イゲインヴウンドです。 

DZ DRIVE 

Diezel Herbe けのチャンネル3を使った八イゲインヴウンドです。 

TS+FD CMB 

FENDER コンボアンプと旧 ANEZ TS-9 を組み合わせたサウンドです。 

SD+MS STK 

MARSHALL スタックアンプと BOSS SD-1 を組み合わせたサウンドです。 

FZ+MS_STK 

FuzzFace と MARSHALL スタックアンプを組み合わせたサウンドです。 


上記の12種類のエフェクトタイプは、パラメーターび共通です。 


① CABINET 
(キャビネット） 

〇〜2 

② GAIN (ゲイン） 

0-100 

スピーカーキヤビネツトの箱鳴りの深さを調節しま 
す。 

プ U アンプのゲイン（歪みの深さ）を調節します。 

③ BASS (ベース） 

-12-12 

④ MIDDLE (ミドル） 

-12 〜12 

低音域のブースト/カツト量を調節します。 

中音域のブースト/カツト量を調節します。 

⑥ TREBLE (トレブル） 

-12-12 

⑥ LEVEL (レベル） 

1-100 

高音域のブースト/カツト量を調節します。 

PREAMP モジュール通過後のレベルを設定します。 

⑦ ZNR (ズームノイズ 
リダクション） 

OFF、 1〜1目 


ズーム独自のノイズ U ダクシヨン ZN R の感度を調節 
します。 


ACO SIM 

エレクトリックギターの音色をアコースティックギター風に変えるエフェク 
卜です。 

① TOP (トップ） 

〇〜10 

② BODY (ボディ） 

〇〜10 

アコースティックギター特有の弦の 響 さを調節しま 
す。 

アコースティックギター特有の洞の 響 さを調節しま 
す。 

③ BASS (ベース） 

-12-12 

④ MIDDLE (ミドル） 

-12 〜12 

低音域のブースト/カツト量を調節します。 

中音域のブースト/カツト量を調節します。 

⑥ TREBLE (トレブル） 

- 12〜12 

⑥ LEVEL (レベル） 

1-100 

高音域のブースト/カツト量を調節します。 

PREAMP モジユール通過後のレベルを設定します。 
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エフェクトタイプとパラメーター 


⑦ ZNR (ズームノイズ 
リダクション） 

OFF 、 1〜1巨 

ズーム独自のノイズ U ダクシヨン ZNR の感度を調節 
します。 


• ベースプリアンプ系のエフェクトタイプ 


SVT 

AMPEG SVT のモデリングです。 

BASSMAN 

FENDER BASSMAN 100のモデリングです。 

HARTKE 

HARTKE HA 3 已〇〇のモデ ij ングです。 

Sup 色 rBass 

MARSHALL SUPER BASS のモデ U ングです。 

SANSAMP 

SANSAMP BASS DRIVER Dl のモデ U ングです。 

TUBE PRE 

ズームオリジナルのチューブプリ音色です。 


上記の目種類のエフェクトタイプは、パラメーターび共通です。 


① CABINET 
(キャビネット） 

〇〜2 

② GAIN (ゲイン） 

0-100 

スピーカーキャビネツトの箱鳴りの深さを調節しま 
す。 

プ U アンプのゲイン（歪みの深さ）を調節します。 

③ BASS (ベース） 1 -12 〜12 

④ MIDDLE (ミドル）1 - 12〜12 

低音域のブースト/カツト量を調節します。 

中音域のブースト/カツト量を調節します。 

⑥ TREBLE (トレブル） 

-12 〜12 

⑥ BALANCE 
(バランス） 

0-100 

高音域のブースト/カツト量を調節します。 

入力される前の信号とモジュール通過後の信号の三ッ 
クスノくランスを設定します。値び大さいほど通過後の 
信号び大さくなります。 

⑦ LEVEL (レベル） 

1-100 

⑧ ZNR (ズームノイズ 
リダクション） 

OFF . 1〜16 

PREAMP モジュール通過後のレベルを設定します。 

ズーム独自のノイズ U ダクシヨン ZN R の感度を調節 
します。 


•表中のメーカー名、製品名は各社の商標または登録商標です。これらの名称は、音色の傾向を説明する目的で 
使われているちので、株式会社ズームとは無関係です。 


• マイクプリアンプ系のエフェクトタイプ 


VO MICPRE 

ボーカル録音に適した特性のプリアンプです。 

AG MICPRE 

アコースティックギター録音に適した特性のプリアンプです。 

FLAT MPRE 

フラットな特性のプリアンプです。 


上記の3種類のエフェクトタイプは、パラメーターび共通です。 


① COMP (コンプ） 

OFF 、 1〜10 

② DE-ESSER 
(ディエッサー） 

OFF . 1〜10 

高いレべ J レの信号を抑え、低いレべ J レの信号を持ち上 
げて、全体の信号レベルを圧縮するためのパラメー 
ターを設定します。 

「ヴ、シ、ス、セ、ソ」などの歯擦音のカツト量を設 
疋します。 

③ LOW CUT 
(□—カット） 

OFF 、 1〜10 

④ BASS (ベース） 

-12〜12 

マイクび拾いやすい低音のノイズを減らすための 
フィルターの周波数を設定します。 

低音域のブースト/カツト量を調節します。 
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エフェクト タイプと パラメーター 


⑥ MIDDLE (ミドル）1 - 12 〜 12 

⑥ TREBI_E ( トレブル）1 -12 〜 12 

中音域のブースト/カツト量を調節します。 

高音域のブースト/カツト量を調節します。 

⑦ LEVEL (レベル） 1-100 

⑧ ZNR (ズ ーム ノイズ off 1 〜 16 
リダクション） U トト、1 lb 

PREAMP モジュール通過後のレベルを設定します。 

ズーム独自のノイズ U ダクシヨン ZNR の感度を調節 
します。 


(EFX モジ ユール 


• コンプレッサー/リミッター系のエフェクトタイプ 


RACK COMP 

高いレベルの信号を圧縮し、レベルの底上げを行ラコンプレッサーです。 

① THRESHOLD 

(スレツシヨルド） 

0〜已〇 

② RATIO (レシオ） 

1〜10 

コンプレッサーび動作する基準レベルを設定します。 

コンプレッサーによる圧縮の比率を調節します。 

③ ATTACK (アタック） 

1〜10 

④ LEVEL (レベル） 

2-100 

コンプレッサーの立ち上びり速度を調節します。 

EFX モジュール通過後のレベルを設定します。 


LIMITER 

入力信号が一定のレベルを越えたとさに圧縮するリミッターです。 

① THRESHOLD 

(スレツシヨルド） 

0〜已〇 

② RATIO (レシオ） 

1 〜 10 

U 三ッターび動作する基準レベルを設定します。 

U 三ッターによる圧縮の比率を調節します。 

③ RELEASE 
(U リース） 

1 〜 10 

④ LEVEL (レベル） 

2-100 

信号び基準レベルを下回ってから 、 U 三ッ ターの効 
果び解除されるまでの速さを調節します。 

EFX モジュール通過後のレベルを設定します。 


• 変調系のエフェクトタイプ 


AUTO WAH 

入力信号の強弱に応じてワウ効果がかかるエフェクトです。 

① POSITION 
(ポジション） 

Before、After 

② SENSE (センス） 

-10 〜一1、1〜10 

EFX モジュールの接続位置を選択します。 Before 
(PREAMP の前）または After (PREAMP の後）び 
選べます。 

効果の感度を設定します。 

③ RESONANCE 
(レゾナンス） 

〇〜10 

④ LEVEL (レベル） 

2-100 

クセの強さを設定します。 

EFX モジュール通過後のレベルを設定します。 


PHASER 

音にシユワシユワした揺らぎを加えるエフェクトです。 

① POSITION 
(ポジション） 

Before、After 

② RATE (レイト） 

〇〜已0、 

(P93 別表） 

EFX モジュールの接続位置を選択します。 Before 
(PREAMP の前）または After (PREAMP の後）び 
選べます。 

変調の速さを調節します。 

③ COLOR (カラー） 

4STAGE、8STAGE、 
INVERT 4、 INVERTS 

④ LEVEL (レベル） 

2-100 

音色のタイプを選択します。 

EFX モジュール通過後のレベルを設定します。 
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エフェクトタイプとパラメーター 


TREMOLO 

音量を周期的に上下させるエフェクトです。 

① DEPTH (デプス） 

〇〜100 

② RATE (レイト） 

〇〜已0、 P 
( P 93 別表） 

変調の深さを調節します。 

変調の速さを調節します。 

③ WAVE (ゥエーブ） 

UP 0 〜9、 

DOWN 0〜9 、 TRI 〇〜9 

④ l_EVEL (レベル） 

2-100 

変調用の波形を UP (上昇ノコギ U 波)、 D 日 WN (下 
降ノコギ U 波)、 TRI (三角波）の中から選びます。 
数値び大さいほど波形の先端びクリップして、効果 
び強調されます。 

EFX モジュール通過後のレベルを設定します。 


RING MOD 

金属的なサウンドを作り出すエフェクトです。 FREQUENC 丫パラメーター 
の設定で音色がガラリと変わります。 

① POSITION 
(ポジション） 

Before、After 

② FREQUENCY 
(フリケンシー） 

1〜已〇 

EFX モジュールの接続位置を選択します。 Before 
(PREAMP の前）または After (PREAMP の後）び 
選べます。 

変調に使用する周波数を設定します。 

(3) BALANCE 
(バランス） 

0-100 

④ LEVEL (レベル） 

2-100 

原音とエフェクト音のバランスを調節します。 

E FX モジュール通過後のレベルを設定します。 


SL 0 WATK 

いわゆるバイオリン奏法のように、1音1音の立ち上がりをゆるやかにする 
エフェクトです。 

① POSITION 
(ポジション） 

Before、After 

② TIME (タイム） 1〜已〇 

EFX モジュールの接続位置を選択します。 Before 
(PREAMP の前）または After (PREAMP の後）び 
選べます。 

立ち上びりにかかる時間を調節します。 

③ CURVE (力一::0 |〇〜10 

④ LEVEL (レベル） 1 2-100 

立ち上びりの音量変化カーブを設定します。 

E FX モジュール通過後のレベルを設定します。 


CHORUS 

原音にピッチを揺らしたエフェクト音をミックスし、揺れや厚みを加えるエ 
フェクトです。 

ENSEMBLE 

立体的な動さが特徴のコーラスアンサンブルです。 


上記 2 種類のエフェクトタイプは、パラメーターび共通です。 


① DEPTH (デプス） 

0-100 

② RATE (レイト） 

1〜已〇 

変調の深さを設定します。 

変調の速さを設定します。 

③ TONE ( 卜ーン） 

〇〜10 

④ MIX (ミツクス） 

0-100 

音質を調節します。 

原音に対するエフェクト音の三ックス量を調節しま 
す。 


FLANGER 

音に揺れと強烈なラねりを加えるエフェクトです。 

① DEPTH (デプス） 

0-100 

② RATE (レイト） 

〇〜已0、 P 
( P 93 別表） 

変調の深さを設定します。 

変調の速さを設定します。 

③ RESONANCE 
(レゾナンス） 

-10 〜10 

④ MANUAL 

(マニュアル） 

0-100 

変調のクセの強さを設定します。 

効果のかかる周波数帯域を調節します。 
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STEP 

音色が階段状に変化する特殊エフェクトです。 

① DEPTH (デプス） 

0-100 

② RATE (レイト） 

0-50. P (別表） 

変調の深さを設定します。 

変調の速さを設定します。 

③ RESONANCE 
(レゾナンス） 

〇〜10 

④ SHAPE (シエイプ） 

〇〜10 

変調のクセの強さを設定します。 

エフェクト音のエンべ□ープを設定します。 


VIBE 

自動的にビブラートのかかるエフェクトです。 

① DEPTH (デプス） 

0-100 

② RATE (レイト） 

〇〜已0、> (別表） 

変調の深さを設定します。 

変調の速さを設定します。 

③ TONE (卜ーン） 

〇〜10 

(4) BALANCE 
(バランス） 

0-100 

音質を調節します。 

原音とエフェクト音のバランスを調節します。 


CRY 

音色がトーキングモジュレーター風に変化するエフェクトです。 

① RANGE (レンジ） 

1〜10 

② RESONANCE 
(レゾナンス） 

〇〜10 

効果のかかる周波数帯域を調節します。 

効果のクセの強さを設定します。 

③ SENSE (センス） 

-10 〜一1、1〜10 

(4) BALANCE 
(バランス） 

0-100 

効果の感度を設定します。 

原音とエフェクト音のバランスを調節します。 


PITCH 

ピッチを上下にシフトさせるエフェクトです。 

① SHIFT (シフト） 

- 12〜12、24 

② TONE ( 卜ーン） 

〇〜10 

ピッチシフト量を半音単位で設定します。 

音質を調節します。 

③ FINE (フアイン） 

一2己〜2已 

(4) BALANCE 
(バランス） 

0-100 

ピッチシフト量をセント （1/1 00半音）単位で微調 
節します。 

原音とエフェクト音のバランスを調節します。 


【別表】 

マークのついたパラメーターは、メト□ノームのテンポを基準にして、設定値を音符単位で選択することち 
でさます。設定値び対応する音符の長さは、次の通りです。 


よ 

32分音符 

J 3 

2分3連音符 

JX3 

4分音符 X 3 

よ 

16分音符 

,， 

付点8分音符 



J 3 

4分3連音符 

J 

4分音符 




付点1目分音符 

J . 

付点4分音符 




目分音符 

お 2 

4分音符 X 2 

JX20 

4分音符 X 20 


NOTE 

-実際に選択でさる音符の範囲は、パラメーターに応じて異なります。 

-テンポと音符マークの組み合わせによっては対応するパラメーターの可変範囲を越えてしまう 
ことがあります。このような場合、値を半分にして（それでも可変範囲を越えるときは、値を1 
/4にして）動作します。 
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エフェク トタイプと パラメーター 
• デイレイ/リバーブ系のエフェクトタイプ 


AIR 

部屋鳴りの空気感を再現し、空間的な奥行をを与えるエフェクトです。 

① SIZE (サイズ） 

1-100 

② REFI_EX 
(リフレックス） 

〇〜10 

空間の広さを設定します。 

壁からの反射音の量を設定します。 

③ TONE ( 卜ーン） 

〇〜10 

④ MIX (ミツクス） 

0-100 

音質を調節します。 

原音に対するエフェクト音の三ックス量を調節しま 
す。 


DELAY 

最長已〇〇 OmS の□ングディレイに対応したディレイです。 

ECHO 

最長已〇〇 OmS の□ングディレイに対応した、テープエコーのシミ ュ レー 
シヨンです。 

ANALOG 

最長已 OOOmS の□ングディレイに対応した、暖かみのあるアナ□グディレ 
イのシミ ュ レーシヨンです。 


上記の3種類のエフェクトタイプは、パラメーターび共通です。 


① TIME (タイム） 

1〜已000 ms 、 P 
( P 93 別表） 

② FEEDBACK 
(フイードバック） 

0-100 

ディレイタイムを設定します。 

フィードバック量を調節します。 

③ HIDAMP 
(八イダンプ） 

〇〜10 

④ MIX (ミツクス） 

0-100 

ディレイ音の高音域の減衰量を調節します。 

原音に対するエフェクト音の三ックス量を調節しま 
す。 


RVS DELAY 

最長2日00 mS の□ングディレイに対応した、リバースディレイです。 

① TIME (タイム） 

10〜2已〇 0 ms 、P 
( P 93 別鼓 

② FEEDBACK 
(フイードバック） 

0-100 

ディレイタイムを設定します。 

フィードバック量を調節します。 

③ HIDAMP 
(八イダンプ） 

〇〜10 

④ MIX (ミツクス） 

0-100 

ディレイ音の高音域の減衰量を調節します。 

原音に対するエフェクト音の三ックス量を調節しま 
す。 


HALL 

コン ヴー トホールの残響をシミュレートしたリバーブです。 

ROOM 

部屋の残響をシミュレートしたリバーブです。 

SPRING 

スプリングリバーブのシミュレーションです。 

ARENA 

アリーナ級の大会場の残響です。 

TROOM 

タイル貼りの部屋の残響です。 

M SPRING 

明るくスッキリした音色のスプリングリバーブです。 


上記の目種類のエフェクトタイプは、パラメーターび共通です。 


① DECAY (ディケイ） 

1〜30 

② PRE DELAY 
(プリデイレイ） 

1〜100 

残響の長さを設定します。 

原音び入力されてから残響音び始まるまでの時間を 
設定します。 

③ TONE ( 卜ーン） 

〇〜10 

④ MIX (ミツクス） 

0-100 

音質を調節します。 

原音に対するエフェクト音の三ックス量を調節しま 
す。 
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エフェクト タイプと パラメーター 


ステレオモー ドのエフェクトタイプ 


ステレオモードのエフェクトはエフェクトタイプのみでパラメーターはありません。 


[IVNC MODEL モジュール ） 

SM 57 

ダイナミックマイク SHURE SM 已7のモデリングです。 

MD 421 

ダイナミックマイク SENNH 曰 SER MD 421 のモデ U ングです。 

U 87 

コンデンヴーマイク NEUMANN U 87 のモデリングです。 

C 414 

コンデンサーマイク AKG C 41 4のモデリングです。 

〔 COMP/LIMIT モジュール ) 

COMP 

高いレベルの音を圧縮し、レベルの底上げを行ラコンプレッサーです。 

LIMIT 

入力信号が一定のレベルを越えたとさに圧縮するリミッターです。 


表中のメーカー名、製品名は各社の商標または登録商標です。これらの名称は、音色の傾向を説明する目的で 
使われているちので、株式会社ズームとは無関係です。 
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カテゴリー 

N 。- 

パッチ名 

パッチの特長 

PREAMP 

モジュール 

モ思ル 


00 

Fender Clean 

録音用に最適化されたク U — ンの基本音色 

FD CLEAN 

OFF 


01 

Natural Cho 

アルペジオからメ □ディーまで、オールマイティーに使 
えるク U —ンコーラスサウンド 

OFF 

ENSEMBLE 


02 

FunkyCu け ing 

70年代のファンキーなカッティングに最適なサウンド 

FD CLEAN 

AUTO WAH 


03 

Clean Lead 

テンポ120前後に設定されたク U —ンディレイび特徴 
的なソ□プレイに最適なサウンド 

HW CLEAN 

DELAY 


04 

Vox Clean 

Vox AC 30 TBX を使用したビートルズに代表される 
マージービートサウンド 

VX CLEAN 

LIMITER 


05 

Light AcoSim 

スト□ーク奏法に最適なヴウンドび得られるアコース 
ティック.ギターのシミュレーション 

AGO SIM 

HALL 


06 

Clean Comp 

ストンプタイプのコンプとは一味違ラ、クセの少ない自 
然なコンプレッサーサウンド 

FD CLEAN 

RACK COMP 


07 

Cu け ingPhase 

様々なカッティングスタイルをフォ□一する、用途び広 
いフェイヴー 

OFF 

PHASER 


08 

Smooth Trem 

装飾的な全音符から細かいアルペジオまでスムーズにか 
かるトレモ□サウンド 

FD CLEAN 

TREMOLO 


09 

Deep Vibe 

効果音やバンドサウンドに厚みを加えることびでさるビ 
ブラートサウンド 

OFF 

VIBE 


10 

Octave Down 

1オクターブ下の音を追加した歪んだユニゾンサウンド 

TS+FD_CMB 

PITCH 


11 

MS Crunch 

ピッキングに忠実に反応してくれる Marshall 
Bluesbreaker のクランチ•ヴウンド 

UK BLUES 

RACK COMP 

Guitar 

12 

Full Crunch 

バッキングから U - ドまで、マルチに活用できる Mesa 
Boogie Mk III のモデリング 

BG CRUNCH 

RACK COMP 

13 

Air Crunch 

軽い空気感のあるクランチ•サウンド 

UK BLUES 

AIR 


14 

Blues Tone 

ブルースや□ックン□ール系の1」ード1-ーンに最適なお 
のあるサウンド 

TS+FD_CMB 

ROOM 


15 

Crossover 

フュージョンやク□スオーバーに最適なコーラスの効い 
た才ーバートづィブトーン 

BG CRUNCH 

ENSEMBLE 


16 

Peavey Lead 

パワーコード、スピーディーな1」フ、テクニカルなソ□な 
ど様々なプレイに対応した Peavey 已1已〇のノバゲイ 
ンサウンド 

PV DRIVE 

OFF 


17 

Diezel Riff 

DIEZEL Herbert のモデ U ングを使用したへビ ー U フ 
用サウンド 

DZ DRIVE 

OFF 


18 

Rectify Lead 

Mesa Boogie Rect げ ier の八イゲインヴウンドのシ 

ニュレーション 

RECT VNT 

RACK COMP 


19 

Melody Line 

メ□ディーからアド1」ブソ□まで自由に弾けるディレイ 
サウンド 

PV DRIVE 

DELAY 


20 

Classic MS 

Marshall 1959 SuperLeadlOO のモデリング 

MS #1959 

ROOM 


21 

Fuzz Box 

FUZZ FACE + Marshall を使用した抜けの良いファズ 
卜ーン 

FZ+MS_STK 

SPRING 


22 

Air Lead 

空気感と適度な粘りのある Mesa Boo 呂 ie Mk III のドラ 
イブサウンド 

BG CRUNCH 

AIR 


23 

Jet 円 anger 

コード感を表現でをる、フランジャー定まのジェットヴ 
ゥンド 

SD+MS_STK 

FLANGER 


24 

Wah Lead 

歪みとオートワウを組み合わせたヘビーな U — ド向けワ 
ウサウンド 

SD+MS_STK 

AUTO WAH 

Bass 

25 

Hartke 

HARTKE HA 3 已〇〇のモデ IJ ングを使用したタイトな 
サウンド 

HARTKE 

OFF 

26 

Bassman 

FENDER BASSMAN 100のモデ U ングを使用したス 
タンダードなサウンド 

BASSMAN 

OFF 
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27 

SVT 

AMPEGSVT のモデ U ングを使用した□ックに最適な 
サウンド 

SVT 

OFF 


28 

SuperBass 

MARSHALL 1992 SuperBass のモデ U ングを使用 
したドライブサウンド 

SuperBass 

OFF 


29 

SANSAMP 

SANSAMP BASS DRIVER Dl をシミュレートしたヴ 
ゥンド 

SANSAMP 

OFF 

Bass 

30 

Studio Pre 

ミ凡用性の高い癖の無いチューブプ U アンプサウンド 

TUBE PRE 

OFF 

31 

Pick Bass 

HARTKEHA 3 已〇〇のモデ1」ングサウンドをピック弾 
さ用に最適化 

HARTKE 

OFF 


32 

Chorus Bass 

コーラスをブレンドした、メ□ディー弾さに適したサウ 
ンド 

BASSMAN 

ENSEMBLE 


33 

Slap Comp 

フィンガー、ピック、スラップ（チョッパー）など、自由 
自在に気持ちよく弾けるコンプレッサーサウンド 

SVT 

RACK COMP 


34 

Flange Bass 

フュージョンに用いられるフランジングべースサウンド 

TUBE PRE 

FLANGER 


35 

StandardComp 

録音用に最適化されたスタンダードなコンプレッサー 

FLAT MPRE 

RACK COMP 


36 

Studio Comp 

ボーカルレコーディングの際に有効なコンプレッサー 

VO M に PRE 

RACK COMP 


37 

Chorus Vocal 

深いコーラスのかかったソ□ボーカル向けのサウンド 

VO M に PRE 

CHORUS 


38 

Flange Vocal 

癒し系ポップスボーカル用のフランジングサウンド 

VO M に PRE 

FLANGER 


39 

Light Vocal 

明るく歯切れの良いイメージのボーカルに最適なヴウン 
ド' 

FLAT MPRE 

ROOM 


40 

Spring 

スプ1」ング1」バーブの効果び特徴的なサウンド 

VO M に PRE 

SPRING 


41 

Arena 

ア U —ナで歌っているよラな深い U バーブ.サウンド 

VO M に PRE 

ARENA 


42 

Doubling 

オーソドックスなダブ1」ング効果 

VO M に PRE 

DELAY 


43 

Lead Vocal 

メインボーカル向けのディレイ 

VO M に PRE 

DELAY 

Mic 

44 

Analog Echo 

アナ□グディレイを使用した、ボーカル用アナ□グエ 
コーヴウンド 

VO M に PRE 

ANALOG 


45 

Reverse Trip 

U バースディレイを使用した卜 U ッキーな効果 

VO M に PRE 

RVS DELAY 


46 

AG Reverb 

アコースティックギターのマイク録音用に最適化された 
プ U アンプと U バーブの組み合わせ 

AG M に PRE 

ARENA 


47 

AG Arpeggio 

アコースティックギターのマイク録音用に最適化された 
プ1」アンプとコーラスの組み合わせ（アルペジオ向け） 

AG M に PRE 

CHORUS 


48 

AG Ensemble 

アコースティックギターのマイク録音用に最適化された 
プ U アンプとアンサンブルの組み合わせ（アルペジオ向 
け） 

AG M に PRE 

ENSEMBLE 


49 

AG Lead 

アコースティックギターのマイク録音用に最適化された 
プリアンプとディレイの組み合わせ （ U — ド向け） 

AG M に PRE 

DELAY 

1 50 -朗 

EMPTY 

1 1 


《このパッチ U ストに記載されている会社名、製品名などはすべて各社の所有する商号、商標であり、（株)ズームとは関係あり 
ません。すべての製品名、説明は、本機の開発中に参考とした製品を特定するために使用しました。 

《ステレオモードで使用できるエフェクトについては P 9 日を参照してください。 


SD 力ードの内容 

♦ PROJXXX フオルタ ’ 

PRJDATA.ZIF 

♦STEREO フオルタ ’ 

(ここにはステレオモードで作成した 
オーディオファイルび保存されます。） 

参 SYS フオルタ ’ 

MACPRM.ZIF 


NOTE 

-日本語が使われたファイル名/フオルタ'名は、 H4 
では正確に表示することがでさません。 

"H4_XXX … （.mp3 または. wav)" のように表示 
されます。 

また、 UMC 日 DE がファイル名/フオルダ名に含 
まれるファイル/フオルダは扱えません。 

-市販の SD カードリーダー/ライターなどでファ 
イル名を変更すると、 H4 で認識されなくなること 
がありますのでご注意ください。 
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【数字-英字】 


4トラックモード . 6, 39 


[ MENU ] キーの動作 

.…….2已 

エフェクト . 

. 64 

エフェクトタイプとパラメ 

-夕一 . 

.…….89 

重。蟲音 . 

. 26 

基本操作 . 

. 19 

最初のトラックの録音.…21 

ステレオ IJ ンク ....... 

. 已3 

入カソースの選択.... 

21,48 

バウンス . 

28, 4已 

パンチイン/アウト 

43 

ファイルを選ぶ ....... 

42 

プ□ジエクト . 

已4 

ミキサー . 

47 

ミキシング . 

27 

ミックス . 

.…….已1 

モードの切り替え.... 

19, 39 

録音トラックの選択 



2]，已〇 

録音前の準備 . 

19 

録音レベルの調節.... 

.…….48 

A - 目 U ピート . 

38 

COMP / LIMIT モジュール 


.63, 9已 

EFX モジュール . 

. 91 

[INPUT 1 GAIN]/[INPUT 2 

GAIN ] スイッチ . 

.23,32 

[ MENU ] キーの動作 


4トラックモード ..... 

. 2已 

ステレオモード ....... 

. 1已 

[ M に GAIN ] スイッチ 



,13, 32 


M に MODEL モジュール 
. 63, 9已 

MP 3. 34 

PREAMP モジュール . 89 

SD 力ード' . 10 

空さ容量を確認する ........ 83 

初期化する . 84 

内容 . 97 

USB 

SD カード U —ダーとして 
使用する . 82 

オーディオインターフェー 
スとして利用する . 80 

WAV . 34 

【あ行】 

上書さ録音モード . 40 

録音操作 . 41 

エフェクト . 7,16, 62 

4トラックモード . 64 

ステレオモード . 62 

入出力 . 64 

パッチに名前を付ける.…68 

パッチを選ぶ . 24, 64 

パッチを取り込む . 69 

パッチを編集する . 6已 

パッチを保存する . 67 


エフェクトタイプとパラメー 
夕一 (4 トラックモード） 
. 89 

オーディオインターフェースと 


して利用する . 80 

オートゲイン機能 . 33 

オートパンチイン/アウト 
(4 トラックモード） . 44 


オフマイク録音 . 12 

オンマイク録音 . 12 


【か行】 

重ね録音 （4 トラックモード） 
. 26 

キーホー ルド機能 . 79 

ク□マチックチューナー….已9 


に行】 

再生（ステレオモード) 



18, 36 

サンプ IJ ングレート ..... 

.……34 

新規録音モード . 

……. 40 

録音操作 . 

.…….41 

ステレオモード . 

..6, 30 

[ MENU ] キーの動作 

.…… ] 己 

エフェクト . 

.……62 

エフェクトタイプ ..... 

.……9已 

基本操作 . 

.….…14 

再生 . 

18, 36 

ファイルを選ぶ ........ 

…….36 

モード切り替え ........ 

…….30 

録音 . 17, 31，3已 

録音フ オーマツ トを選ぶ 


.……. 34 

ステレオ IJ ンク （4 トラック 

モード） . 

.……已3 

接続 . 

.……10 

設置ち法 . 

…….12 

ソフトウエアのバージヨン 

アップ . 

.……84 
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索引 


【た行】 

チューナー . 已9 

チューナータイプ . 60 

ディスプレイ . 78 

電池で使ラ . 11 

【な行】 

入出力 

エフェクト . 64 

入力感度 . 14 


[INPUT 1 GAIN]/[INPUT 
2 GAIN ] スイッチ 
. 23, 32 

[ M に GAIN ] スイッチ 
. 13, 32 

入カ ソースの 選択 （4 トラック 
モード） . 48 


【は行】 

バウンス （4 トラックモード).. 


. 28, 4已 

パラメーター . 89 

パン . 已1 

パンチイン/アウト （4 トラッ 
クモード） . 43 

ビットレート . 34 

ファイル 


ファイル名を変更する….72 
ファイルを削除する ........ 73 

ファイルを取り込む ........ 74 

ファイルを複製する （4 トラ 


ックモード） . 73 

容量を確認する . 76 

ファイルを選ぶ 

4トラックモード . 42 

ステレオモード . 36 


フアンタム電源 . 79 

プ□ジエクト . 已4 

基本操作 . 已4 


新規プ□ジてクトの作成 
. 20,已已 

プ□ジェクトの選択 ........ 已已 

プ□ジェクト名の変更.…已6 

プ□ジェクトを削除する 
. 57 

プ□ジェクトを複製する 
. 57 

プ□テクトをかける ........ 已8 

プ□テクト . 已8 

【ま行】 

マニュアルパンチイン/アウト 
(4 トラックモード) . 43 

ミキサー （4 トラックモード）. 
. 7,47 

ミキシング （4 トラックモード） 


. 27 

メ h □ノ ーム . 20,77 

モードの切り替え 

4トラックモード . 39 

ステレオモード . 30 

モニター機能 . 36 


に行】 

録音（ステレオモード） 

. 17, 31，3已 

録音トラックの選択 （4 トラッ 


クモー ド） . 已日 

録音ファイル . 71 

録音フ ォーマツ トを選ぶ 
(ステレオモード） . 34 

録音ち法 

(ステレオモード） . 12 


録音モード （4 トラックモード) 
. 40 

録音レベル . 14 


ZOOM H4 
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H 4 -5010-2 


ZOOM H 4 カンタン録音ガイド[ステレオモード] 


H 4 の電源を入れましよう 


[ REC ] キーを巧し、録音を停止しまず 



[ Power ] スイッチを ON にします。 


[ REC ] キーを巧して H 4 を録音待機が態にしまず 



田0:00; 00: 000 IIREC 
ES1KTE-00 し…リ 


録音待機が態の画面 

(ヒント）岭※1 


[ M に GAIN ] スイッチで入力感度を調節しまず 



田0:00; 00: 000 IIREC 

IB!lKTE-00 し…リ 

' A I - も -10^ 

入カレベルを モニターで をます。 

斥ンり 岭 《2-1、《2-2 


もう一度 [ REC ] キーを巧し、録音を開始しまず 



[ REC ] キーび 
点なに変わりまず。 


田0:00:00:910 •REC 
IB!lKTE-00 し…リ 


宜; 


-an - 旧 -E 


録音中の画面 

ヒント) ♦ 《3-1、《3-2 



《 [ MENU ] キーでち 
録音停止できまず。 


凸0:00:00:000 

■STOP 

1 file 1 卜 5TE- 邮し…リ 

g. 

. 

-HB -EH 

[fl^ 

-lE-B D 


録音ファイルの先頭に戻りまず。 


録音したファイルを再をしまず 



[ MENU ] キーを 
上 （►/") に巧します。 


凸 0:00:1 己：の 4 

►PLflV 

1 file IKTE-00 し…リ 

-HB -EH 

-lE-E D 

[fl^ 



録音結果び再生されます。 
正しく録音されたかをチェック 
しましよつ。 


ヒント 


[ REC ] キーを巧した時点で新ししロァイルが作成されます。 

入力感度を設定します。大さい音を録音する場合は ru に、ルさい音を 
録音する場合は 「 H 」 に設定します 
户詳細については取扱説明書 P 3 1参照)。 

《2-2 [ REC ] キーを押すと入カレベルがモニターできるようになります。 
レベルメーターの" 0" にあたらない程度に設定すると良いでしよう。 

録音中は rKeyHoldJ 機能を使用して、誤操作しないようにしておくと 
便利です設定方法は取扱説明書 P 79 参照)。 

添付 SD カード使用時の録音時間 

非圧縮 44.1 kHz /16 bit . 約12分録音可能 

MP 3 44.1 kHz /128 kbps ••-約133分録音可能 
録音時間の詳細は取扱説明書 P 86 参照） 

録音の停止は [ MENU ] キー（ ►/!!) でも巧能です。 

[ MENU ] キ ー（!◄◄ ►►!) は下のように使用します 
户詳細のキー操作については取扱説明書 P 1已参照)。 

【[ MENU ] キー操作方法】 


《2-1 


《3-1 


《3-2 


《4 



1 回巧ず 

KM 

►►1 

•選択ファイルの先頭に移動 
•タイム0なら、ファイル選択 

次のファイルを選択 

長 < 巧ず 

1砂単位の巻を戻し 

1秒単位の早送り 


録音のヒント！ 


①バンド演奏を録音ずる 

録音したい音源が2本の内 
蔵ステレオマイクが交差する 
範囲に含まれるよラな位置に 
H4を設置しましc^;ラ。 

また、床からの振動をさける 
ために付属の兰脚スタンドア 
ダプタを使用すると良いでし 

つ。 



設定 

用途 

L 

楽器をオンマイク宿源に近い距離に H 4 を配圍で録音したり、バンドの演奏を 
一発録音したいときなどに利用します。 

M 

アコースティックギターなど音量のルさい楽器を録音するときに利用します。 

H 

オフマイク盾源に遠い距離に H 4 を配動用の設定です。 

主にフィールドレコーディングに利用します。 


②アコースティック楽器を録音ずる 


ピアノは巧弦を狙うこと 
により、ほどよいステレ 
才感とアタックを録音 
することがでさます。響 
きを録りたい場合は、ピ 
アノのかし上の方を狙 
つて H4 を設置すると良 
し)でし d; ラ。 


③野外の音を録音する 



アコースティックギターは、 
スト□ークならフレットエン 
ドを狙い、アルペジオな5ボ 
ディを少し上から狙ってボデ 
ィの鳴りを録音すると良い 
でしむ。 




辱 


に GAIN の目安は「1_〜 M」 


■ COMP / LIMIT エフェクト 

C0MP/UMIT エフェクトを使用すると、各楽器の音量のば5つきやタッチのば5つきを補正する 
ことびでさます。 

挖エフェクトの説閒 づ詳細な設定方法は取扱説明書 P62 参照 

COMP 各楽器を最適なダイナミクスで録音することにより、迫力のあるサウンドを作り上げます。 
LIMIT ピーク入力を圧縮し、過大入力を抑えることができます。 



H 4 のマイクに 
風防を装着しましょう 

に GAIN の目安は 「H」 


マイクに風があたることによる雑音が気に 
なる場合は、風防を装着してください。 

また M に GAIN の設定は動物の鳴き声等 
であれば 「H」 、乗り物の音や街の雑踏を録 
音する場合は状況に応じて 「M」 に設定し 
しよ Jo 


■電池動作 

電池で H4 を使用する場合、連続で4時間録音できます。 
録音に出かける前に電池残量を必ずチェックしましよラ。 








































































































































US 巳/ Cubase LE スタートアップガイド 


US 巳/ Cubase LE スタートアップガイド 


この ruSB/CubaseLE スタートアップガイド」では、 Cubase LE をパソコンにインス!ルし、本製品の接続や各種設定を済ませて、楽器の演奏を録音ずるまでの手順を説明しまず。 Icubase LE のインストール>|接続と準偏 >lcubase LE を使って録音 


Cubase LE のインストール>[^続と準備〉 


Windows XP 


Windows XP び動作するパソコンに本製品を接続して、オー 
ディオの入出力びできるように設定します。 

t Cubase LE をパソコンにインス I -- ルしてください。 

本製品に付属する CD - R 日 M をパソコンのドライブに挿入すると、自 
動的にインス I -ーラーび起動します。画面の指示に従って Cubase 
LE のインス!-ールを行ってください。 


0 


本製品とパソコンを USB ケーブルを使って接続してくださ 
い。 


AC ァタフター 



幹-などの參 


内蔵ステレオマイク 


または 


’ [INPUT 1]/[INPUT 2] 端子 

USB ケーブル 


ノくソコン 


[LINE 日 UTPUT] 端テ 


乾電池 


^ オーデイオシステムなどの 


八イフアイな再生装置 


NOTE 

-録音時にパソコンのオーディオ出力端子からの信号をモニターすると、遅 
延が発生します。必ず H 4 の [LINE OUTPUT ] 端子か5の信号をモニター 
して < ださい。 

- USB バス電源に対応する製品の場合は、バス電源で駆動すると、十分な電 
源が得5れないことが原因で動作が不安定になったり、ディスプレイにエ 
ラーが表示されたりすることがあります。このような場合は、 AC アダプタ 
一または乾電池でのご利用をお勧めします。 

- USB ケーブルは、高品質でなるべく短いちのをお使いください。 USB バス 
電源に対応する製品の場合、 3 m 1；|上の US 日ケーブルを通じて電源を供給 
すると、電圧低下の警告がでることがあります。 

-入カソースとして、内蔵ステレオマイクの L / R または [INPUT 1 ]/[INPUT 
2] 端子か5選択できます。また、4トラックモードと同様のエフェクト 
(サンプリングレートび 44.1 kHz のとさのみ）を使用でさます。 


HINT 

USB 接続を解除するには、特別な操作は不要です。コンピューターに接続され 
た US 巨ケーブルを抜いてください。 

Windows XP び動作するパソコンに初めて本製品を接続したとさ 
は、"新しい八ードウエアび見つかりました"のメッセージび表示さ 
れます。このメッセージび消えるまでしばらくお待ちください。 


© 


スタートメニユーか!5 "コント□—ルパネル"を選び、"ヴ 
ウンドとオーディオデバイス"をダブルクリックしてくだ 
さい。 

サウンドとオーディオデノ（イスのプ□パティび表示されます。 
"オーディオ"タブをク U ックして、音の再生/録音の既定のデバイ 
スとして、 " H 4 Audio " び選ばれていることを確認してください。 


立ぶ ! 


オーディオ日畳 


I 

音声 


咬I 


V|H4 Audio ) 


音置か)... I 詳細設定が)... 


^1 


V|H4 Audio ) 


音をを ).. .j 詳細設定◎… 


他のデバイスび選択されている場合は、"既定のデバイス’’プルダウ 
ンメニューを使って選択をやり直してください。 

確認び終わったら、日 K ボタンをク U ックしてオーディオデバイス 
のプ□パティを閉じます。 

I Cubase LE を起動してください。 

オーディオの入出カポートを点検するかどラかを尋ねるウインドウ 


© 


び表示されますので、日 K をク U ックして点検を実行してください。 

Cubase にが起動した5、"デバイス"メニューか5 "デ 
バイスの設定..."を選び、デバイスの列で VST 
Multitrack をクリックしてください。 


デバイス „ 

All MIDI Inputs 
Default MIDI Ports 
DireelMusic 
PMHIg 
System L 
Video Player 
Windows MIDI 


ディスクバッファ数 
回バッファサイズ 


© 


ASio ドライバ ) 


デバイス設定ウインドウち部で 、 AS I 日ドライバとして AS I 日 
Multimedia Driver び選択されていることを確認します。 

デバイス設定ウインドウの"コント□ールパネル"ボタン 
をクリックし、表示されるウインドウで"詳細設定"ボタ 
ンをクリックして<ださい。 

詳細設定ウインドウの入カポートと出カポートで、" H 4 Audio " 
にチェックび入っていることを確認してください。 



チェックび入っていないとさは、チェックボックスをク U ックしま 
す。 

設定び終わったら、各ウインドウで日 K ボタンをク U ックして閉じ、 
Cubase LE の起動直後の状態に戻します。 


HINT 

-詳細設定ウィンドウの上へ移動/下へ移動の各ボタンをクリックすれば、 
現在選択しているポートの優先順位を変更できます 。" H 4 A U di 0" 
を最上段に移動させれば、次の手順の " VST 入カウィンドウ"でも最上 
段に表示されます。 

-詳細設定ウィンドウを編集すると、オーディオの入出カポートを点検す 
るかどうかを尋ねるウインドウが表示されますので、"はい"をクリック 
して点検を実行します。 


〇 


"デバイス"メニューか6 " VST 入力"を選んで VST 入力 
ウインドウを表示させ、入カポートび有効になっているこ 
とを確認して < ださい。 


xJ 


Active Label 


- Active ボタン 


Active ボタンびオフ（消な）のときは、ボタンをク U ックしてオン 
にします。 


HINT 


複数の入カポートが選択でをる場合は、ウィンドウをスク□ールしたり広げ 
たりして、すべてのポートの有効/無効を確認しておくことをお勧めします。 


® 裏面へ続< 


Cubase LE のインストール>[^続と準備〉 


MacOS X 


MacOS X び動作するパソコンに本製品を接続して、オーディ 
才の入出力びできるように設定します。 


〇 

© 


本製品に付属する CD - ROM を Macintosh のドライブに挿 
入してください。 

デスクトップに "Cubase LE " アイコンび表示されます。 

アイコンをダブルクリックして開き 、 "Cubase LE 
Installer " を使用してインス I ルを行なつてください。 



本製品と Macin ’ 
た7ださい。 


itosh を USB ケーブルを使って接続してく 


AC ァダプター 



ギターなどの4^をレぐは 


内蔵ステレオマイク 


または 


’ [INPUT 1]/[INPUT 2] 端テ 

USB ケーブル 


Macintosh 


[LINE 日 UTPUT] 端テ 


乾電池 


^ #トディすシステムなどの 


八イフアイな再生装置 


NOTE 

-音時にパソコンのオーディオ出力端子か5の信号をモニターすると、遅延 
が発生します。必ず H 4 の [LINE OUTPUT ] 端子か5の信号をモニターし 
て < ださい。 

- USB バス電源に対応する製品の場合は、バス電源で駆動すると、十分な電 
源が得5れないことび原因で動作が不安定になったり、ディスプレイにエ 
ラーび表示されたりすることがあります。このような場合は、 AC アダプタ 
一または乾電池でのご利用をお勧めします。 

- USB ケーブルは、高品質でなるべく短いものをお使いください。 USBK ス 
電源に対応する製品の場合、上の USB ケーブルを通じて電源を供給 
すると、電圧低下の警告がでることがあります。 

-入カソースとして、内蔵ステレオマイクの L / R または [INPUT 1 ]/[INPUT 
2] 端子か5選択できます。また、4トラックモードと同様のエフェクト（ヴ 
ンプリングレートが 44.1 kHz のとをのみ）を使用でをます。 


HINT 

US 巨接続を解除するには、特別な操作は不要です。コンピューターに接続さ 
れた US 巨ケーブルを抜いてください。 


"アプリケ—シ ヨン" フ オルダ ー "ユ— テイリテイ"フ オル 
ダの順に開き、 "Au 灶 oMIDI 設定"をダブル クリックして 
<ださい。 

Audio MIDI 設定び表示されます。 

"オーデイオ装置’’をク U ックし、デフオルトの入力/デフオルトの 
出力として、 " H 4 Audio " び選ばれていることを確認してください。 


600 


Audio MIDI 設定 



才ーディオ哀 ■ MIDI 装 W 


フォルトの出力:しホ H4 Audio 


フロバテイ： ^内篇才ーデイオ 

クロックのソ ース： _ 

才ーデイオ入力- 


ソース : L^p 


I' M 4100.0 Hz 1 寸〔 2 か -16 ビッ 14^ 



他の項目び選択されていた場合は、プルダウンメニューを使って選 
択をやり直してください。 

確認び終わったら "Audio MIDI 設定’’を終了します。 


Cubase LE を起動してくださし、。 


HINT 

Cubase LE のプ□グラムは"アプリケーシヨン"フオルダにインス! -- ルさ 
れます。 

) Cubase LE の"デバイス"メニューか5 "デバイスの設定 
..." を選び、デバイスの列で VSTMultitrack をクリックし 
て < ださい。 

ウィンドウち側で、 ASI 日ドライバとして " H 4 Audios )" び選ばれ 
ていることを必ずご確認ください。 


古けイス 


All MIDI Ir^uts 
Default MIDI Ports 
MIDI System 

VST System Link 
Video Player 


f » ホ \ ち如/拾去 ) 


■国ディスクバッファな 
IE ] バッファサイズ 


igAsio ドライバ 


A5I0 ドライむ^ 


〇 


他の項目び選択されていた場合は、プルダウンメニューを使って選 
択をやり直してください。 

確認び終わったら日 K ボタンをク U ックしてウィンドウを閉じます。 

"デバイス"メニューか5 " VST 入力"を選んで VST 入力 
ウインドウを表示させ、入カポートび有効になつているこ 
とを確認してください。 


'0 广、ハ 

VST 入力 


f Port 

rAclh/e 1 Lobel 




| h 4 如化 A 

え 


^Active ボタン 

Active ボタンびオフ（消好）のときは、ボタンをク U ックしてオン 
にします。 


(]>1裏面へ続< 
















































































































































































































































表面より© 


Cubase LE を巧って録音〉 


Windows XP I MacOS X 


© "ファイル"メニューから"新規プ□ジェクト"を選んでく 
ださい。 

プ□ジェクト用のテンプレートを選ぶ、新規プ□ジェクトウインド 
ウび表示されます。 



© テンプレートの"空白"び選ばれていることを確認してか 
5、 OK ボタンをクリックしてください。 

プ□ジてクトファイルの保を場所を選ぶウインドウび表示されます。 


@作成した才ーデイオトラックで、似下の設定を行ってくだ 


I . 才ーデイオトラックの境界部分をもにドラッグして、 
すべてのボタンを表示させます。 



3. ステレオ/モノラルボタンをクリックして、オーデイオトラック 
をステレオに切り督えます。ボタンが点灯して医]からの 
表示になったとさに、ステレオトラックとして動作します。 


® 保を場所（デスクトップなど）を指定してか5 OK ボタン 
(Mac OS 10.4の場合は選択ボタン）をクリックしてくだ 
さい。 

新規プ□ジェクトび作成され 、 Cubase LE の操作の中むとなるプロ 
ジェクトウインドウび表示されます。 



プ□ジェクトウィンドウ 

® 新規オーディオトラックを作成するには、"プ□ジェクト- 
メニューか 6 "トラックを追加"を選び、さ引こ表示され 
るサブメニューか!5 "オーディオ"を選択して<ださい。 

プ□ジェクトウインドウに、新規オーディオトラックび]本追加さ 
れます。 


C Cubase LE ブロジ j ウト 

- ををホを 

niDH = l 4| t§|tll に|1>|〇间|り。 | v | M を Klx | のち1 间 1三 

法巧オフジエクトなし 

l x II S I 1 R II 111 1 

；田回回回回 

田^^ ■■ 

finTlTEBjeEM ■で 

) 




@ "デバイス"メニューか6 " VST 入力"を選択してくださ 

VST 入カウインドウび表示されます。 


VST 入カウインドウでは、利用可能な入カポートを表示し、それぞ 
れの有効/無効を切り替えます。 

ここでは政下の操作を行ってください。 


2. H 4 Audio 1/2 (MacOS X の場合は H 4 Audio L / R ) 
の Active ボタンび点灯している（有効になっている）ことを 
確認します（消灯しているとさはボタンをクリックして有効に 
します）。 



VST 入カウインドウ 


I . 複数の入カポートがある場合は、ここを 
ドラッグしてウインドウを励ブます。 


© 本製品の [ INPUT ] 端子にギターなどの楽器を接続して、お 
好みのパッチを選んでください。 

ここで選択した音色び、 [ USB ] 端子を経由してパソコンに録音され 
ます。 

^ "デバイス"メニューか5 "ミキサー"を選択してくださ 

ミキサーウィンドウび表示されます。 

ミキサーウインドウには、作成したトラックに対応するチヤンネル 
び表示されます。 

ここでは iU 下の操作を行ってください。 


HINT 

"プ□ジ王クト"メニュ ー- ^ "トラックを追加"を選び、さ5にヴブメニュー 
からのトラックを追加"を疆尺すれば、一度に複数のトラックを追加 
でをます。 


A 2. ここをクリックして、チャンネルに割り当てるオーディオ入カポート 
として、 H 4 Audio 1 /2 (MacOS X の場合は H 4 Audio L / R ) 
I に対応するポ^卜（手順 13 を参照）を選びます。_ 



、 キ' ウィノトウ ( 1. 録音後の再生レベルを調節するた めに、、 
■ このボタンをク U ックして三キサーの 

マスターチヤンネルを表示させます。^ 



才ーディオトラックに対応する マスターチヤンネル 

チヤンネル 


( 3. 録音待機ボタンがホく点灯していることを確認します 、 

(消灯しているときは、ボタンをクリックして点灯させ、 

I 才ーディオトラックを録音待機状態に設定します）。 J 


HINT 

録音待機ボタンが点灯しているときは、 フエー ダーの隣りにあるレベルメー 
ターにオーディオトラックの入カレベルが表示されます。また、消打してい 
るとをは、オーディオトラックの出カレベルが表示されます。 

© 楽器を演奏しなび!5、本製品の出カレベルを調節して 
Cubase にの録音レベルを決定します。 



レベル メーター 


録音レベルは録音待機トラックに対応するチャンネ 
ルのレベルメーターで確認でさます。メーターが振 
り切らない程廚こ、なるべく高く設定してください。 


NOTE 

-上記のメーターには、 Cubase LE 内部で処理され 
た後の信号レベルが表示されます。このため、ギ 
ターなどの楽器の弦を弾いてか5レベルメーター 
が振れるまでに、若干の遅れが生じることがあり 
ますが、これは故障ではありません。 

- Cubase LE の才ーディオトラックには、楽器を演 
奏したときの正しいタイミングで録音されます。録 
音済みのトラックと新規録音したトラックがずれ 
ることはありません。 


© トランスポートノた ig レが表示されていることを確認してく 
ださい。 



トランスポートパネルび表示されていないとさは、"トランスポー 
卜"メニューから"トランスポートパネル’’を選択します。 



© 録音を行うには、トランスポートパネルの録音ボタンを巧 
して<ださい。 



録音ボタン 


録音び始まります。 

楽器を演奏すると U アルタイムでプ□ジェクトウィンドウに波形び 
描かれます。 

© 録音を停止するには、トランスポートパネルの停止ボタン 
をクリックしてください。 

録音び停止します。 

^録音した内容を確認してください。 

W 録音した内容は、次の手順に従って再生してください。 




手順1已で表示さ 
せた7スターチヤ 
ンネルのフて一夕’ 
-を下げきります。 


適切な再生レベルが> 
得られるようにマスタ 
ーチヤンネルのフエー 
ダーを 上げます。 , 



.058 J ， 


娘向 


Click m 

Master H 
f Syne ; 麵 


プ□ジェクトの先頭に移動 


再生ボタン 


2. トランスポートパネルのボタ 
ンを使ってプ□ジェクトの先 
頭に移動します。 




トランスポートパネルの再生ボ 
タンをクリックして再生します。 


HINT 

録音後に再生ボタンを巧しても音び出ない場合は、 VSIA カウィンドウ（手 
順 13) やマスターチャンネルの出カポートの設定（手順1已）をもう一度確 
認してください。 


f 快適にご使用になるために \ 

Cubase LE を使用中に、極端にアプリケーシヨンの動作び遅くな 
ったり、 rus 目オーディオインターフェースとの同期び取れない」 
などとエラーメッセージび表示されたりすることびあります。 

このよラな現象び頻繁に起さるとさは、政下のよラな点にごミ主意 
いただくと、改善される場合びあります。 

① Cubase LE 於外に動作しているアプリケーシヨンを終了さ 
せる 

特に常駐ソフトなどび多く登録されていないかをご確認くださ 
い。 

② Cubase LE で使用しているプラグインソフト（エフェクト、 

音源プラグイン)を減らす 

プラグインび多い場合、パソコンの処理性能び追いつかなく 
なっていることび考えられます。また、同時再生トラック数を 
減らすことち有効です。 

③ 製品を AC アダプターで駆動する 

US 目バス電源に対応する製品の場合、 USB 端子から電源を供給 
すると、まれに動作び不安定になることびあります。 AC アダプ 
夕一でのご使用をおためしください。 

その他、アプ U ケーシヨンの動作び極端に遅<なり、パソコン自 
体の操作に支障をさたす場合は、一度本製品の US 目端テをパソコ 
ンから取り外して Cubase LE を終了させ、再度 US 目端テを接続 
してから Cubase LE を再起動してみることをお勧めします。 

V_ J 























































































































































































































US 巳/ Cubase LE 4 スタートアップガイ 


US 巳/ Cubase LE 4スタートアップガイド 


この ruSB / CubaseLE 4 スタートアップガイド」では、 Cubase l_E 4をパソコンにインストールし、本製品の接続や各種設定を済ませ、録音を行うまでの手順を説明しまず 。 [Cubase LF 4のインストール>|接続と準備 〉 [pubase LE 4を使つて録音 


Cubase LE 4のインス!ル〉| 

接続と準備〉 

1 

Windows Vista/XP 

1 


1 

Cubase LE 4 のインス!ル〉| 

接続と準備〉 

1 

MacOS X 


Windows Vista (または XP ) び動作するパソコンに本製品を 
接続し、オーディオの入出力びできるようにします。なお、イ 
ンス I -ール時の操作は 、 Windows Vis ねを例に説明します。 

最新の ZOOM H 4 ASIO ドライバーを、株式会社ズームの 
ホームぺージ （ htt |3:// www . zoom . co . jp ) か5ダウン 
□ー ドし、パソコンにインス!ルしてください。 

ZOOM H 4 ASIO ドライバーは、 H 4 を Cubase LE 4の才ーディオ 
入出力として使用するために必要なソフトウェアです。ダウン□一 
ド時に付属する 「 eacLme ファイルを参考に、正しくインス I -- ルし 
て < ださい。 


NOTE 

古いシステムで動作している H 4 は、パソコン側から認識できない場合があ 
ります。 H 4 本体のシステムソフトウェアも、常に最新の状態にしておくこ 
とをお勧めします。最新のシステムソフトウェアは、当社ホームページか5 
ダウン□ー ドでさます。 


© 


本製品に付属ずる DVD-ROM "Cubase LE 4" をパソ〕 
ンのドライブに挿入し、インストールを行ってください。 

DVD - ROM を挿入すると、操作を尋ねる画面び表示されますので、 
"フオルダを開いてファイルを表示’’を選んでください。 

DVD - ROM の内容び表示されたら 、 Cubase LE 4 for Windows 
フオルダをダブルク U ックして開さ、実行ファイル " Setup " 
(" Setup . exe ") をダブルク U ックしてインストールを行います。 


Q 


Setup 


HINT 

DVD - ROM を挿入しても何も起きない場合は、スタードメニューか5 "〕 
ンピュータ" （ XP では"マイコンピュータ"）を選び、表示される "Cubase 
LE 4" DVD - ROM のアイコンをダブルクリックして開き、 DVD - ROM の内 
容を表示させてください。 


NOTE 

Cubase LE 4のインス!ル終了後に、アクティべーシヨン（ソフトウェ 
アライセンスの認証）の管理を行ラソフトウェアのインス!-ールを促す画面 
が表示されます。このソフトウェアは 、 Cubase LE 4の製品登録に必要な 
ので、続けてインス I ルしてください。 

© 本製品とパソコンを USB ケーブルを使って接続してくださ 
し、 0 



H 4 側で接続操作を行うと、 H 4 びパソコンに認識されます。 

初めて本製品をパソコンに認識させたときは、"デバイスを使用する 
準備びでさました’’のメッセージび表示されるまで、しばらくお待 
ち < ださい。 


HINT 

H 4 側で行ラ接続操作の方法については、 H 4 オペレーションマニュアルの 
"パソコンのオーデイオインターフ王ースとして利用する"（一 P .80) をご 
参照ください。 


NOTE 

-録音時にパソコンのオーディオ出力端子か5の信号をモニターすると、遅 


延が発生します。必ず H 4 の [LINE OUTPUT ] 端子または [ PHONE 引端子 
から の信号をモニターしてください。 

-本製品を US 巨バス電源で駆動すると、十分な電源が得られないことが原 
因で動作が不安定になったり、ディスプレイにエラーが表示されたりす 
ることがあります。このような場合は、 AC アダプターまたは乾電池での 
ご利用をお勧めします。 

- US 巨ケーブルは、高品位でなるべく短いちのをお使いください。本製品 
を US 巨バス電源で駆動する場合、 3 mlU 上の US 巨ケーブルを通じて電源 
を供給すると、電圧低下の警告が出ることがあります。 

コント□ールパネルの"サウンド"ウインドウを表示させ 
て、パソコンの入出カデバイスの設定を行ってください。 

"サウンド"ウインドウを表示させるには、まずスタートメニューか 
ら"コント□ールパネル"を選び、次に表示されたウィンドウで"八一 
ドウエアとサウンド"一"サウンド"の順にク U ックします。 


I 卜®バィスを is 

( 〇二巧 


*スをしてそのを左を巧 g してくださいこ 


InteKr) 8280 ID 己/ DBM AC で- 


I ちに a き巧》死] 

巧のォデバ 


巧のォデバイが' 
マィク、 

^ 心 ; r J 


’がイシストールされています： 


Intel(r) 82801 DB/DBM AC 
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サウンドウィンドウでは、再生/録音デバイスに " H 4 Audio " び 
表示され、チェックび入っていることを確認します（再生/録音の 
表示はウィンドウ上部のタブで切り替えます）。 

チェックび入っていない場合は、デバイスを表すアイコンをちク U ッ 
クして、表示されるメニューの"既定のデノくイスとして設定’’にチェッ 
クを入れます。 

Cubase LE 4を起動し、"デバイス"メニューか!5 "デバ 
イス設定…"を選び、デバイスの列で " VST 才ーディオシ 
ステム"をクリックしてください。 

Cubase LE 4を起動するには、デスクトップ上に作成された 
Cubase LE 4のシヨートカットアイコンをダブルク U ックします。 
起動後は、デバイス設定ウィンドウのち部で、 ASI 日ドライバとし 
て "ZOOM H 4 ASIO Driver " を選択します。 ASI 日ドライバを切 
り替えると、確認のウインドウび表示されますので、"切り替え"ボ 
タンをク U ックしてください 

ASI 日ドライバ 


ぐデバイス！塊 


區 


面 


VSTT ^ 一子イオシステム 


MIDI 

の M の眯ートの t ットアッブ 

冻の：！。 az & sK 巧 


■ バックヴラウンド閲か S のドライバをおがする 
I 乂力のし一于’バノー 33M1 ms 


ウィンドウ左側のデバイスの列には、選択されている ASIO ドライ 
バ "ZOOM H 4 ASIO Driver " び表示されます。 

これをク U ックして選び、デバイス設定ウィンドウのち部に表示さ 
れる"コント□ールパネル’’ボタンをク U ックしてください。 



次に表示されるウィンドウでは、 ASIO ドライバのレイテンシーや 
サンプ U ング周波数び設定できます。レイテンシーは、録音/再生 
時に音び途切れない程度に、なるべく低い値に設定してください。 
また、サンプ U ング周波数は現在の H 4 の設定に合わせます。 

設定び終わったら、各ウィンドウで日 K ボタンをク IJ ックして閉じ、 
Cubase LE 4の起動直後の状態に戻します。 


©裏面へ続< 


MacOS X び動作するパソコンに本製品を接続し、オーディオ 
の入出力びできるようにします。 


OS 


© 


本製品に付属する DVD-ROM "Cubase LE 4" を 
acintosh のドライブに挿入してください。 

自動的に DVD - R 日 M の内容び表示されます。自動で内容び表示され 
ない場合は、デスクトップに表示される " CubaseLE 4’’ アイコン 
をダブルク U ックします。 

Cubase l_E 4を Macintosh にインストールしてください。 

DVD - R 日 M の内容び表示されたら 、 "Cubase LE 4 for MacOS X " 
アイコンをダブルク U ックして開き 、 "Cubase LE 4. mpl < 旨’’を使つ 
てインス!-ールを行います。 




© 


Cubase LE 4 .nipkg 

本製品と Macintosh を USB ケーブルを使って接続してく 
ださい。 



AC ァダプター 


または 


などの4^ 


ちし < は 

内蔵ステレオマイク 


Macintosh 


’ [INPUT 1]/[INPUT 2 ] 端モ 

USB ケーブル 


[LINE OUTPUT ] 端子 


巳圖圍 


才ーデイオシステムなどの 
八イフアイな再生装置 


H 4 側で接続操作を行うと、 H 4 びパソコンに認識されます。 


HINT 

H 4 側で行ラ接続操作の方法については、 H 4 オペレーションマニュアルの 
"パソコンの才ーデイオインターフ王ースとして利用する"（一 P .80) をご参 
照ください。 


NOTE 

-録音時にパソコンのオーディオ出力端子か 5 の信号をモニターすると、遅 
延が発生します。必ず H 4 の [LINE OUTPUT ] 端子または [ PHONES ] 端子 
か 5 の信号をモニターしてください。 

-本製品を USB バス電源で駆動すると、十分な電源が得られないことが原 
因で動作が不安定になったり、ディスプレイにエラーが表示されたりする 
ことびあります。このような場合は、 AC アダプターまたは乾電池でのご 
利用をお勧めします。 

- USB ケーブルは、高品位でなるべく短いちのをお使いください。本製品 
を USB バス電源で駆動する場合、 3 mlU 上の US 巨ケーブルを通じて電源 
を供給すると、電圧低下の警告が出ることがあります。 

I "アプリケーション"フオルダー"ユーテイリテイ"フオル 
,ダの順に開き、 " Au 灶 oMIDI 設定"をダブルクリックして 
<ださい。 

Audio MIDI 設定び表示されます。"オーディオ装置’’をク U ックし、 
デフオルトの入力/デフオルトの出力として、 " H 4 Audio " び選ば 
れていることを確認してください。 


0〇0 


Audio MIDI 設定 


- I "*— ディォ装^ィ MIDI 装 B 


<デフォルトの入力：'ホ H4 Audio デフォルトの出力：ホ H4Audio- 


i 内《ス—ブイス 


クロックのソース： I 內藏クロック 
才ーディオ入力- 


③ 


[ スピーカー«投定 

才ーデイオ出力- 


: G ライン入力 


フオーマット： 44100 .0 Hz i，j 巳2か-24ヒ 


ソース： I 巧藏スピーカー 


44100 .0 Hz j ▼ド2か-24ヒ 


— 厂0.00 - 
— 0.00 - 
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他の項目び選択されていた場合は、プルダウンメニューを使って選 
択をやり直してください。 

確認び終わったら "Audio MIDI 設定’’を終了します。 

Cubase LE 4を起動し、"デバイス"メニューか!5 "デバ 
イスの設定..."を選び、デバイスの列で " VST オーディオ 
システム"をクリックして<ださい。 

Cubase LE 4を起動するには、"アプ U ケーシヨン’’フオルダに入っ 
ている Cubase LE 4のアイコンをダブルク U ックします。 

起動後は、デバイス設定ウィンドウのち側で、 ASIO ドライバとして 
" H 4 Audio に）’’び選ばれていることを必ずご確認ください。 


デバイス設定 


户|-|り1 


VST オーディオシステム 


し' MIDI 

0 _MIDI ポートのセットアップ 
み^^ 

H4 Audio (2) 

VST System Link 
p ビデォ 

り*ビデオプレーャー 


■a ASIO ドラィバI 


□ バックグラウンド時は AS のドライバを解放する 
入力のレーテンシー 13.878 ms 
出力のレーテンシー 13.129 ms 


巧 UK ホ 


■ 0 才ーデイオバッファサイズ 


デフォルトじ R す 


113 才 — ディオ«先度 
I 昌ディスクのブ J □-ド 

留ほレーテンシー 
国マルチプロセッサ対た 
0 はさ時の レー テン シーを 

li 巧 s 巧おポジションオフ七ット 


他の項目び選択されていた場合は、プルダウンメニューを使って選 
択をやり直してください。 

確認び終わったら日 K ボタンをク U ックしてウインドウを閉じます。 


I 裏面へ続< 
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Cubase LE 4 の"デバイス"メニユーか 5 "VST コネク 
シヨン"を選び、表示されるウィンドウで入力/出カポー 
卜に "Zmln (Out)" (MacOSX では "H4Au 灶 o") の 
文字を含むデバイスを設定してください。 



左上 （ Mac 日 SX では上部中央）のタブを使用して入力/出力を切 
り替え、デバイスポートに "Zmln ( Out )" び選ばれているかどう 
かを確認してください。 

他の入出力び選ばれている場合は、デバイスポートの欄をク U ック 
して選び直します。 

〇 "ファイル"メニューか!5 "新規プ□ジェクト"を選んでく 
ださい 

プ□ジェクト用のテンプレートを選ぶ"新規プ□ジェクト"ウィン 
ドウび表示されます。 


© 
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テンプレートの"空白"び選ばれていることを確認してか 
6、 0K ボタンをクリックしてください。 

プ□ジェクトファイルの保を場所を選ぶウインドウび表示されます。 

保巧場所（デスクトップなど）を指定してか 50K ボタン 
(MacOS Xの場合は選択ボタン）をクリックしてくださ 
い。 

新規プ□ジェクトび作成され 、 Cubase LE 4の操作の中むとなる 
プ□ジェクトウインドウび表示されます。 


ぐ Cubase LE 4 - [Cubase LE 4プ□ジェクト-名なホ定 1] 

ぐファイル拒）巧ま拒）プロジェクト狂）才ーデイオ化） MIDI(M) ゾディア (B) 



阿 

-卜のデバイスな）ウインドウ化）〜レプ化 ） [Jsi 

に. V 、を X ジ を。み 


プ□ジェクトウインドウ 


⑩ 


新規オーディオトラックを作成するには、"プ□ジェクト- 
メニューか 5 "トラックを追加"を選び、さらに表示され 
るサブメニューか!5 "オーディオ"を選択して<ださい。 

追加するオーディオトラックの数やステレオ/モノラルの設定を行 
ラ、オーディオトラックを追加ウインドウび表示されます。 


<• オーデイオトラジクを追加 


回 


オーディすトラック構が 




スビー占一 


追加するトラックの本数を選びます。 M ステレオ/モノラルの設定を行います。， 


0 K 


J I 丰ャンがレ 


ここでは、追加するトラックの本数を1、ステレオ/モノラルの設 
定をステレオにして日 K ボタンをク U ックしてください。 

プ□ジェクトウィンドウに、ステレオの新規オーディオトラックび 
1本追加されます。 


ぐファイルの洁集拒）プロジェクトの才ーテイオ始） MIDI(M) メディア炬）トランスポート任） 



の 


作成したオーデイオトラックで、じ(下の設定を行ってくだ 
さい。 




[ インスぺクターが表示されていないときは、ここをクリツ 
\ して、インスペクターの表示/非表示を切り曾えます。 



トラックの入力/出カバスを選択しますにこでは、^ 
手順6で H 4 を割り当てたバスの名前を表示させ 
ます）。バスを選びなおすときは、この部分をクリ 
ックし、表示されるメニューから新たなバスを選 
択します。 , 


HINT 

インスペクターは、現在選択されているトラックの情報を表示します。何も 
表示されないときは、トラックをクリックして選択状態にしてください。 


⑩ 


⑩ 


H4 の [INPUT] 端子にギターなどの楽器を接続し、エ 
フェクトパッチを選んでください。 

ここで選択したエフェクトパッチで加工された信号び、 [ USB ] 端テ 
を経由してパソコンに録音されます。 H 4 の入力信号の選択方法や 
エフェクトパッチの選択方法については、 「 H 4 オペレーションマニ 
ュアル」の P 48 (入力信号の選択） P 64 (エフてクトパッチの選択） 
をご参照ください。 

Cubasel_E4 の"デバイス"メニューか6 "ミキサー" 

を選んでください。 

ミキサーウィンドウび表示されます。 

ミキサーウインドウには、作成したトラックに対応するチヤンネル 
とマスターチヤンネルび表示されます。 

ここでは iU 下の操作を行ってください。 


ミキサーウインドウ 



HINT 

モニタリングボタンが点灯しているとをは、 フエー ダーの隣にあるレベル 
メーターにオーディオトラックの入カレベルが表示されます。また、消打し 
ているときは、オーディオトラックの出カレベルが表示されます。 


© 


楽器を演奏しなが 5H4 の入カレベルを調節し、 Cubase 
LE 4への録音レベルを決定します。 



レベル メーター 


Cubase LE 4への録音レベルは、録音待機トラックに対応するチヤ 
ンネルのレベルメーターで確認でさます。メーターび振り切らない 
範囲で、なるべく高く設定してください。 

なお、レベルを調節するときは 、 Cubase LE 4側のフ i - ダーは動 
かさず、 H 4 の録音レベルやゲインを調節するようにしてください。 


NOTE 

-モニタリングボタンがオンの間は、 H 4 に入力される信号と、一度パソコ 
ンを経由して H 4 に戻される信号の2つの信号が、同時に H 4 か5出力さ 
れ、フランジャーびかかったよラな音になります。録音レベルを調節す 
る間も正確にモニターしたい場合は、 VST コネクション（手順 6) の設定 
で、一時的に出力のデバイスポートを未接続にするといいでしよラ。 

-上記のメーターには 、 Cubase LE 4内部で処理された後の信号レベルが 
表示されます。このため、ギターなどの楽器の弦を弾いてからレベルメー 
ターが振れるまでに、若干の遅れび生じることびありますが、これは故 
障ではありません。 


© 


⑩ 


録音レベルの調節び終わった5、モニタリングボタンをク 
リックして消なさせます。 

入カレベルび表示されなくなり、パソコンを経由して H 4 に戻され 
る信号びミュートされます。 

この操作で、 H 4 の DJNE 日 UTPUT ] 端テと [ PH 日 NES ] 端テからは、 
パソコンに送られる直前の信号のみびモニターでさるようになりま 
す。 

トランスポートパネルび表示されていることを確認してく 
ださい。 




⑩ 


トランスポートパネルび表示されていないとさは、"トランスポー 
卜"メニューから"トランスポートパネル’’を選択します。 

録音を行うには、トランスポートパネルの録音ボタンをク 
リックしてください。 



停止ボタン 録音ボタン 


録音び始まります。 

楽器を演奏すると IJ アルタイムでプ□ジエクトウインドウに波形び 
描かれます。 

録音を停止するには、トランスポートパネルの停止ボタンをク U ッ 
クして < ださい。 


⑩ 


録音した内容を確認してください。 

録音した内容は、次の手順に従って再生してください。 


r 1. 手順13で表示さ 
せた7スターチヤ 
ンネルのフて一夕’ 
-を下げきります。 


ml 

函 




A 


適切な再生レベルが 
得られるようにマスタ 
ーチヤンネルのフエー 
ダーを上げます。 


IMBB 應 



プ□ジェクトの先頭に移動 


再生ボタン 


2. トランスポートパネルのボ 
タンを使ってプ□ジェクト 
の先頭に移動します。 


於 


トランスポートパネルの再生ボ 
タンをクリックして再生します。 


HINT 


録音後に再生ボタンをクリックしても音が出ない場合は、 VST コネクシ三 
(手順 6) の設定をちラー度確認してください。 


ン 


NOTE 

なお 、 Cubase LE 4を継続してご使用いただくためには、アクティべーシヨ 
ン（ライセンス認証+製品登録）と呼ばれる操作が必要になります 。 Cubase 
LE 4を起動したときに、製品登録を巧める画面が表示されますので、"今す 
ぐ登録"をクリックしてください。インターネットブラウザが起動し、アク 
テイべーシヨンを行う Web サイトが呼び出されますので、この Web サイト 
の指示に従ってアクティべーシヨンを行ってください。 


r 


快適にご使用になるために 


Cubase LE 4を使用中に、極端にアプリケーシヨンの動作び遅く 
なったり、 「 US 目才ーディオインターフエースとの同期びとれない」 
などのエラーメッセージび表示されたりすることびあります。この 
ような現象び頻繁に起さるときは、し^下のような点にごミち意いただ 
くと、改善される場合びあります。 

① Cubase LE 41；(外に動作しているアプリケーシヨンを終了 
させる 

特に常駐ソフトなどび多く登録されていないかをご確認くださ 
い。 

② Cubase LE 4で使用しているプラグインソフト（エフエク 
卜、音源プラグイン）を減らす 

プラグインび多い場合、パソコンの処理性能び追いつかなくなっ 
ていることび考えられます。また、同時再生トラック数を減らす 
ことを有効です。 

③ H 4 を AC アダプターで駆動する 

US 巨バス電源に対応する製品の場合、 US 目端子から電源を供給 
すると、まれに動作び不安定になることびあります。 AC アダプ 
ターでのご使用をおためしください。 


その他、アプ U ケーシヨンの動作び極端に遅<なり、パソコン自 
体の操作に支障をさたす場合は、一度 H 4 の US 目端子をパソコン 
から取り外して Cubase LE 4を終了した後で、再度 US 目端子を 
接続してから Cubase LE 4を再起動してみることをお勧めしま 
す。 




V 


J 


才ーデイオトラックに対応するチヤンネル 


マスターチヤンネル 



表面より〔け 


Cubase LE 4を巧って録音〉| 


Windows Vista/XP ■ MacOS X 


11 励躍 1111 置 


































































































































































































































